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拝
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御
手
紙
有
難〔
く
〕拝
見
い
た
し
ま
し
た

3
。
小
生
丸
善
個
人
展
の
節
は
有
難
を

〔
う
〕御
座
い
ま
し
た
。
小
生
「
蝦
蟆
に
蟻
」

4
の
画
は
名
古
屋
か
奈
良
に
有
る
筈
で
す

が
、
他
に
行〔
っ
〕て
居
な
か
っ
た
ら
問
合
せ
ま
し
て
御
送
り
し
ま
す
。
二
十
六
日
に
当

地
に
帰
り
ま
し
た
が
毎
日
氷
が
張〔
っ
〕て
居
り
ま
す
。
先〔
ず
〕は
御
返
事
ま
で
。

草
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村
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↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
四
年
三
月
九
日

　
消
印
：
14
．
３
．
９

　
文
書
目
録
８
１
６

拝
啓

　
時
下
春
暖
の
候
と
相
成
り
、先
生
に
は
い
よ
い
よ
御
清
祥
の
御
事
と
存
じ
ま
す
。

小
生
は
昨
年
暮
、
当
地
丸
善
画
廊
に
お
け
る
先
生
の
個
展
の
節
「
蒲
公
英
に
蝦
蟆
」

5

「
蝗
」「
鵞
」「
蝦
蟆
に
蟻
」
の
四
点
を
買
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
者
で
す
が
、「
蒲
公
英
に

蝦
蟆
」
の
表
装
、
近
日
中
に
出
来
上
り
の
予
定
で
す
。
つ
い
て
は
箱
の
蓋
を
御
送
り
致

し
ま
す
か
ら
、
御
多
忙
中
誠
に
恐
縮
に
存
じ
ま
す
が
何
卒
箱
書
を
し
て
く
だ
さ
る
様
御

願
申
し
ま
す
。

尚
、
同
個
展
の
際
に
色
紙
に
御
描
き
に
な
っ
た
「
金
魚
」
の
絵
が
、
若
し
未
だ
御
手
許

に
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
是
非
小
生
に
買
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
か
ら
先
生
の
御
気
分
の

良
い
時
で
結
構
で
す
が
「
猫
」「
雨
が
え
る
」「
げ
ん
ご
ろ
う
」「
蝦
蟆
と
何
か
」
を
二

尺
位
の
横
物
で
御
描
き
く
だ
さ
る
様
御
願
申
し
ま
す
。

惟お
も

う
に
先
生
の
絵
は
形
を
超
越
し
事
物
の
本
質
を
掴
ん
だ
絵
で
あ
り
支
那
に
お
い
て
は

古
く
は
「
牧
溪〔
谿
〕」
近
く
は
「
八
大
山
人
」「
趙
之
謙
」
の
如
き
画
家
、
日
本
に
お

い
て
は
「
宗
達
」「
蘆
雪
」
近
く
は
芋
銭
子
に
し
て
始
め
て
描
き
得
る
処
で
あ
る
と
信

じ
て
居
り
ま
す
。
実
に
余
韻
渺
々
と
し
て
興
趣
の
尽
き
る
処
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
か

今
後
も
時
々
各
地
に
お
い
て
個
展
を
開
催
せ
ら
れ
、
世
人
の
観
賞
眼
の
向
上
に
資
せ
ら

れ
ん
こ
と
を
衷
心
よ
り
希
望
致
し
て
居
り
ま
す
。

も
し
今
後
個
展
を
御
開
催
の
節
は
ど
う
か
予
め
御
通
知
く
だ
さ
る
様
御
願
申
し
ま
す
。

先
つ〔
ず
〕は
御
願
ま
で
。
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返
事
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お
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れ
ま
し
て
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礼
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し
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し
た
。
箱
蓋
御
送
り
下
さ
い
。
早

速
箱
書
し
て
御
送
り
い
た
し
ま
す
。
小
生
名
古
屋
個
展
の
時
の
色
紙
金
魚
、
手
許
に
御

座
い
ま
す
か
ら
御
送
り
い
た
し
ま
す
。
御
申
し
越
し
の
横
物
近
い
内
描
き
ま
し
て
、
出

来
ま
し
た
ら
御
送〔
り
〕い
た
し
ま
す
。
小
生
毛
筆
画
の
仕
事
は
、
手
近
の
も
の
を
絵
に

す
る
だ
け
の
事
で
有
り
ま
す
が
、
木
村
さ
ん
に
愛
好
し
て
戴
き
ま
す
事
は
私
く
し
の
喜

び
で
有
り
ま
す
。

草
々
頓
首

昭
和
十
四
年
三
月
二
十
日
よ〔
夜
〕

熊
谷
守
一

木
村
定
三
様

6

　

３
　「
御
手
紙
拝
見
い
た
し
ま
し
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
木
村
か
ら
熊
谷
に
宛
て
た
手
紙
（
恐
ら
く
は
丸
善
で
の
初
対
面
の
後
で
、
初
め
て
差
し
出
し
た
手
紙
）
が
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
現
在
は
所
在
不
明
。

４
　《
蝦
蟆
に
蟻
》（JJ200200034000

）。

５
　《
蒲
公
英
に
蝦
蟆
》（JJ200200035000

）。

６
　
こ
の
書
簡
は
「
熊
谷
用
箋
」
と
印
刷
さ
れ
た
便
箋
を
使
用
し
て
い
る
。

001

木村定三と熊谷守一をめぐる往復書簡（翻刻）

石崎　尚・福井　淳子（編）

【翻刻について】
　本稿は、木村定三と熊谷守一の間で交わされた書簡を元に、一部関係者による書簡を加え
て構成し、翻刻したものである。木村定三宛ての書簡は、愛知県美術館に所蔵されている木
村定三コレクション関連資料を、熊谷守一宛ての書簡は岐阜県歴史資料館に所蔵されている
熊谷守一文書を参照した。後者に関しては『熊谷守一文書目録』1に従って文書番号を付記
した。翻刻にあたっての例言は以下の通りである。
　一、 書簡は日付順に掲載した。
　二、 旧漢字や変体仮名などは文意を損なわない範囲で常用漢字、現代表記等に改めた。た

だし固有名詞や慣用句などはこの限りではない。また一部の文語表現に関しては、時
代背景を考慮して残したものがある。

　三、 原文には殆どの場合、句読点がないが、本稿では可読性を考慮し、最低限の句読点を
補った。同様の理由で、改行については適宜改めた。

　四、 文字の判読が難しい場合、同じ字数分の□をあてはめた。
　五、 明らかな誤字や脱字は〔　〕で補った。
　六、 現在の観点からすると不適切な言葉が一部含まれるが、執筆当時の歴史的背景を配慮

して原文のままの表記とした。
　七、 書簡の区別を行うために便宜的に数字四桁の番号を付けたが、この書簡番号はかつて

この往復書簡について言及した論文2での番号とは異なる。
　八、 書簡は書簡番号、差出人と宛名、日付、消印（判読可能なもののみ）、文書番号、内

容の順で記載した。封筒に記された住所その他については、木村と熊谷の住所が基本
的には変わらないことから割愛し、特に記載すべき内容がある場合は別途註で補った。
日付は消印が残っており、かつ判読可能な場合は消印の日付を採用し、そうでない場
合は文中もしくは封筒に差出人が記入した日付を記載した。

　九、 書簡中に登場する熊谷作品で同定もしくは推定が可能なもののみ、別途註で補った。
特に断りがない限り、愛知県美術館の木村定三コレクションに含まれる作品を示し、
作品名の後ろにコレクション番号を示した。

　十、 文中に登場する人物や話題については適宜註を補った。

１　『岐阜県所在史料目録　第53集　熊谷守一文書目録』岐阜県歴史資料館、2004年。
２　石崎尚「木村定三と熊谷守一」『守一のいる場所』求龍堂、2014年、204～215頁。
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木村定三と熊谷守一をめぐる往復書簡（翻刻）

石崎　尚・福井　淳子（編）

【翻刻について】
　本稿は、木村定三と熊谷守一の間で交わされた書簡を元に、一部関係者による書簡を加え
て構成し、翻刻したものである。木村定三宛ての書簡は、愛知県美術館に所蔵されている木
村定三コレクション関連資料を、熊谷守一宛ての書簡は岐阜県歴史資料館に所蔵されている
熊谷守一文書を参照した。後者に関しては『熊谷守一文書目録』1に従って文書番号を付記
した。翻刻にあたっての例言は以下の通りである。
　一、 書簡は日付順に掲載した。
　二、 旧漢字や変体仮名などは文意を損なわない範囲で常用漢字、現代表記等に改めた。た

だし固有名詞や慣用句などはこの限りではない。また一部の文語表現に関しては、時
代背景を考慮して残したものがある。

　三、 原文には殆どの場合、句読点がないが、本稿では可読性を考慮し、最低限の句読点を
補った。同様の理由で、改行については適宜改めた。

　四、 文字の判読が難しい場合、同じ字数分の□をあてはめた。
　五、 明らかな誤字や脱字は〔　〕で補った。
　六、 現在の観点からすると不適切な言葉が一部含まれるが、執筆当時の歴史的背景を配慮

して原文のままの表記とした。
　七、 書簡の区別を行うために便宜的に数字四桁の番号を付けたが、この書簡番号はかつて

この往復書簡について言及した論文2での番号とは異なる。
　八、 書簡は書簡番号、差出人と宛名、日付、消印（判読可能なもののみ）、文書番号、内
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的には変わらないことから割愛し、特に記載すべき内容がある場合は別途註で補った。
日付は消印が残っており、かつ判読可能な場合は消印の日付を採用し、そうでない場
合は文中もしくは封筒に差出人が記入した日付を記載した。

　九、 書簡中に登場する熊谷作品で同定もしくは推定が可能なもののみ、別途註で補った。
特に断りがない限り、愛知県美術館の木村定三コレクションに含まれる作品を示し、
作品名の後ろにコレクション番号を示した。

　十、 文中に登場する人物や話題については適宜註を補った。

１　『岐阜県所在史料目録　第53集　熊谷守一文書目録』岐阜県歴史資料館、2004年。
２　石崎尚「木村定三と熊谷守一」『守一のいる場所』求龍堂、2014年、204～215頁。
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二
四
日
　
消
印
：
14
．
5
．
24

　
文
書
目
録
８
３
３

拝
啓
　
初
夏
爽
快
の
候
と
相
成
り
ま
し
た
が
先
生
に
は
益
々
御
健
勝
の
御
事
と
存
じ
ま

す
。

陳の
ぶ
れ
ば者

五
月
十
一
日
附
の
書
留
郵
便
に
て
金
参
百
圓
也
（
百
円
三
枚
）
御
送
り
致
し
ま
し

た
が
、
御
受
取
く
だ
さ
い
ま
し
た
か
ど
う
か
御
伺
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
丸
善
の
司
忠
氏
に
御
会
い
し
ま
し
た
が
「
熊
谷
さ
ん
に
良
い
絵
を
描
い
て
た
め
て

置
く
様
に
御
願
」
し
て
置
い
た
旨
申
さ
れ
ま
し
た
が
、
是
非
そ
う
し
て
く
だ
さ
る
様
御

願
申
し
ま
す
。
本
日
よ
り
丸
善
に
て
大
澤
海
蔵
氏

8
の
個
人
展
が
あ
り
ま
す
。
な
か
な

か
良
い
絵
が
あ
る
様
で
す
。

敬
具

五
月
二
十
四
日

定
三

熊
谷
守
一
様侍

史
　

書
簡
〇
〇
六
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
　
昭
和
一
四
年
五
月
二
六
日  

消
印
：
14
．
5
．
26

御
手
紙
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
御
依
頼
の
画
、
未〔
だ
〕出
来
ま
せ
ん
で
失
礼
し
て
居
り

ま
す
。
観
音
様
の
絵
描
か
せ
て
戴
き
ま
す
。
御
同
封
に
て
三
百
円
戴
き
ま
し
た
。
有
難

〔
く
〕御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
后
描〔
か
〕せ
て
戴
き
ま
す
絵
、
小
生
丸
善
個
展
の
時
の

値
段
で
け
っ
こ
う
で
御
座
い
ま
す
。
御
依
頼
の
画
、
出
来
た
だ
け
次
々
に
御
送
り
し
ま

す
。

草
々
不
一

五
月
二
十
五
日

熊
谷
守
一

７
　《
観
世
音
菩
薩
》（M

211

）
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。

８
　 

大
澤
海
蔵
（
一
九
〇
六
〜
一
九
七
一
）
は
愛
知
県
出
身
の
洋
画
家
。
光
風
会
お
よ
び
日
展
で
活
躍
。

鬼
頭
鍋
三
郎
や
松
下
春
雄
ら
の
結
成
し
た
洋
画
グ
ル
ー
プ
「
サ
ン
サ
シ
オ
ン
」
の
中
核
メ
ン
バ
ー
で

も
あ
っ
た
。

図17 書簡0040

003

書
簡
〇
〇
四
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
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昭
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月
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一
日

　
消
印
：
14
．
5
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文
書
目
録
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１

拝
啓

　
桜
の
花
も
散
り
果
て
て
新
緑
の
候
と
な
り
ま
し
た
。
先
生
に
は
益
々
御
健
勝
の

御
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
さ
て
先
日
御
願
致
し
ま
し
た「
猫
」「
蝦
蟆
と
何
か
」「
雨
蛙
」「
げ

ん
ご
ろ
う
」
の
画
は
未
だ
一
幅
も
御
出
来
に
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。
御
伺
申
上〔
げ
〕

ま
す
。
小
生
は
じ
め
弟
も
妹
も
皆
先
生
の
絵
に
は
感
服
致
し
て
居
り
ま
す
。
先
般
の
丸

善
個
展
の
先
生
の
絵
の
中
「
蟻
と
蝦
蟆
」
の
絵
は
弟
が
持
っ
て
居
り
、
妹
は
「
鵞
」
の

絵
を
持
っ
て
居
り
ま
す
。
小
生
は
「
蒲
公
英
と
蝦
蟆
」「
蝗
」「
金
魚
」
の
絵
を
持
っ
て

居
り
ま
す
が
「
蒲
公
英
と
蝦
蟆
」
の
絵
が
一
番
名
画
な
り
と
衆
議
一
決
し
て
居
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
菖
蒲
、
杜
若
、
あ
や
め
の
花
が
咲
く
季
節
と
な
り
ま
す
が
何
卒
一
枚
こ
れ
等

の
花
を
描
い
て
く
だ
さ
い
。
是
非
御
願
致
し
ま
す
。

其
の
他
先
生
の
絵
は
ど
れ
も
こ
れ
も
名
画
で
あ
り
何
十
幅
何
百
幅
あ
っ
て
も
多
す
ぎ
る

と
云
う
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
時
に
ふ
れ
折
に
ふ
れ
御
描
き
に
な
る
画
は
山
水
で

も
静
物
で
も
動
物
で
も
花
で
も
虫
で
も
何
で
も
結
構
で
す
か
ら
時
々
御
送
り
く
だ
さ

い
。

尚
先
生
の
如
き
写
生
を
主
と
な
さ
る
方
に
こ
ん
な
御
願
を
す
る
の
は
無
理
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
ど
う
か
「
観
音
様
」

7
の
絵
を
一
枚
書
い
て
戴
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
現

今
仏
画
で
は
京
都
の
村
上
華
岳
氏
が
古
今
第
一
な
り
と
思
い
ま
す
が
御
頼
み
す
べ
き
手

づ
る
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。

大
抵
の
画
家
は
「
名
」
は
仏
画
で
も
「
実
」
は
美
人
画
で
す
。
真
に
頭
の
下
る
仏
画
の

描
け
る
画
家
は
実
に
稀
で
す
。
無
理
な
註
文
で
す
が
是
非
引
き
受
け
て
く
だ
さ
い
。
御

願
致
し
ま
す
。

尚
失
礼
な
が
ら
「
猫
」
の
絵
其
の
他
の
分
と
し
て
金
三
百
円
也
同
封
致
し
ま
し
た
か
ら

御
受
取
く
だ
さ
い
ま
せ
。
先
生
に
今
后
描
い
て
戴
く
絵
の
御
礼
は
、
大
体
丸
善
個
展
の

と
き
の
値
段
を
標
準
と
し
て
宜
し
い
で
し
ょ
う
か
。
失
礼
な
が
ら
御
伺
申
し
ま
す
。
先

つ〔
ず
〕は
御
願
ま
で
。

敬
具

五
月
十
一
日

木
村
定
三

熊
谷
守
一
様侍

史
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で
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居
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。
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の
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描
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ま
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。
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同
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。
有
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申
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上
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ま
す
。
今
后
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か
〕せ
て
戴
き
ま
す
絵
、
小
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丸
善
個
展
の
時
の

値
段
で
け
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う
で
御
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ま
す
。
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画
、
出
来
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け
次
々
に
御
送
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ま
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大
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九
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六
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一
九
七
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は
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知
県
出
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の
洋
画
家
。
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会
お
よ
び
日
展
で
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。

鬼
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郎
や
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下
春
雄
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の
結
成
し
た
洋
画
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プ
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の
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拝
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八
月
八
日
の
御
手
紙
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
同
封
小
切
手
戴
き
ま
し
た
。
有
難
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う
〕御
座
い
ま
す
。
小
生
旅
行
中
に
て
其
后
ふ
性〔
不
精
〕し
ま
し
て
、
甚
だ
御
返
事

を〔
お
〕く
れ
ま
し
て
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
小
生
其
后
毛
筆
画
に
ふ
性〔
不
精
〕を
し
て

描
か
ず
に
居
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
描
き
ま
す
か
ら
お
目
に
掛
け
ま
す
。
此
夏
は
天

気
が
続
き
ま
し
た
が
雨
は
夕
立
位
で
し
た
。
只
今
も
天
気
が
続
い
て
居
り
ま
す
。
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熊
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守
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皇
紀
二
千
六
百
年
の
新
春

　
其
後
御
無
沙
汰
の
み
仕
り
失
礼
仕
候

　
益
々
御
元
気

に
て
御
越
年
遊
ば
さ
れ
候
御
事
と
御
喜
び
申
上
候

　
当
方
も
御
蔭
様
に
て
順
調
に
進
み

居
候
間
御
放
念
願
上
候

　
さ
て
先
年
当
店
に
て
御
催
し
下
さ
れ
候
個
展
の
際
に
御
出
陳

の
色
紙
に
て
「
木
村
定
三
様
」
御
買
上
げ
の
「
金
魚
」　
此
程
表
装
出
来
致
し
箱
書
を

お
願
い
致
し
度
き
由
に
て

　
昨
日
同
氏
御
持
参
相
成
候
間

　
早
速
御
送
附
申
上
候
間

　

御
多
用
中
甚
だ
申
兼
ね
候
え
ど
も
宜
敷
く
御
願
い
申
上
候

尚
個
展
の
折
の
作
品
に
て
「
富
士
に
ヒ
ル
ガ
オ
」
14
及
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け
し
」
の
色
紙
御
手
許
に
有

之
候
わ
ば
御
頒
ち
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由
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村
様
よ
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頼
有
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候
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展
に
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出
陳
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15
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既
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候
や
　
も
し
御
手
許
に
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わ
ば
こ
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又
木
村
様
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所
望
に
候
間
　
御
手
数
な
が
ら
当
方
宛
御
送
り
下
さ
ら
ば
幸
甚
に
御
座
候
　

木
村
様
は
非
常
に
絵
画
を
愛
し
又
よ
く
理
解
致
さ
れ
居
り
候
　
特
に
先
生
の
御
作
に
は

一
層
愛
着
深
き
様
存
じ
候

　
展
覧
会
毎
に
御
出
掛
け
下
さ
れ
　
其
の
都
度
先
生
の
御
う

わ
さ
申
上
げ
居
り

　
又
名
古
屋
で
の
個
展
を
と
望
ま
れ
居
り
申
候

　
極
寒
の
折
一
重
に

御
自
愛
の
程
御
祈
り
申
上
候

　
御
多
用
中
恐
入
り
候
え
ど
も
右
御
願
い
申
上
候

敬
具

　
　
丸
善
支
店
美
術
係

　
木
内
憲
次

熊
谷
守
一
先
生

二
伸

木
村
様
よ
り
直
接
御
注
文
申
上
げ
候
日
本
画

　
い
つ
ご
ろ
完
成
な
り
や

　
一
寸
つ
い
で

に
御
伺
い
下
さ
る
様
申
さ
れ
候
間
申
添
え
置
き
候

13
　
こ
の
書
簡
は
「
熊
谷
用
箋
」
と
印
刷
さ
れ
た
便
箋
を
使
用
し
て
い
る
。

14
　 「
富
士
に
ヒ
ル
カ
オ
」
は
同
展
出
品
目
録
（『
熊
谷
守
一
油
彩
画
全
作
品
集
』
求
龍
堂
、
二
〇
〇
四
年
、
三
九
一
頁
）
の
中
の
「
富
嶽
に
蕃
南
瓜
」
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
《
富
士
山
に
蕃
南
瓜
》（M

236

）
の
こ

と
と
推
測
さ
れ
る
。

15
　 「
桑
畑
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
木
村
の
回
想
が
残
っ
て
い
る
。 

「
な
お
昭
和
十
四
年
に
二
科
会
展
が
名
古
屋
で
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
熊
谷
さ
ん
の
出
品
が
三
点
で
、
そ
の
中
の
「
麦
畑
」
と
い
う
六
号
の
画
に
赤
札
を
つ
け
さ
せ
て
貰
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
号
四
十
円
で
し
た
。
他
の
一

作
「
桑
畑
」
は
、
大
阪
の
メ
リ
ヤ
ス
王
と
い
わ
れ
て
い
た
故
山
本
発
次
郎
さ
ん
が
大
阪
の
展
覧
会
で
買
い
ま
し
た
。
そ
の
山
本
さ
ん
は
モ
ジ
リ
ア
ー
ニ
の
「
裸
婦
」
の
絵
を
持
っ
て
い
る
の
で
有
名
で
し
た
。
も
う
一
点
は
「
岩

殿
山
」
と
い
う
画
で
す
が
、
そ
れ
は
故
湯
沢
三
千
夫
さ
ん
が
買
い
ま
し
た
。
湯
沢
さ
ん
は
戦
前
内
務
大
臣
を
や
っ
た
人
で
、
熊
谷
さ
ん
の
自
画
像
「
ロ
ー
ソ
ク
」
を
持
っ
て
い
て
有
名
で
す
（『
新
美
術
新
聞
』
美
術
年
鑑
社
、

一
九
七
二
年
一
一
月
一
日
号
）」。 

つ
ま
り
木
村
は
《
麥
畑
》（M

279

）
を
入
手
後
に
《
桑
畑
》
も
欲
し
く
な
っ
た
の
で
木
内
を
通
じ
て
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
そ
ち
ら
は
既
に
山
本
発
次
郎
の
手
に
渡
っ
て
い
た
と
い
う
事
で
あ
ろ
う
。

005

木
村
定
三
様

二
伸

小
生
処
、
今
度
表
記
新
番
地

9
に
改
正
に
成
り
ま
し
た
。
10

書
簡
〇
〇
七
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
四
年
八
月
九
日

　
消
印
：
14
．
8
．
９

　
文
書
目
録
８
５
８

拝
啓

　
時
下
酷
暑
凌
ぎ
難
き
折
柄

　
先
生
に
は
其
の
後
御
変
り
無
之
候
や
御
伺
申
上
候

陳
者
小
生
最
近

　
小
川
芋
銭
先
生
の
絶
筆
に
近
き
絵
11
を
入
手
致
候

古
沼
に
水
藻
と
目
高
三
匹
と
げ
ん
ご
ろ
う
虫
二
匹
と
を
描
い
た
も
の
に
て

　
実
に
芋
銭

子
の
真
面
目
を
発
揮
せ
る
も
の
と
愛
蔵
致
し
居
り
候

　
小
生
最
近
殊
に
芋
銭
子
の
偉
さ

に
感
服
致
し
居
り
候
も

　
芋
銭
子
無
き
現
在

　
芋
銭
の
如
き
至
純
至
誠
禅
味
横
溢
せ
る

名
画
を
描
き
得
る
画
家
は

　
熊
谷
先
生
を
措
き
て
は
他
に
絶
無
な
り
と
確
信
致
し
居
り

候甚
だ
失
礼
乍
ら
同
封
の
金
子
に
て

　
画
題
は
何
で
も
宜
し
き
故
三
、四
枚
御
描
き
被
く
だ
さ
れ
た
く

下

度
　
此
段
御
願
申
候

　
勿
論
期
間
に
制
限
は
無
之

　
御
気
分
宜
し
き
折
に
て
結
構
に
御

座
候

尚
今
春
御
願
申
候

　
猫

　
蝦
蟆

　
雨
蛙

　
観
音
様
等
の
絵

　
若
し
一
枚
に
て
も
出
来
居

り
候
わ
ば
御
送
り
被
下
度
候

時
節
柄
御
自
愛
の
程
御
願
申
候

八
月
八
日

敬
具

木
村
定
三

熊
谷
守
一
様侍

史

書
簡
〇
〇
八
〇

　
木
村
四
郎
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
四
年
八
月
二
五
日

　
消
印
：
14
．
8
．
25

　
文
書
目
録
８
６
１

拝
啓

　
私
は
先
生
に
は
一
面
識
も
な
い
者
で
す
。
私
の
兄
定
三
は
先
生
に
一
度
会
っ
て

居
り
ま
す
。
以
来
先
生
を
「
が
ま
」
仙
人
と
称
し
て
非
常
に
尊
敬
し
て
居
ま
す
。
私
も

兄
の
好
意
に
よ
り
御
作
の
「
が
ま
と
蟻
」
の
傑
作
を
割
愛
さ
れ
日
夕
座
右
に
掛
け
さ
し

て
頂
き
心
の
慰
と
致
し
て
居
り
ま
す
。
見
れ
ば
見
る
程
真
に
迫
る
を
感
ず
る
に
つ
け
小

生
も
か
く
の
如
き
人
物
た
ら
ん
と
鞭
撻
致
し
て
居
り
ま
す
。兄
も「
や
っ
て
惜
し
く
な
っ

た
返
せ
」
と
い
い
ま
し
た
が
「
一
生
返
せ
ん
」
と
い
っ
た
ら
先
生
に
御
無
理
を
い
っ
て

が
ま
の
絵
を
頼
ん
だ
様
で
す
。
先
生
の
御
返
事
の
な
い
う
ち
は
外
出
か
ら
帰
る
と
す
ぐ

「
守
一
さ
ん
か
ら
返
事
が
こ
ん
か
」
と
聞
き
、
そ
の
後
信
州
へ
旅
行
に
行
き
ま
し
た
が

そ
の
間
で
も
「
う
ち
か
ら
ま
だ
守
一
さ
ん
の
手
紙
が
き
た
と
い
っ
て
こ
な
い
な
あ
」
と

い
っ
て
い
た
程
で
す
。
私
も
先
生
に
お
願
い
致
し
た
い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
私
は
ど

う
し
て
も
先
生
の
柿
の
絵
12
が
欲
し
く
て
な
り
ま
せ
ん
。
実
は
先
日
丸
善
へ
兄
と
行
っ

た
時
、
司
さ
ん
の
お
持
ち
に
な
る
先
生
の
柿
を
拝
見
し
て
以
来
先
生
の
柿
が
ほ
し
く
て

な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
私
自
身
柿
が
好
物
で
あ
る
外
に
亡
父
翁
が
又
好
物
で

私
を
大
垣
へ
連
れ
て
行
っ
て
食
わ
し
て
く
れ
た
り
宴
会
な
ど
に
出
た
の
を
残
し
て
き
て

く
れ
た
り
し
て
私
を
可
愛
が
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
末
っ
子
の
せ
い
か
父
が
一
番
な

つ
か
し
い
で
す
。
そ
し
て
私
は
父
を
想
う
毎
に
柿
を
連
想
す
る
次
第
で
す
。
先
生
ど
う

か
ど
ん
な
も
の
に
で
も
よ
ろ
し
い
か
ら
是
非
柿
の
絵
を
描
い
て
下
さ
い
。
私
に
は
先
生

の
絵
が
最
も
父
の
精
神
に
似
つ
か
わ
し
く
思
わ
れ
ま
す
。

甚
だ
勝
手
が
ま
し
い
こ
と
を
申
上
げ
ま
す
が
な
に
と
ぞ
お
願
い
し
ま
す
。

四
郎
拝

守
一
先
生

　
　
机
下

　

９
　
こ
の
年
に
行
わ
れ
た
豊
島
区
の
町
名
変
更
・
地
番
整
理
に
伴
い
、「
豊
島
区
長
崎
仲
町
一
ノ
二
六
九
二
」
だ
っ
た
熊
谷
の
住
所
が
、
こ
の
書
簡
よ
り
新
番
地
の
「
豊
島
区
千
早
二
ノ
一
八
」
に
変
更
に
な
っ
た
。

10
　
こ
の
書
簡
は
「
熊
谷
用
箋
」
と
印
刷
さ
れ
た
便
箋
を
使
用
し
て
い
る
。

11
　 《
古
沼
や
》（M

1831

）
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。
当
館
で
は
制
作
年
不
詳
と
し
て
い
る
た
め
、
木
村
が
こ
の
作
品
を
絶
筆
に
近
い
と
し
た
理
由
は
不
明
。
芋
銭
は
昭
和
一
三
年
一
二
月
一
七
日
に
死
去
し
た
た
め
、
こ
の
書
簡

が
記
さ
れ
た
約
八
カ
月
前
に
没
し
た
こ
と
に
な
る
。

12
　《
柿
》（M

2460

）
の
こ
と
か
。
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書
簡
〇
〇
九
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
　
昭
和
一
四
年
九
月
九
日  

消
印
：
14
．
9
．
９

拝
呈

　
八
月
八
日
の
御
手
紙
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
同
封
小
切
手
戴
き
ま
し
た
。
有
難

を〔
う
〕御
座
い
ま
す
。
小
生
旅
行
中
に
て
其
后
ふ
性〔
不
精
〕し
ま
し
て
、
甚
だ
御
返
事

を〔
お
〕く
れ
ま
し
て
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
小
生
其
后
毛
筆
画
に
ふ
性〔
不
精
〕を
し
て

描
か
ず
に
居
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
描
き
ま
す
か
ら
お
目
に
掛
け
ま
す
。
此
夏
は
天

気
が
続
き
ま
し
た
が
雨
は
夕
立
位
で
し
た
。
只
今
も
天
気
が
続
い
て
居
り
ま
す
。

　
　
　
頓
首

九
月
八
日
よ〔
夜
〕

熊
谷
守
一

木
村
定
三
様侍

史
13

書
簡
〇
一
〇
〇

　
丸
善
株
式
会
社
名
古
屋
支
店
美
術
係

　
木
内
憲
次
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
五
年
一
月
一
九
日

　
消
印
：
15
．
1
．
19

　
文
書
目
録
８
７
１ 

熊
谷
守
一
先
生

恭
賀
皇
紀
二
千
六
百
年
の
新
春

　
其
後
御
無
沙
汰
の
み
仕
り
失
礼
仕
候

　
益
々
御
元
気

に
て
御
越
年
遊
ば
さ
れ
候
御
事
と
御
喜
び
申
上
候

　
当
方
も
御
蔭
様
に
て
順
調
に
進
み

居
候
間
御
放
念
願
上
候

　
さ
て
先
年
当
店
に
て
御
催
し
下
さ
れ
候
個
展
の
際
に
御
出
陳

の
色
紙
に
て
「
木
村
定
三
様
」
御
買
上
げ
の
「
金
魚
」　
此
程
表
装
出
来
致
し
箱
書
を

お
願
い
致
し
度
き
由
に
て

　
昨
日
同
氏
御
持
参
相
成
候
間

　
早
速
御
送
附
申
上
候
間

　

御
多
用
中
甚
だ
申
兼
ね
候
え
ど
も
宜
敷
く
御
願
い
申
上
候

尚
個
展
の
折
の
作
品
に
て
「
富
士
に
ヒ
ル
ガ
オ
」
14
及
「
け
し
」
の
色
紙
御
手
許
に
有

之
候
わ
ば
御
頒
ち
願
い
度
き
由
木
村
様
よ
り
依
頼
有
之
候

　
又
昨
年
二
科
展
に
御
出
陳

の
作
「
桑
畑
」
15
は
既
に
御
頒
済
み
に
候
や

　
も
し
御
手
許
に
候
わ
ば
こ
れ
又
木
村
様

御
所
望
に
候
間

　
御
手
数
な
が
ら
当
方
宛
御
送
り
下
さ
ら
ば
幸
甚
に
御
座
候

　

木
村
様
は
非
常
に
絵
画
を
愛
し
又
よ
く
理
解
致
さ
れ
居
り
候

　
特
に
先
生
の
御
作
に
は

一
層
愛
着
深
き
様
存
じ
候

　
展
覧
会
毎
に
御
出
掛
け
下
さ
れ

　
其
の
都
度
先
生
の
御
う

わ
さ
申
上
げ
居
り

　
又
名
古
屋
で
の
個
展
を
と
望
ま
れ
居
り
申
候

　
極
寒
の
折
一
重
に

御
自
愛
の
程
御
祈
り
申
上
候

　
御
多
用
中
恐
入
り
候
え
ど
も
右
御
願
い
申
上
候

敬
具

　
　
丸
善
支
店
美
術
係

　
木
内
憲
次

熊
谷
守
一
先
生

二
伸

木
村
様
よ
り
直
接
御
注
文
申
上
げ
候
日
本
画

　
い
つ
ご
ろ
完
成
な
り
や

　
一
寸
つ
い
で

に
御
伺
い
下
さ
る
様
申
さ
れ
候
間
申
添
え
置
き
候

13
　
こ
の
書
簡
は
「
熊
谷
用
箋
」
と
印
刷
さ
れ
た
便
箋
を
使
用
し
て
い
る
。

14
　 「
富
士
に
ヒ
ル
カ
オ
」
は
同
展
出
品
目
録
（『
熊
谷
守
一
油
彩
画
全
作
品
集
』
求
龍
堂
、
二
〇
〇
四
年
、
三
九
一
頁
）
の
中
の
「
富
嶽
に
蕃
南
瓜
」
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
《
富
士
山
に
蕃
南
瓜
》（M

236

）
の
こ

と
と
推
測
さ
れ
る
。

15
　 「
桑
畑
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
木
村
の
回
想
が
残
っ
て
い
る
。 

「
な
お
昭
和
十
四
年
に
二
科
会
展
が
名
古
屋
で
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
熊
谷
さ
ん
の
出
品
が
三
点
で
、
そ
の
中
の
「
麦
畑
」
と
い
う
六
号
の
画
に
赤
札
を
つ
け
さ
せ
て
貰
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
号
四
十
円
で
し
た
。
他
の
一

作
「
桑
畑
」
は
、
大
阪
の
メ
リ
ヤ
ス
王
と
い
わ
れ
て
い
た
故
山
本
発
次
郎
さ
ん
が
大
阪
の
展
覧
会
で
買
い
ま
し
た
。
そ
の
山
本
さ
ん
は
モ
ジ
リ
ア
ー
ニ
の
「
裸
婦
」
の
絵
を
持
っ
て
い
る
の
で
有
名
で
し
た
。
も
う
一
点
は
「
岩

殿
山
」
と
い
う
画
で
す
が
、
そ
れ
は
故
湯
沢
三
千
夫
さ
ん
が
買
い
ま
し
た
。
湯
沢
さ
ん
は
戦
前
内
務
大
臣
を
や
っ
た
人
で
、
熊
谷
さ
ん
の
自
画
像
「
ロ
ー
ソ
ク
」
を
持
っ
て
い
て
有
名
で
す
（『
新
美
術
新
聞
』
美
術
年
鑑
社
、

一
九
七
二
年
一
一
月
一
日
号
）」。 

つ
ま
り
木
村
は
《
麥
畑
》（M

279

）
を
入
手
後
に
《
桑
畑
》
も
欲
し
く
な
っ
た
の
で
木
内
を
通
じ
て
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
そ
ち
ら
は
既
に
山
本
発
次
郎
の
手
に
渡
っ
て
い
た
と
い
う
事
で
あ
ろ
う
。
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今
度
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記
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地

9
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改
正
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成
り
ま
し
た
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書
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定
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月
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日

　
消
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文
書
目
録
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拝
啓

　
時
下
酷
暑
凌
ぎ
難
き
折
柄

　
先
生
に
は
其
の
後
御
変
り
無
之
候
や
御
伺
申
上
候

陳
者
小
生
最
近

　
小
川
芋
銭
先
生
の
絶
筆
に
近
き
絵
11
を
入
手
致
候

古
沼
に
水
藻
と
目
高
三
匹
と
げ
ん
ご
ろ
う
虫
二
匹
と
を
描
い
た
も
の
に
て

　
実
に
芋
銭

子
の
真
面
目
を
発
揮
せ
る
も
の
と
愛
蔵
致
し
居
り
候

　
小
生
最
近
殊
に
芋
銭
子
の
偉
さ

に
感
服
致
し
居
り
候
も

　
芋
銭
子
無
き
現
在

　
芋
銭
の
如
き
至
純
至
誠
禅
味
横
溢
せ
る

名
画
を
描
き
得
る
画
家
は

　
熊
谷
先
生
を
措
き
て
は
他
に
絶
無
な
り
と
確
信
致
し
居
り

候甚
だ
失
礼
乍
ら
同
封
の
金
子
に
て

　
画
題
は
何
で
も
宜
し
き
故
三
、四
枚
御
描
き
被
く
だ
さ
れ
た
く

下

度
　
此
段
御
願
申
候

　
勿
論
期
間
に
制
限
は
無
之

　
御
気
分
宜
し
き
折
に
て
結
構
に
御

座
候

尚
今
春
御
願
申
候

　
猫

　
蝦
蟆

　
雨
蛙

　
観
音
様
等
の
絵

　
若
し
一
枚
に
て
も
出
来
居

り
候
わ
ば
御
送
り
被
下
度
候

時
節
柄
御
自
愛
の
程
御
願
申
候

八
月
八
日

敬
具

木
村
定
三

熊
谷
守
一
様侍

史

書
簡
〇
〇
八
〇

　
木
村
四
郎
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
四
年
八
月
二
五
日

　
消
印
：
14
．
8
．
25

　
文
書
目
録
８
６
１

拝
啓

　
私
は
先
生
に
は
一
面
識
も
な
い
者
で
す
。
私
の
兄
定
三
は
先
生
に
一
度
会
っ
て

居
り
ま
す
。
以
来
先
生
を
「
が
ま
」
仙
人
と
称
し
て
非
常
に
尊
敬
し
て
居
ま
す
。
私
も

兄
の
好
意
に
よ
り
御
作
の
「
が
ま
と
蟻
」
の
傑
作
を
割
愛
さ
れ
日
夕
座
右
に
掛
け
さ
し

て
頂
き
心
の
慰
と
致
し
て
居
り
ま
す
。
見
れ
ば
見
る
程
真
に
迫
る
を
感
ず
る
に
つ
け
小

生
も
か
く
の
如
き
人
物
た
ら
ん
と
鞭
撻
致
し
て
居
り
ま
す
。兄
も「
や
っ
て
惜
し
く
な
っ

た
返
せ
」
と
い
い
ま
し
た
が
「
一
生
返
せ
ん
」
と
い
っ
た
ら
先
生
に
御
無
理
を
い
っ
て

が
ま
の
絵
を
頼
ん
だ
様
で
す
。
先
生
の
御
返
事
の
な
い
う
ち
は
外
出
か
ら
帰
る
と
す
ぐ

「
守
一
さ
ん
か
ら
返
事
が
こ
ん
か
」
と
聞
き
、
そ
の
後
信
州
へ
旅
行
に
行
き
ま
し
た
が

そ
の
間
で
も
「
う
ち
か
ら
ま
だ
守
一
さ
ん
の
手
紙
が
き
た
と
い
っ
て
こ
な
い
な
あ
」
と

い
っ
て
い
た
程
で
す
。
私
も
先
生
に
お
願
い
致
し
た
い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
私
は
ど

う
し
て
も
先
生
の
柿
の
絵
12
が
欲
し
く
て
な
り
ま
せ
ん
。
実
は
先
日
丸
善
へ
兄
と
行
っ

た
時
、
司
さ
ん
の
お
持
ち
に
な
る
先
生
の
柿
を
拝
見
し
て
以
来
先
生
の
柿
が
ほ
し
く
て

な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
私
自
身
柿
が
好
物
で
あ
る
外
に
亡
父
翁
が
又
好
物
で

私
を
大
垣
へ
連
れ
て
行
っ
て
食
わ
し
て
く
れ
た
り
宴
会
な
ど
に
出
た
の
を
残
し
て
き
て

く
れ
た
り
し
て
私
を
可
愛
が
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
末
っ
子
の
せ
い
か
父
が
一
番
な

つ
か
し
い
で
す
。
そ
し
て
私
は
父
を
想
う
毎
に
柿
を
連
想
す
る
次
第
で
す
。
先
生
ど
う

か
ど
ん
な
も
の
に
で
も
よ
ろ
し
い
か
ら
是
非
柿
の
絵
を
描
い
て
下
さ
い
。
私
に
は
先
生

の
絵
が
最
も
父
の
精
神
に
似
つ
か
わ
し
く
思
わ
れ
ま
す
。

甚
だ
勝
手
が
ま
し
い
こ
と
を
申
上
げ
ま
す
が
な
に
と
ぞ
お
願
い
し
ま
す
。

四
郎
拝

守
一
先
生

　
　
机
下

　

９
　
こ
の
年
に
行
わ
れ
た
豊
島
区
の
町
名
変
更
・
地
番
整
理
に
伴
い
、「
豊
島
区
長
崎
仲
町
一
ノ
二
六
九
二
」
だ
っ
た
熊
谷
の
住
所
が
、
こ
の
書
簡
よ
り
新
番
地
の
「
豊
島
区
千
早
二
ノ
一
八
」
に
変
更
に
な
っ
た
。

10
　
こ
の
書
簡
は
「
熊
谷
用
箋
」
と
印
刷
さ
れ
た
便
箋
を
使
用
し
て
い
る
。

11
　 《
古
沼
や
》（M

1831

）
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。
当
館
で
は
制
作
年
不
詳
と
し
て
い
る
た
め
、
木
村
が
こ
の
作
品
を
絶
筆
に
近
い
と
し
た
理
由
は
不
明
。
芋
銭
は
昭
和
一
三
年
一
二
月
一
七
日
に
死
去
し
た
た
め
、
こ
の
書
簡

が
記
さ
れ
た
約
八
カ
月
前
に
没
し
た
こ
と
に
な
る
。

12
　《
柿
》（M

2460

）
の
こ
と
か
。
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〔
坂
〕本
さ
ん
の
洋
画
は
大
変
好
き
で
是
非
一
枚
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
手
に
入

れ
る
機
会
無
く
甚
だ
恐
縮
乍
ら
先
生
に
御
頼
み
す
る
次
第
で
す
。

先
つ〔
ず
〕は
御
願
ま
で
。
末
筆
乍
ら
皆
様
に
何
卒
宜
し
く
。
先
日
奈
良
濱
田
さ
ん
か
ら

御
端
書
を
頂
き
ま
し
た
。

敬
具

五
月
二
十
九
日

木
村
定
三

熊
谷
守
一
様侍

史

書
簡
〇
一
四
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
　
昭
和
一
五
年
六
月
二
〇
日

　
消
印
：
15
．
6
．
20

拝
呈

　
其
后
皆
様
ご
無
事
の
事
と
存
じ
ま
す
。
先
達
は
わ
ざ
わ
ざ
阪
急
小
生
個
展
見
て

戴
き
ま
し
て
有
難
を〔
う
〕御
座
い
ま
し
た
。
名
古
屋
丸
善
に
小
生
個
展
の
御
話
し
下
さ

い
ま
し
て
有
難
を〔
う
〕御
座
い
ま
す
。
絵
の
方
も
今
か
ら
ぼ
つ
ぼ
つ
描
き
た
め
て
置
き

ま
す
。

九
州
の
阪〔
坂
〕本
の
絵
中
々
出
来
な
い
ら
し
い
の
で
す
が
小
生
よ
り
手
紙
で
云
う
て
置

き
ま
し
た
。
其
后
干
天
続
き
で
し
た
が
一
昨
日
雨
か〔
が
〕有
り
ま
し
た
が
水
道
は
未

〔
だ
〕朝
夕
二
時
間
丈〔
け
〕出
て
居
り
ま
す
。
小
生
写
生
す
る
物
か〔
が
〕多
い
の
で
ま
ご

ま
ご
し
て
居
り
ま
す
。

草
々
不
一

六
月
一
九
日
よ〔
夜
〕

木
村
定
三
様

書
簡
〇
一
五
〇

　
丸
善
株
式
会
社
名
古
屋
支
店
美
術
部

　
木
内
憲
次
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
五
年
九
月
二
日
　
文
書
目
録
１
０
９
１

熊
谷
守
一
先
生

拝
啓
　
い
よ
い
よ
秋
の
好
期
節
と
相
成
り
申
候
　
益
々
御
元
気
に
て
御
精
出
の
御
事
と

御
喜
び
申
上
候

先
般
一
度
御
相
談
申
上
候
も

　
今
秋
十
一
月
中
旬
頃
先
生
独
特
の
新
毛
筆
画
展

　
御
開

催
有
之
候
て
は
如
何
か
と
存
じ
候

　
木
村
氏
等
は
非
常
に
希
望
致
し
居
り
候

　
御
都
合

御
一
報
下
さ
ら
ば
幸
甚
に
御
座
候

敬
具

名
古
屋
丸
善
支
店
美
術
部

　
木
内
22

　

書
簡
〇
一
六
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
五
年
九
月
三
日

　
文
書
目
録
１
０
９
３

拝
啓

　
残
暑
尚
厳
し
き
折
柄
皆
様
に
は
御
変
り
無
之
候
や
御
伺
申
候

　
先
日
は
二
科
展

の
招
待
状
並
に
入
場
券
御
送
付
被
下
有
難
く
厚
く
御
礼
申
上
候

　
小
生
近
日
中
に
上
京

　

御
出
品
画
並
に
還
暦
祝
賀
展
23
拝
見
致
し
度
今
よ
り
楽
し
み
に
致
し
居
り
候

　

尚
其
の
節
御
支
障
無
之
候
わ
ば
一
度
御
宅
へ
参
上
致
度
存
じ
候

　
尚
今
秋
当
地
丸
善
に
て
御
開
催
く
だ
さ
る
可
き
日
本
画
個
人
展
に
は

　
小
生
友
人
中

多
数
先
生
の
絵
を
希
望
致
し
居
る
者
有
之

　
恐
ら
く
は
即
日
大
半
は
赤
札
と
相
成
る
可

き
と
存
じ
居
り
候

　
何
卒
今
よ
り
ぼ
つ
ぼ
つ
御
用
意
被
下

　
成
る
可
く
多
数
名
品
を
御

描
き
被
下
様
御
願
申
候

先
日
大
阪
阪
急
百
貨
店
に
て
の
個
人
展
に
て
は
小
生
の
記
憶
に
て
名
品
と
考
え
候
も
の

は
烏
（
二
点
共
）
金
魚

　
鯰

　
蝦
蟇

　
梅

　
虫
等
に
し
て

　
概
し
て
横
物
に
名
品
多
く

　

竪
の
絵
は
概
し
て
散
慢
の
嫌
有
之
や
に
存
じ
候

今
回
の
名
古
屋
個
展
は
横
物
を
多
く
し
画
題
も
豊
富
に

　
鳥

　
虫

　
花

　
動
物

　
風
景

　

仏
画
等
点
数
多
く
御
描
き
く
だ
さ
る
様
御
願
申
候

　
尚
洋
画
も
二
、三
点
是
非
御
描
き

21
　
封
筒
に
熊
谷
メ
モ
「
阪
本
画
、
返
」
あ
り
。
坂
本
繁
二
郎
（
一
八
八
二
〜
一
九
六
九
）
は
福
岡
県
出
身
の
洋
画
家
。
熊
谷
や
同
郷
の
青
木
繁
と
親
し
く
交
流
し
た
。

22
　
封
筒
に
熊
谷
メ
モ
「
十
一
月
中
旬
　
返
」
あ
り
。

23
　
熊
谷
の
還
暦
記
念
展
示
は
東
京
会
場
の
み
で
、
巡
回
展
で
は
展
示
さ
れ
て
い
な
い
。

007

書
簡
〇
一
一
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
　
昭
和
一
五
年
五
月
一
七
日

拝
呈

　
御
ぶ
さ
た
し
て
居
り
ま
す
。
昨
年
御
依
頼
下
さ
い
ま
し
た
拙
画
も
永
引〔
長
引

き
〕ま
し
て
失
礼
し
て
居
り
ま
し
た
が
、
先
便
小
包
に
て
十
葉
御
送
り
し
ま
し
た
。

今
度
奈
良
の
濱
田
氏
16
の
御
世
話
で
大
阪
梅
田
の
阪
急
百
貨
店
で
、
小
生
毛
筆
画
展
の

第
二
回
目
を
、
五
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
五
日
迄
開
催
の
事
に
成〔
っ
〕て
居
り
ま
す
。

点
数
三
十
余
点
描
き
ま
し
た
が
、
濱
田
氏
評
に
は
第
一
回
の
時
よ
り
大
味
と
の
通
信
が

有
り
ま
し
た
。今
度
小
生
大
阪
阪
急
毛
筆
画
展
、ど
ん
な
に
見
え
ま
す
か
小
生
も
行〔
っ
〕

て
居
り
ま
す
。

草
々
不
一

五
月
十
七
日
夜

熊
谷
守
一

木
村
定
三
様

書
簡
〇
一
二
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
五
年
五
月
一
九
日
17

　
文
書
目
録
９
７
８

拝
啓

　
其
の
後
は
意
外
の
御
無
沙
汰
を
致
し
失
礼
の
段
御
寛
容
被
下
度
候

　
先
日
は

予か
ね
て而

御
願
致
候
先
生
の
毛
筆
画
十
点
御
送
付
く
だ
さ
れ
有
難
く
御
礼
申
上
候

　
十
点
中

特
に
小
生
の
好
き
な
も
の
は
し
り
は
さ
み

　
蛙
子
18

　
雨
蛙

　
観
音
等
に
御
座
候

　
尚

御
芳
書
に
依
れ
ば
五
月
二
十
一
日
よ
り
大
阪
阪
急
百
貨
店
に
て
毛
筆
画
個
展
開
催
19
の

由
、
大お

お
いに

期
待
致
し
居
り
候
　
小
生
も
多
分
二
十
三
日
拝
見
致
す
予
定
に
御
座
候
　
名

古
屋
に
て
も
続
い
て
毛
筆
画
と
油
絵
と
半
分
宛
の
個
展
で
も
御
や
り
に
な
れ
ば
大
に
有

意
義
な
り
と
存
じ
候

　
近
来
小
生
知
人
間
に
も
先
生
の
絵
の
愛
好
者
が
増
加
し
愉
快
に

存
じ
候

先
日
当
地
丸
善
並
に
株
式
取
引
所
に
お
い
て
森
田
茂
氏
20
の
洋
画
展
開
催
せ
ら
れ
候

　

同
氏
は
先
生
の
御
宅
の
近
く
の
由

　
且
絵
も
力
強
く
脱
俗
的
に
し
て
頗
る
気
持
良
く
前

途
有
望
な
る
画
家
な
り
と
存
じ
候

　
展
覧
会
は
大
分
の
好
成
績
に
て
愉
快
に
存
じ
候

　

何
れ
大
阪
に
て
御
目
に
か
か
り
色
々
御
話
承
り
た
く
存
じ
候

　
先
つ〔
ず
〕は
御
礼
ま
で

五
月
十
九
日
夜

敬
具

木
村
定
三

熊
谷
守
一
様侍

史

木
村
定
三

書
簡
〇
一
三
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
五
年
五
月
三
〇
日

　
消
印
：
15
．
５
．
30

　
文
書
目
録
９
９
４

拝
啓

　
其
の
后
は
長
ら
く
御
無
沙
汰
致
し
ま
し
た
が
皆
様
御
変
り
な
き
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
先
日
は
阪
急
百
貨
店
に
て
個
展
を
見
せ
て
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
何
時
も

な
が
ら
形
を
超
越
し
事
物
の
本
質
を
掴
ん
だ
絵
に
感
服
し
て
い
ま
す
。
小
生
の
最
も
印

象
に
残
っ
て
い
る
も
の
は
烏
二
点
、
蝦
蟆
二
点
、
金
魚
、　
鯰
、
梅
、
虎
猫
等
で
す
。

名
古
屋
丸
善
に
本
日
赴
き
先
生
の
個
展
の
話
を
し
て
参
り
ま
し
た
。
時
季
は
今
秋
十
一

月
頃
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
何
れ
丸
善
木
内
君
か
ら
詳
し
く
日
取
り
は
御
通
知
す
る
こ

と
と
思
い
ま
す
が
そ
の
御
心
算
で
、
今
か
ら
ぼ
つ
ぼ
つ
良
い
絵
を
描
き
た
め
て
置
い
て

く
だ
さ
い
。
洋
画
も
是
非
数
点
御
出
品
く
だ
さ
い
。

尚
御
多
忙
中
甚
だ
恐
縮
に
存
じ
ま
す
が
九
州
の
阪〔
坂
〕本
繁
二
郎
氏
に
21
、
大
き
さ
は

六
号
位
で
何
か
馬
の
絵
で
も
描
い
て
頂
く
様
に
頼
ん
で
頂
き
度
く
思
い
ま
す
。
小
生
阪

16
　
濱
田
葆
光
（
一
八
八
六
〜
一
九
四
七
）
は
高
知
県
出
身
の
洋
画
家
。
二
科
会
に
所
属
し
、
熊
谷
の
最
初
の
日
本
画
展
の
世
話
を
し
た
。

17
　 

こ
の
書
簡
は
前
掲
『
熊
谷
守
一
文
書
目
録
』
で
は
日
付
が
昭
和
一
五
年
五
月
一
三
日
と
さ
れ
て
い
る
が
、
原
本
の
封
筒
で
は
正
確
に
は
消
印
が
確
認
で
き
ず
、
ま
た
文
中
に
は
昭
和
一
五
年
五
月
一
九
日
と
書
か
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
書
簡
の
前
後
の
や
り
と
り
を
考
慮
し
て
五
月
一
九
日
の
も
の
と
判
断
し
た
。

18
　《
蛙
子
》（M

193

）
の
こ
と
か
。

19
　「
第
二
回
熊
谷
守
一
画
伯
日
本
画
展
」（
大
阪
阪
急
／
五
月
二
一
日
〜
二
五
日
）
の
こ
と
。

20
　
森
田
茂
（
一
九
〇
七
〜
二
〇
〇
九
）
は
茨
城
県
出
身
の
洋
画
家
。
昭
和
一
五
年
頃
か
ら
要
町
ア
ト
リ
エ
村
に
ア
ト
リ
エ
を
構
え
て
い
た
。
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〔
坂
〕本
さ
ん
の
洋
画
は
大
変
好
き
で
是
非
一
枚
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
手
に
入

れ
る
機
会
無
く
甚
だ
恐
縮
乍
ら
先
生
に
御
頼
み
す
る
次
第
で
す
。

先
つ〔
ず
〕は
御
願
ま
で
。
末
筆
乍
ら
皆
様
に
何
卒
宜
し
く
。
先
日
奈
良
濱
田
さ
ん
か
ら

御
端
書
を
頂
き
ま
し
た
。

敬
具

五
月
二
十
九
日

木
村
定
三

熊
谷
守
一
様侍

史

書
簡
〇
一
四
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
　
昭
和
一
五
年
六
月
二
〇
日

　
消
印
：
15
．
6
．
20

拝
呈

　
其
后
皆
様
ご
無
事
の
事
と
存
じ
ま
す
。
先
達
は
わ
ざ
わ
ざ
阪
急
小
生
個
展
見
て

戴
き
ま
し
て
有
難
を〔
う
〕御
座
い
ま
し
た
。
名
古
屋
丸
善
に
小
生
個
展
の
御
話
し
下
さ

い
ま
し
て
有
難
を〔
う
〕御
座
い
ま
す
。
絵
の
方
も
今
か
ら
ぼ
つ
ぼ
つ
描
き
た
め
て
置
き

ま
す
。

九
州
の
阪〔
坂
〕本
の
絵
中
々
出
来
な
い
ら
し
い
の
で
す
が
小
生
よ
り
手
紙
で
云
う
て
置

き
ま
し
た
。
其
后
干
天
続
き
で
し
た
が
一
昨
日
雨
か〔
が
〕有
り
ま
し
た
が
水
道
は
未

〔
だ
〕朝
夕
二
時
間
丈〔
け
〕出
て
居
り
ま
す
。
小
生
写
生
す
る
物
か〔
が
〕多
い
の
で
ま
ご

ま
ご
し
て
居
り
ま
す
。

草
々
不
一

六
月
一
九
日
よ〔
夜
〕

木
村
定
三
様

書
簡
〇
一
五
〇

　
丸
善
株
式
会
社
名
古
屋
支
店
美
術
部

　
木
内
憲
次
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
五
年
九
月
二
日

　
文
書
目
録
１
０
９
１

熊
谷
守
一
先
生

拝
啓

　
い
よ
い
よ
秋
の
好
期
節
と
相
成
り
申
候

　
益
々
御
元
気
に
て
御
精
出
の
御
事
と

御
喜
び
申
上
候

先
般
一
度
御
相
談
申
上
候
も

　
今
秋
十
一
月
中
旬
頃
先
生
独
特
の
新
毛
筆
画
展

　
御
開

催
有
之
候
て
は
如
何
か
と
存
じ
候

　
木
村
氏
等
は
非
常
に
希
望
致
し
居
り
候

　
御
都
合

御
一
報
下
さ
ら
ば
幸
甚
に
御
座
候

敬
具

名
古
屋
丸
善
支
店
美
術
部

　
木
内
22

　

書
簡
〇
一
六
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
五
年
九
月
三
日

　
文
書
目
録
１
０
９
３

拝
啓

　
残
暑
尚
厳
し
き
折
柄
皆
様
に
は
御
変
り
無
之
候
や
御
伺
申
候

　
先
日
は
二
科
展

の
招
待
状
並
に
入
場
券
御
送
付
被
下
有
難
く
厚
く
御
礼
申
上
候

　
小
生
近
日
中
に
上
京

　

御
出
品
画
並
に
還
暦
祝
賀
展
23
拝
見
致
し
度
今
よ
り
楽
し
み
に
致
し
居
り
候

　

尚
其
の
節
御
支
障
無
之
候
わ
ば
一
度
御
宅
へ
参
上
致
度
存
じ
候

　
尚
今
秋
当
地
丸
善
に
て
御
開
催
く
だ
さ
る
可
き
日
本
画
個
人
展
に
は

　
小
生
友
人
中

多
数
先
生
の
絵
を
希
望
致
し
居
る
者
有
之

　
恐
ら
く
は
即
日
大
半
は
赤
札
と
相
成
る
可

き
と
存
じ
居
り
候

　
何
卒
今
よ
り
ぼ
つ
ぼ
つ
御
用
意
被
下

　
成
る
可
く
多
数
名
品
を
御

描
き
被
下
様
御
願
申
候

先
日
大
阪
阪
急
百
貨
店
に
て
の
個
人
展
に
て
は
小
生
の
記
憶
に
て
名
品
と
考
え
候
も
の

は
烏
（
二
点
共
）
金
魚

　
鯰

　
蝦
蟇

　
梅

　
虫
等
に
し
て

　
概
し
て
横
物
に
名
品
多
く

　

竪
の
絵
は
概
し
て
散
慢
の
嫌
有
之
や
に
存
じ
候

今
回
の
名
古
屋
個
展
は
横
物
を
多
く
し
画
題
も
豊
富
に
　
鳥
　
虫
　
花
　
動
物
　
風
景
　

仏
画
等
点
数
多
く
御
描
き
く
だ
さ
る
様
御
願
申
候
　
尚
洋
画
も
二
、三
点
是
非
御
描
き

21
　
封
筒
に
熊
谷
メ
モ
「
阪
本
画
、
返
」
あ
り
。
坂
本
繁
二
郎
（
一
八
八
二
〜
一
九
六
九
）
は
福
岡
県
出
身
の
洋
画
家
。
熊
谷
や
同
郷
の
青
木
繁
と
親
し
く
交
流
し
た
。

22
　
封
筒
に
熊
谷
メ
モ
「
十
一
月
中
旬
　
返
」
あ
り
。

23
　
熊
谷
の
還
暦
記
念
展
示
は
東
京
会
場
の
み
で
、
巡
回
展
で
は
展
示
さ
れ
て
い
な
い
。

007

書
簡
〇
一
一
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
　
昭
和
一
五
年
五
月
一
七
日

拝
呈

　
御
ぶ
さ
た
し
て
居
り
ま
す
。
昨
年
御
依
頼
下
さ
い
ま
し
た
拙
画
も
永
引〔
長
引

き
〕ま
し
て
失
礼
し
て
居
り
ま
し
た
が
、
先
便
小
包
に
て
十
葉
御
送
り
し
ま
し
た
。

今
度
奈
良
の
濱
田
氏
16
の
御
世
話
で
大
阪
梅
田
の
阪
急
百
貨
店
で
、
小
生
毛
筆
画
展
の

第
二
回
目
を
、
五
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
五
日
迄
開
催
の
事
に
成〔
っ
〕て
居
り
ま
す
。

点
数
三
十
余
点
描
き
ま
し
た
が
、
濱
田
氏
評
に
は
第
一
回
の
時
よ
り
大
味
と
の
通
信
が

有
り
ま
し
た
。今
度
小
生
大
阪
阪
急
毛
筆
画
展
、ど
ん
な
に
見
え
ま
す
か
小
生
も
行〔
っ
〕

て
居
り
ま
す
。

草
々
不
一

五
月
十
七
日
夜

熊
谷
守
一

木
村
定
三
様

書
簡
〇
一
二
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
五
年
五
月
一
九
日
17

　
文
書
目
録
９
７
８

拝
啓

　
其
の
後
は
意
外
の
御
無
沙
汰
を
致
し
失
礼
の
段
御
寛
容
被
下
度
候

　
先
日
は

予か
ね
て而

御
願
致
候
先
生
の
毛
筆
画
十
点
御
送
付
く
だ
さ
れ
有
難
く
御
礼
申
上
候

　
十
点
中

特
に
小
生
の
好
き
な
も
の
は
し
り
は
さ
み

　
蛙
子
18

　
雨
蛙

　
観
音
等
に
御
座
候

　
尚

御
芳
書
に
依
れ
ば
五
月
二
十
一
日
よ
り
大
阪
阪
急
百
貨
店
に
て
毛
筆
画
個
展
開
催
19
の

由
、
大お

お
いに

期
待
致
し
居
り
候

　
小
生
も
多
分
二
十
三
日
拝
見
致
す
予
定
に
御
座
候

　
名

古
屋
に
て
も
続
い
て
毛
筆
画
と
油
絵
と
半
分
宛
の
個
展
で
も
御
や
り
に
な
れ
ば
大
に
有

意
義
な
り
と
存
じ
候

　
近
来
小
生
知
人
間
に
も
先
生
の
絵
の
愛
好
者
が
増
加
し
愉
快
に

存
じ
候

先
日
当
地
丸
善
並
に
株
式
取
引
所
に
お
い
て
森
田
茂
氏
20
の
洋
画
展
開
催
せ
ら
れ
候

　

同
氏
は
先
生
の
御
宅
の
近
く
の
由

　
且
絵
も
力
強
く
脱
俗
的
に
し
て
頗
る
気
持
良
く
前

途
有
望
な
る
画
家
な
り
と
存
じ
候

　
展
覧
会
は
大
分
の
好
成
績
に
て
愉
快
に
存
じ
候

　

何
れ
大
阪
に
て
御
目
に
か
か
り
色
々
御
話
承
り
た
く
存
じ
候

　
先
つ〔
ず
〕は
御
礼
ま
で

五
月
十
九
日
夜

敬
具

木
村
定
三

熊
谷
守
一
様侍

史

木
村
定
三

書
簡
〇
一
三
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
五
年
五
月
三
〇
日

　
消
印
：
15
．
５
．
30

　
文
書
目
録
９
９
４

拝
啓

　
其
の
后
は
長
ら
く
御
無
沙
汰
致
し
ま
し
た
が
皆
様
御
変
り
な
き
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
先
日
は
阪
急
百
貨
店
に
て
個
展
を
見
せ
て
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
何
時
も

な
が
ら
形
を
超
越
し
事
物
の
本
質
を
掴
ん
だ
絵
に
感
服
し
て
い
ま
す
。
小
生
の
最
も
印

象
に
残
っ
て
い
る
も
の
は
烏
二
点
、
蝦
蟆
二
点
、
金
魚
、　
鯰
、
梅
、
虎
猫
等
で
す
。

名
古
屋
丸
善
に
本
日
赴
き
先
生
の
個
展
の
話
を
し
て
参
り
ま
し
た
。
時
季
は
今
秋
十
一

月
頃
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
何
れ
丸
善
木
内
君
か
ら
詳
し
く
日
取
り
は
御
通
知
す
る
こ

と
と
思
い
ま
す
が
そ
の
御
心
算
で
、
今
か
ら
ぼ
つ
ぼ
つ
良
い
絵
を
描
き
た
め
て
置
い
て

く
だ
さ
い
。
洋
画
も
是
非
数
点
御
出
品
く
だ
さ
い
。

尚
御
多
忙
中
甚
だ
恐
縮
に
存
じ
ま
す
が
九
州
の
阪〔
坂
〕本
繁
二
郎
氏
に
21
、
大
き
さ
は

六
号
位
で
何
か
馬
の
絵
で
も
描
い
て
頂
く
様
に
頼
ん
で
頂
き
度
く
思
い
ま
す
。
小
生
阪

16
　
濱
田
葆
光
（
一
八
八
六
〜
一
九
四
七
）
は
高
知
県
出
身
の
洋
画
家
。
二
科
会
に
所
属
し
、
熊
谷
の
最
初
の
日
本
画
展
の
世
話
を
し
た
。

17
　 

こ
の
書
簡
は
前
掲
『
熊
谷
守
一
文
書
目
録
』
で
は
日
付
が
昭
和
一
五
年
五
月
一
三
日
と
さ
れ
て
い
る
が
、
原
本
の
封
筒
で
は
正
確
に
は
消
印
が
確
認
で
き
ず
、
ま
た
文
中
に
は
昭
和
一
五
年
五
月
一
九
日
と
書
か
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
書
簡
の
前
後
の
や
り
と
り
を
考
慮
し
て
五
月
一
九
日
の
も
の
と
判
断
し
た
。

18
　《
蛙
子
》（M

193

）
の
こ
と
か
。

19
　「
第
二
回
熊
谷
守
一
画
伯
日
本
画
展
」（
大
阪
阪
急
／
五
月
二
一
日
〜
二
五
日
）
の
こ
と
。

20
　
森
田
茂
（
一
九
〇
七
〜
二
〇
〇
九
）
は
茨
城
県
出
身
の
洋
画
家
。
昭
和
一
五
年
頃
か
ら
要
町
ア
ト
リ
エ
村
に
ア
ト
リ
エ
を
構
え
て
い
た
。
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熊
谷
守
一
様侍

史

書
簡
〇
二
〇
〇
　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三
　
消
印
：
15
．
10
．
25

　
　
昭
和
一
五
年
一
〇
月
二
五
日

拝
呈

　
小
生
名
古
屋
丸
善
毛
筆
画
個
展
十
一
月
中
旬
で
し
た
が
、
作
品
当
地
で
う
ら
う

ち
し
て
居
り
ま
し
て
は
天
気
都
合
も
有
り
ま
す
か
ら
、
名
古
屋
で
う
ら
う
ち
い
た
し
た

い
と
思〔
っ
〕て
居
り
ま
す
か
ら
、
御
め
ん
ど
を〔
う
〕で
す
が
、
作
品
木
村
さ
ん
へ
来
月

始
め
迄
に
二
、三
回
に
御
送
り
至〔
致
〕し
ま
す
か
ら
、
御
知
り
合
表
具
屋
で
う
ら
う
ち

し
て
（
か
り
巻
下
棒
太
め
の
者〔
物
〕付〔
け
〕ま
し
て
）
別
に
箱
書
の
桐
表
板
用
意
い
た

す
様
、
御
申
し
置
き
下
さ
い
。
別
に
油
画
小
品
三
、四
点
出
品
出
来
ま
す
26
。
其
れ
は

個
展
開
き
ま
す
日
が
き
ま
り
ま
す
れ
は〔
ば
〕、
其
れ
迄
に
丸
善
宛〔
に
お
〕送
り
し
ま
す

か
、
或
は
小
生
名
古
屋
に
出
ま
す
時
持
参
い
た
し
ま
す
。
御
都
合
御
聞
か
せ
下
さ
い
。

草
々
不
一

十
月
二
十
五
日

熊
谷
守
一

木
村
定
三
様

書
簡
〇
二
一
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
五
年
一
〇
月
二
八
日

　
消
印
：
15
．
10
．
28

　
文
書
目
録
１
１
５
９

拝
啓

　
其
の
後
久
し
く
御
無
音
に
打
過
ぎ
失
礼
致
候
処

　
御
高
堂
益
々
御
清
栄
之
段
奉

賀
候

陳
者
先
日
は
御
芳
書
を
頂
き

　
本
日
早
速
丸
善
木
内
君
に
面
会
し
展
覧
会
日
取
り
尋
ね

候
処

　
熊
谷
先
生
の
個
展
は
十
二
月
三
日
よ
り
七
日
ま
で
五
日
間
の
会
期
に
決
定
致
し

居
る
由
に
御
座
候
間

　
左
様
御
含
み
被
下
度
候

　
尚
絵
の
表
具
並
に
箱
蓋
は
小
生
知
り

合
の
表
具
師
に
命
ず
可
候
間

　
絵
の
出
来
次
第
順
次
に
小
生
宛
に
て
御
送
付
被
下
度
候

今
度
の
個
展
に
は
小
生
知
人
間
に
も
希
望
者
多
数
有
之
候
間

　
な
る
可
点
数
多
く
御
出

品
被
下
度
候

先
日
個
展
と
は
別
に
て
御
願
申
候
御
不
動
様
の
絵
　
若
し
出
来
居
れ
ば
一
緒
に
御
送
付

被
下
度
候

尚
小
生
知
人
に
て
先
生
の
仏
画
を
望
み
居
る
者
一
人
有
之
候
間
　
若
し
出
来
れ
ば
個
展

画
中
に
観
音
様
か
何
か
仏
画
一
、二
点
御
描
き
被
下
ば
幸
に
存
じ
候
　
末
筆
乍
ら
皆
様

に
宜
し
く
御
伝
声
被
下
度
候

敬
具

定
三

十
月
二
十
八
日

熊
谷
守
一
様侍

史

書
簡
〇
二
二
〇

　
丸
善
株
式
会
社
名
古
屋
支
店
美
術
部

　
木
内
憲
次
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
五
年
一
〇
月
二
九
日

　
文
書
目
録
１
１
６
１

熊
谷
先
生

拝
啓

　
秋
も
深
く
な
り
ま
し
た
。
御
無
沙
汰
の
み
致
し
失
礼
申
上〔
げ
〕て
居
り
ま
す
が

御
変
り
も
な
い
こ
と
と
存
じ
上
げ
ま
す
。

毛
筆
画
展
開
催
い
た
だ
き
ま
す
に
つ
い
て
、
目
下
の
処
名
古
屋
は
非
常
に
沈
滞
気
味
な

の
で
皆
様
と
相
談
の
結
果
先
般
御
知
ら
せ
申
上
げ
た
時
期
は
思
わ
し
く
な
い
と
の
事
に

て
十
二
月
初
め
の
三
日
よ
り
七
日
迄
と
皆
様
の
御
意
見
が
一
致
し
ま
し
た
か
ら
申
訳
御

座
い
ま
せ
ん
が
右
の
様
に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
十
二
月
二
日
に
陳
列
致
し
三

日
よ
り
五
日
間
と
決
定
い
た
し
ま
す
。
木
村
様
も
非
常
に
御
熱
心
に
御
助
力
い
た
だ
い

て
居
り
ま
す
。
急
に
変
更
な
ど
致
し
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
ど
う
か
右
了
承
願
い
ま
す
。

会
場
の
図
面
同
封
致
し
ま
し
た
。

敬
具

美
術
部

　
木
内

　

26
　
油
絵
は
《
高
原
》（M

269

）、《
高
原
ノ
道
》（M

267

）、《
石
堤
》
の
三
点
が
展
示
さ
れ
た
。

009

被
下
度
候

尚
小
生
の
御
願
に
御
座
候
も

　
個
展
と
は
別
に
不
動
尊
の
絵
24

　
竪
幅
に
て
是
非
御
描

き
被
下
度
御
願
申
候

　
先
般
御
描
き
願
候
観
音
像
を
双
幅
に
致
し
度
存
じ
居
り
候

兎
に
角
今
度
の
先
生
の
個
展
に
は
大
に
期
待
致
し
居
る
者
多◎

◎数
有
之
候
間

　
名
品
を
多

数
御
出
品
く
だ
さ
る
様
御
願
申
候

　
末
筆
乍
ら
皆
様
に
宜
し
く
御
伝
声
被
下
度
候

九
月
三
日

敬
具

木
村
定
三

熊
谷
守
一
様侍

史
25

書
簡
〇
一
七
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
消
印
：
15
．
９
．
７

　
　
昭
和
一
五
年
九
月
七
日

　

拝
呈

　
御
手
紙
有
難〔
く
〕拝
見
い
た
し
ま
し
た
。御
上
京
の
御
様
子
喜
ん
で
居
り
ま
す
。

小
生
ロ
ヲ
屋〔
陋
屋
〕も
見
て
戴
き
ま
す
。小
生
十
四
日
午
后
一
寸
用
事
が
有
り
ま
す
が
、

其
他
の
日
な
れ
は〔
ば
〕何
時
で
も
御
上
京
日
取
り
御
通
知
有
り
ま
す
れ
は〔
ば
〕美
術
館

に
行〔
っ
〕て
居
り
ま
す
。
今
秋
丸
善
で
開
い
て
戴
き
ま
す
個
展
何ど

ん
な
画
が
小
生
描
け

ま
す
か
。
小
生
出
来
ま
す
丈
つ
と
め
て
描
き
ま
す
。
小
生
ど
ん
な
画
に
な
り
ま
す
か
、

小
生
も
其
れ
を
楽〔
し
〕み
に
し
て
居
り
ま
す
。
皆
様
に
宜
し
く
御
伝
え
下
さ
い
。

草
々
不
一

九
月
六
日

熊
谷
守
一

木
村
定
三
様

書
簡
〇
一
八
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
五
年
九
月
九
日

　
文
書
目
録
１
０
９
９

拝
啓

　
御
手
紙
有
難
く
拝
見
仕
候

　
小
生
九
月
十
二
日
午
前
中
に
府
美
術
館
に
て
御
目

に
掛
り
度
存
候
間
何
卒
宜
し
く
御
願
申
候

　
当
地
最
近
殊
の
外
暑
熱
厳
し
く
閉
口
致
し

居
候
も

　
御
地
は
如
何
に
御
座
候
や

　
時
節
柄
御
自
愛
の
程
御
願
申
候

敬
具

九
月
九
日

木
村
定
三

熊
谷
守
一
様侍

史

書
簡
〇
一
九
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
五
年
九
月
一
九
日

　
消
印
：
15
．
9
．
19

　
文
書
目
録
１
１
０
８

拝
啓

　
時
下
秋
凉
の
候
と
相
成
り
御
高
堂
益
々
御
清
栄
之
段
奉
賀
候

　
陳
者
小
生
上
京

に
際
し
て
は
二
科
展

　
院
展

　
新
制
作
展

　
博
物
館
等
御
案
内
被
下
御
厚
情
の
段
厚
く

御
礼
申
上
候

小
生
の
考
に
て
は
近
来
絵
の
展
覧
会
に
お
い
て
頭
に
残
る
が
如
き
品
格
と
深
み
と
中
味

の
あ
る
絵
を
発
見
す
る
こ
と
は
至
難
に
御
座
候

　
画
家
は
須
す
べ
か
らく

技
を
練
る
よ
り
も
人
格

を
作
る
べ
く
努
力
せ
ざ
れ
ば
美
術
の
向
上
は
絶
対
不
可
能
と
存
じ
候

実
に
例
え
ば
今
年
の
院
展
よ
り
名
画
を
求
む
る
は
土
中
に
黄
金
を
探
す
よ
り
難
事
に
御

座
候

今
秋
の
先
生
の
個
人
展
は
皆
大
に
期
待
致
し
居
り
候
間

　
何
卒
名
作
数
多
御
出
品
の
程

御
願
申
候
　
先
生
と
の
将
棋
は
大
に
愉
快
に
有
之
候
　
他
日
又
一
戦
を
交
え
度
存
じ
居

候
　
末
筆
乍
ら
皆
様
に
宜
し
く

敬
具

九
月
十
八
日

定
三

24
《
不
動
明
王
》（M

201

）
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。

25
　
封
筒
に
熊
谷
メ
モ
「
丸
善
展
　
返
」
あ
り
。
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熊
谷
守
一
様侍

史

書
簡
〇
二
〇
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
消
印
：
15
．
10
．
25

　
　
昭
和
一
五
年
一
〇
月
二
五
日

拝
呈

　
小
生
名
古
屋
丸
善
毛
筆
画
個
展
十
一
月
中
旬
で
し
た
が
、
作
品
当
地
で
う
ら
う

ち
し
て
居
り
ま
し
て
は
天
気
都
合
も
有
り
ま
す
か
ら
、
名
古
屋
で
う
ら
う
ち
い
た
し
た

い
と
思〔
っ
〕て
居
り
ま
す
か
ら
、
御
め
ん
ど
を〔
う
〕で
す
が
、
作
品
木
村
さ
ん
へ
来
月

始
め
迄
に
二
、三
回
に
御
送
り
至〔
致
〕し
ま
す
か
ら
、
御
知
り
合
表
具
屋
で
う
ら
う
ち

し
て
（
か
り
巻
下
棒
太
め
の
者〔
物
〕付〔
け
〕ま
し
て
）
別
に
箱
書
の
桐
表
板
用
意
い
た

す
様
、
御
申
し
置
き
下
さ
い
。
別
に
油
画
小
品
三
、四
点
出
品
出
来
ま
す
26
。
其
れ
は

個
展
開
き
ま
す
日
が
き
ま
り
ま
す
れ
は〔
ば
〕、
其
れ
迄
に
丸
善
宛〔
に
お
〕送
り
し
ま
す

か
、
或
は
小
生
名
古
屋
に
出
ま
す
時
持
参
い
た
し
ま
す
。
御
都
合
御
聞
か
せ
下
さ
い
。

草
々
不
一

十
月
二
十
五
日

熊
谷
守
一

木
村
定
三
様

書
簡
〇
二
一
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
五
年
一
〇
月
二
八
日

　
消
印
：
15
．
10
．
28

　
文
書
目
録
１
１
５
９

拝
啓

　
其
の
後
久
し
く
御
無
音
に
打
過
ぎ
失
礼
致
候
処

　
御
高
堂
益
々
御
清
栄
之
段
奉

賀
候

陳
者
先
日
は
御
芳
書
を
頂
き
　
本
日
早
速
丸
善
木
内
君
に
面
会
し
展
覧
会
日
取
り
尋
ね

候
処
　
熊
谷
先
生
の
個
展
は
十
二
月
三
日
よ
り
七
日
ま
で
五
日
間
の
会
期
に
決
定
致
し

居
る
由
に
御
座
候
間
　
左
様
御
含
み
被
下
度
候
　
尚
絵
の
表
具
並
に
箱
蓋
は
小
生
知
り

合
の
表
具
師
に
命
ず
可
候
間
　
絵
の
出
来
次
第
順
次
に
小
生
宛
に
て
御
送
付
被
下
度
候

今
度
の
個
展
に
は
小
生
知
人
間
に
も
希
望
者
多
数
有
之
候
間

　
な
る
可
点
数
多
く
御
出

品
被
下
度
候

先
日
個
展
と
は
別
に
て
御
願
申
候
御
不
動
様
の
絵

　
若
し
出
来
居
れ
ば
一
緒
に
御
送
付

被
下
度
候

尚
小
生
知
人
に
て
先
生
の
仏
画
を
望
み
居
る
者
一
人
有
之
候
間

　
若
し
出
来
れ
ば
個
展

画
中
に
観
音
様
か
何
か
仏
画
一
、二
点
御
描
き
被
下
ば
幸
に
存
じ
候

　
末
筆
乍
ら
皆
様

に
宜
し
く
御
伝
声
被
下
度
候

敬
具

定
三

十
月
二
十
八
日

熊
谷
守
一
様侍

史

書
簡
〇
二
二
〇

　
丸
善
株
式
会
社
名
古
屋
支
店
美
術
部

　
木
内
憲
次
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
五
年
一
〇
月
二
九
日

　
文
書
目
録
１
１
６
１

熊
谷
先
生

拝
啓

　
秋
も
深
く
な
り
ま
し
た
。
御
無
沙
汰
の
み
致
し
失
礼
申
上〔
げ
〕て
居
り
ま
す
が

御
変
り
も
な
い
こ
と
と
存
じ
上
げ
ま
す
。

毛
筆
画
展
開
催
い
た
だ
き
ま
す
に
つ
い
て
、
目
下
の
処
名
古
屋
は
非
常
に
沈
滞
気
味
な

の
で
皆
様
と
相
談
の
結
果
先
般
御
知
ら
せ
申
上
げ
た
時
期
は
思
わ
し
く
な
い
と
の
事
に

て
十
二
月
初
め
の
三
日
よ
り
七
日
迄
と
皆
様
の
御
意
見
が
一
致
し
ま
し
た
か
ら
申
訳
御

座
い
ま
せ
ん
が
右
の
様
に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
十
二
月
二
日
に
陳
列
致
し
三

日
よ
り
五
日
間
と
決
定
い
た
し
ま
す
。
木
村
様
も
非
常
に
御
熱
心
に
御
助
力
い
た
だ
い

て
居
り
ま
す
。
急
に
変
更
な
ど
致
し
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
ど
う
か
右
了
承
願
い
ま
す
。

会
場
の
図
面
同
封
致
し
ま
し
た
。

敬
具

美
術
部
　
木
内
　

26
　
油
絵
は
《
高
原
》（M

269

）、《
高
原
ノ
道
》（M

267

）、《
石
堤
》
の
三
点
が
展
示
さ
れ
た
。

009

被
下
度
候

尚
小
生
の
御
願
に
御
座
候
も

　
個
展
と
は
別
に
不
動
尊
の
絵
24

　
竪
幅
に
て
是
非
御
描

き
被
下
度
御
願
申
候

　
先
般
御
描
き
願
候
観
音
像
を
双
幅
に
致
し
度
存
じ
居
り
候

兎
に
角
今
度
の
先
生
の
個
展
に
は
大
に
期
待
致
し
居
る
者
多◎

◎数
有
之
候
間

　
名
品
を
多

数
御
出
品
く
だ
さ
る
様
御
願
申
候

　
末
筆
乍
ら
皆
様
に
宜
し
く
御
伝
声
被
下
度
候

九
月
三
日

敬
具

木
村
定
三

熊
谷
守
一
様侍

史
25

書
簡
〇
一
七
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
消
印
：
15
．
９
．
７

　
　
昭
和
一
五
年
九
月
七
日

　

拝
呈

　
御
手
紙
有
難〔
く
〕拝
見
い
た
し
ま
し
た
。御
上
京
の
御
様
子
喜
ん
で
居
り
ま
す
。

小
生
ロ
ヲ
屋〔
陋
屋
〕も
見
て
戴
き
ま
す
。小
生
十
四
日
午
后
一
寸
用
事
が
有
り
ま
す
が
、

其
他
の
日
な
れ
は〔
ば
〕何
時
で
も
御
上
京
日
取
り
御
通
知
有
り
ま
す
れ
は〔
ば
〕美
術
館

に
行〔
っ
〕て
居
り
ま
す
。
今
秋
丸
善
で
開
い
て
戴
き
ま
す
個
展
何ど

ん
な
画
が
小
生
描
け

ま
す
か
。
小
生
出
来
ま
す
丈
つ
と
め
て
描
き
ま
す
。
小
生
ど
ん
な
画
に
な
り
ま
す
か
、

小
生
も
其
れ
を
楽〔
し
〕み
に
し
て
居
り
ま
す
。
皆
様
に
宜
し
く
御
伝
え
下
さ
い
。

草
々
不
一

九
月
六
日

熊
谷
守
一

木
村
定
三
様

書
簡
〇
一
八
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
五
年
九
月
九
日

　
文
書
目
録
１
０
９
９

拝
啓

　
御
手
紙
有
難
く
拝
見
仕
候

　
小
生
九
月
十
二
日
午
前
中
に
府
美
術
館
に
て
御
目

に
掛
り
度
存
候
間
何
卒
宜
し
く
御
願
申
候

　
当
地
最
近
殊
の
外
暑
熱
厳
し
く
閉
口
致
し

居
候
も

　
御
地
は
如
何
に
御
座
候
や

　
時
節
柄
御
自
愛
の
程
御
願
申
候

敬
具

九
月
九
日

木
村
定
三

熊
谷
守
一
様侍

史

書
簡
〇
一
九
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
五
年
九
月
一
九
日

　
消
印
：
15
．
9
．
19

　
文
書
目
録
１
１
０
８

拝
啓

　
時
下
秋
凉
の
候
と
相
成
り
御
高
堂
益
々
御
清
栄
之
段
奉
賀
候

　
陳
者
小
生
上
京

に
際
し
て
は
二
科
展

　
院
展

　
新
制
作
展

　
博
物
館
等
御
案
内
被
下
御
厚
情
の
段
厚
く

御
礼
申
上
候

小
生
の
考
に
て
は
近
来
絵
の
展
覧
会
に
お
い
て
頭
に
残
る
が
如
き
品
格
と
深
み
と
中
味

の
あ
る
絵
を
発
見
す
る
こ
と
は
至
難
に
御
座
候

　
画
家
は
須

す
べ
か
らく

技
を
練
る
よ
り
も
人
格

を
作
る
べ
く
努
力
せ
ざ
れ
ば
美
術
の
向
上
は
絶
対
不
可
能
と
存
じ
候

実
に
例
え
ば
今
年
の
院
展
よ
り
名
画
を
求
む
る
は
土
中
に
黄
金
を
探
す
よ
り
難
事
に
御

座
候

今
秋
の
先
生
の
個
人
展
は
皆
大
に
期
待
致
し
居
り
候
間

　
何
卒
名
作
数
多
御
出
品
の
程

御
願
申
候

　
先
生
と
の
将
棋
は
大
に
愉
快
に
有
之
候

　
他
日
又
一
戦
を
交
え
度
存
じ
居

候
　
末
筆
乍
ら
皆
様
に
宜
し
く

敬
具

九
月
十
八
日

定
三

24
《
不
動
明
王
》（M

201

）
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。

25
　
封
筒
に
熊
谷
メ
モ
「
丸
善
展
　
返
」
あ
り
。
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て
居
り
ま
す
。
皆
様
に
宜
し
く
御
伝
え
下
さ
い
。

草
々
不
一

十
二
月
九
日

熊
谷
守
一

木
村
定
三
様

書
簡
〇
二
七
〇

　
濱
田
葆
光
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
五
年
一
二
月
九
日

　
消
印
：
15
．
12
．
９

　
文
書
目
録
１
２
３
２

御
書
面
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
旅
に
出
ら
れ
、
御
不
自
由
な
亦
平
素
と
違
っ
た
生
活
を

続
け
ら
れ
て
御
疲
労
の
御
事
と
存
じ
ま
す
。
木
村
様
へ
猫
の
画

28
御
送
り
致
し
ま
す
件
、

拝
承
い
た
し
ま
し
た
。
外
箱
を
作
り
、
出
来
次
第
に
発
送
い
た
し
ま
す
。
今
度
描
か
れ

ま
し
た
不
動
尊

29
は
深
く
脳
裡
に
刻
ま
れ
感
心
い
た
し
ま
し
た
。
感
興
の
湧
か
れ
ま
し

た
時
、
私
に
も
是
非
描
い
て
頂
き
度
く
御
願
い
で
す
。

書
簡
〇
二
八
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
五
年
一
二
月
一
二
日

　
文
書
目
録
１
２
３
８

拝
啓

　
最
近
寒
気
相
当
厳
し
く
相
成
候
も
御
高
堂
皆
様
に
は
御
変
り
無
き
こ
と
と
存
じ

候
　
過
日
の
先
生
の
毛
筆
画
個
展
は
頗す
こ
ぶる

有
意
義
に
て
反
響
多
大
に
御
座
候

　
先
生
の

絵
を
買
っ
た
人
は
皆
大
に
嬉
び
居
り
候

　

小
生
も
今
回
先
生
の
名
作
を
一
挙
に
八
点
入
手
出
来
心
楽
し
く
存
じ
候

尚
会
期
中
拙
宅
に
て
箱
書
や
ら
書
や
ら
を
多
数
御
書
き
被
下
御
厚
情
の
程
奉
し
ん
し
ゃ
た
て
ま
つ
り

深
謝
候

尚
先
生
の
絵
を
買
っ
た
人
に
て
更
に
先
生
の
絵
を
是
非
希
望
致
す
も
の
二
、三
有
之
候

　

御
閑
の
折
是
非
御
描
き
被
下
度
候

　
猪
飼
君

　
と
ん
ぼ

　
雨
蛙

　
石
田
君

　
不
動
明
王

　
吉
田
君

　「
熊
蜂
に
豆
の
花
」
の
絵

右
の
諸
君
に
は
小
生
よ
り
先
生
の
絵
は
同
じ
絵
は
絶
対
二
枚
と
は
出
来
な
い
理
由
説
明

致
し
皆
承
知
致
し
居
り
候
間
　
図
柄
感
じ
等
相
違
致
し
居
り
て
結
構
に
御
座
候
間
　
描

い
て
御
や
り
被
下
度
候

尚
小
生
の
御
願
に
御
座
候
も
地
蔵
菩
薩
　
鬼
　
松
虫
草
　
撫
子
の
絵
の
四
点
を
御
描
き

被
下
度
候

　
鬼
の
絵
は
一
匹
に
て
も
二
匹
に
て
も
赤
に
て
も
青
に
て
も
結
構
に
御
座
候

も
　
悪
の
権
化
と
し
て
の
も
の
で
な
く
愛
す
べ
き
存
在
と
し
て
の
も
の
を
御
描
き
被
下

度
候

　
或
は
仔
鬼
な
ど
面
白
き
か
と
存
じ
候

松
虫
草
は
横
幅
に
て

　
矢
張
り
虻
の
止
っ
て
い
る
処
を
御
描
き
被
下
度
候

　
撫
子
も
横

物
に
て
御
描
き
被
下
度
候

　
個
展
の
撫
子
は
大
に
良
き
絵
と
存
じ
候

今
後
小
生
上
京
の
折
に
は
是
非
毎
時
も
御
伺
致
し
度
存
じ
居
候

　
先
生
も
当
地
に
御
光

来
の
節
は
是
非
御
立
寄
被
下
度
候

個
展
の
最
后
の
日
に
は
小
生
風
邪
に
て
臥
床
し
御
目
に
掛
れ
ず
失
礼
致
候

　
今
後
寒
気

厳
し
き
折
柄
御
自
愛
の
程
御
祈
り
申
候

敬
具

十
二
月
十
二
日

定
三

熊
谷
守
一
様侍

史

書
簡
〇
二
九
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
　
昭
和
一
五
年
一
二
月
二
四
日

　
消
印
：
15
．
12
．
24

拝
呈

　
御
手
紙
有
難〔
く
〕拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
御
宅
皆
様
如
何
で
御
座
い
ま
す
か
。

小
生
相
変
ら
ず
て〔
で
〕御
座
い
ま
す
。
御
手
紙
に
有
り
ま
し
た
木
村
さ
ん
始
め
皆
様
の

画
、
閑
を
見
て
描
き
ま
す
。
鬼
の
画
は
一
寸
描
き
に
く
そ
を〔
う
〕に
思
え
ま
す
が
如
何

で
す
か
、
や
っ
て
見
ま
す
。
御
上
京
の
折
御
立
よ
り
下
さ
れ
ま
す
由
喜〔
ん
〕で
居
り
ま

す
。
小
生
名
古
屋
へ
参
り
ま
し
た
時
は
伺
わ
せ
て
戴
き
ま
す
。
奥
様
に
宜
し
く
御
伝
え

28
　「
猫
」
は
一
九
四
〇
年
五
月
、
第
二
回
日
本
画
展
出
品
作
の
こ
と
か
。

29
　「
不
動
尊
」
は
一
九
四
〇
年
一
二
月
、
新
毛
筆
画
展
出
品
の
半
切
「
不
動
明
王
」
の
こ
と
か
。

011

書
簡
〇
二
三
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
消
印
：
15
．
11
．
12

　
　
昭
和
一
五
年
一
一
月
一
二
日

先
便
有
難
を〔
う
〕御
座
い
ま
し
た
。
本
日
小
生
毛
筆
画
二
十
四
点
書
留
小
包
で
御
送
り

至〔
致
〕し
ま
し
た
か
ら
宜
し
く
御
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。
あ
と
亦
描
け
た
だ
け
御
送
り

い
た
し
ま
す
。

草
々
不
一

十
一
月
十
二
日

書
簡
〇
二
四
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
五
年
一
一
月
一
五
日

　
消
印
：
15
．
11
．
15

　
文
書
目
録
１
１
８
９

拝
復

　
御
端
書
に
依
れ
ば
先
生
の
毛
筆
画
二
十
四
点
十
一
月
十
二
日
書
留
小
包
に
て
御

送
付
被
下
候
由
に
御
座
候
も

　
本
日
（
十
五
日
夜
）
に
到
る
も
未
だ
到
着
致
さ
ず
候
間

　

念
の
為
御
伺
申
候

　
尚
丸
善
木
内
君
よ
り
今
度
の
個
展
の
目
録
（
題
名
等
）
一
寸
早
目

に
知
り
度
き
旨
申
し
来
ら
れ
候

書
簡
〇
二
五
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
五
年
一
一
月
一
七
日

　
文
書
目
録
１
１
９
２

拝
啓

　
連
日
好
天
続
き
に
て
皆
様
御
変
り
な
き
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

本
日
（
十
七
日
）
朝
小
包
到
着
致
し
ま
し
た
。
消
印
に
は
十
二
日
と
な
っ
て
い
る
の
に

意
外
に
延
着
し
て
不
思
議
に
思
っ
て
い
ま
す
。
御
作
品
早
速
拝
見
致
し
ま
し
た
。

左
記
の
絵
は
良
い
絵
だ
と
思
い
ま
す
。

一
、
梅
鉢
草
　
　
　
一
、
麗
春
花
　
　
　
一
、
月
見
草

一
、
ど
く
だ
み
　
　
一
、
群
烏
　
　
　
　
一
、
双
鶏

一
、
松
虫
草

27
　
　 

一
、
蝦
蟆
（
一
匹
の
方
）

一
、
紅
梅
　
　
　
　
一
、
こ
お
ろ
ぎ

等
で
す
。「
畝
傍
山
」「
山
水
」
等
の
絵
は
一
寸
解
り
難
い
と
思
い
ま
す
。
猫
も
大
猫
を

御
描
き
に
な
る
よ
り
小
猫
の
方
が
可
愛
ら
し
く
て
良
い
と
思
い
ま
す
。

烏
、
鯰
等
も
墨
一
色
で
無
く
淡
彩
、
或
は
淡
彩
の
附
加
物
の
あ
る
方
が
面
白
い
と
思
い

ま
す
。

今
春
の
大
阪
の
個
展
の
際
で
は
、
金
魚
、
烏
（
大
根
の
干
し
た
処
へ
止
っ
て
い
る
絵
）、

蝦
蟆
（
小
さ
い
方
）、
白
梅
等
名
品
だ
と
思
い
ま
す
。
前
の
名
古
屋
の
個
展
の
際
で
は

熊
蜂
、
蒲
公
英
に
蝦
蟆
、
雨
蛙
、
し
り
は
さ
み
等
今
尚
記
憶
に
新
で
す
。

此
の
後
に
御
描
き
に
な
る
分
に
は
是
非
金
魚
や
雨
蛙
や
蜂
、
蝦
蟆
（
成
る
べ
く
な
ら
ば

少
し
小
さ
く
御
描
き
に
な
る
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
）、
其
の
他
虫
の
類
を
主
と
し
た

も
の
を
御
描
き
く
だ
さ
る
と
結
構
だ
と
思
い
ま
す
。
概
し
て
云
え
ば
横
物
の
方
が
面
白

い
と
思
い
ま
す
。
木
内
君
の
話
で
は
展
覧
会
は
丸
善
の
日
本
間
の
方
で
三
日
よ
り
七
日

ま
で
の
予
定
の
由
で
す
が
、
目
録
の
印
刷
の
都
合
上
並
に
絵
の
表
具
（
仮
り
捲
き
、
箱

蓋
用
意
）
の
都
合
上
一
寸
早
目
に
御
送
付
く
だ
さ
る
様
御
願
致
し
ま
す
。

今
度
の
絵
の
中
の
「
牛
」
は
一
寸
牛
が
こ
み
過
ぎ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
大
阪
個
展
の

横
物
の
虎
猫
は
面
白
い
と
思
い
ま
す
が
名
古
屋
の
分
に
も
横
物
に
て
猫
を
一
、二
点
御

描
き
に
な
っ
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
其
他
蟷
螂
と
か
蟻
と
か
蛙
子
と
か
し
り
は
さ
み

等
、
先
生
で
無
け
れ
ば
描
け
な
い
物
を
小
品
に
て
も
結
構
で
す
か
ら
御
描
き
く
だ
さ
る

様
御
願
致
し
ま
す
。

敬
具

木
村
定
三

熊
谷
守
一
様侍

史

書
簡
〇
二
六
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
　
昭
和
一
五
年
一
二
月
九
日

拝
呈
　
今
度
名
古
屋
小
生
毛
筆
展
に
い
ろ
い
ろ
御
世
話
下
さ
れ
有
難
を〔
う
〕御
座
い
ま

し
た
。
昨
朝
八
時
の
汽
車
で
、
昨
夕
帰〔
宅
〕い
た
し
ま
し
た
。
当
地
は
風
が
吹
い
た
り

し
て
居
り
ま
し
て
寒
々
し
た
景
色
で
す
が
、
御
存
じ
の
小
生
室
で
皆
様
の
事
思
い
出
し

27
　
書
簡
〇
二
二
〇
の
毛
筆
画
展
の
出
品
目
録
の
な
か
に
「
松
虫
草
」
は
見
当
た
ら
な
い
。
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て
居
り
ま
す
。
皆
様
に
宜
し
く
御
伝
え
下
さ
い
。

草
々
不
一

十
二
月
九
日

熊
谷
守
一

木
村
定
三
様

書
簡
〇
二
七
〇

　
濱
田
葆
光
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
五
年
一
二
月
九
日

　
消
印
：
15
．
12
．
９

　
文
書
目
録
１
２
３
２

御
書
面
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
旅
に
出
ら
れ
、
御
不
自
由
な
亦
平
素
と
違
っ
た
生
活
を

続
け
ら
れ
て
御
疲
労
の
御
事
と
存
じ
ま
す
。
木
村
様
へ
猫
の
画

28
御
送
り
致
し
ま
す
件
、

拝
承
い
た
し
ま
し
た
。
外
箱
を
作
り
、
出
来
次
第
に
発
送
い
た
し
ま
す
。
今
度
描
か
れ

ま
し
た
不
動
尊

29
は
深
く
脳
裡
に
刻
ま
れ
感
心
い
た
し
ま
し
た
。
感
興
の
湧
か
れ
ま
し

た
時
、
私
に
も
是
非
描
い
て
頂
き
度
く
御
願
い
で
す
。

書
簡
〇
二
八
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
五
年
一
二
月
一
二
日

　
文
書
目
録
１
２
３
８

拝
啓

　
最
近
寒
気
相
当
厳
し
く
相
成
候
も
御
高
堂
皆
様
に
は
御
変
り
無
き
こ
と
と
存
じ

候
　
過
日
の
先
生
の
毛
筆
画
個
展
は
頗す

こ
ぶる

有
意
義
に
て
反
響
多
大
に
御
座
候

　
先
生
の

絵
を
買
っ
た
人
は
皆
大
に
嬉
び
居
り
候

　

小
生
も
今
回
先
生
の
名
作
を
一
挙
に
八
点
入
手
出
来
心
楽
し
く
存
じ
候

尚
会
期
中
拙
宅
に
て
箱
書
や
ら
書
や
ら
を
多
数
御
書
き
被
下
御
厚
情
の
程
奉
し
ん
し
ゃ
た
て
ま
つ
り

深
謝
候

尚
先
生
の
絵
を
買
っ
た
人
に
て
更
に
先
生
の
絵
を
是
非
希
望
致
す
も
の
二
、三
有
之
候

　

御
閑
の
折
是
非
御
描
き
被
下
度
候

　
猪
飼
君
　
と
ん
ぼ
　
雨
蛙

　
石
田
君
　
不
動
明
王

　
吉
田
君

　「
熊
蜂
に
豆
の
花
」
の
絵

右
の
諸
君
に
は
小
生
よ
り
先
生
の
絵
は
同
じ
絵
は
絶
対
二
枚
と
は
出
来
な
い
理
由
説
明

致
し
皆
承
知
致
し
居
り
候
間

　
図
柄
感
じ
等
相
違
致
し
居
り
て
結
構
に
御
座
候
間

　
描

い
て
御
や
り
被
下
度
候

尚
小
生
の
御
願
に
御
座
候
も
地
蔵
菩
薩

　
鬼

　
松
虫
草

　
撫
子
の
絵
の
四
点
を
御
描
き

被
下
度
候

　
鬼
の
絵
は
一
匹
に
て
も
二
匹
に
て
も
赤
に
て
も
青
に
て
も
結
構
に
御
座
候

も
　
悪
の
権
化
と
し
て
の
も
の
で
な
く
愛
す
べ
き
存
在
と
し
て
の
も
の
を
御
描
き
被
下

度
候

　
或
は
仔
鬼
な
ど
面
白
き
か
と
存
じ
候

松
虫
草
は
横
幅
に
て

　
矢
張
り
虻
の
止
っ
て
い
る
処
を
御
描
き
被
下
度
候

　
撫
子
も
横

物
に
て
御
描
き
被
下
度
候

　
個
展
の
撫
子
は
大
に
良
き
絵
と
存
じ
候

今
後
小
生
上
京
の
折
に
は
是
非
毎
時
も
御
伺
致
し
度
存
じ
居
候

　
先
生
も
当
地
に
御
光

来
の
節
は
是
非
御
立
寄
被
下
度
候

個
展
の
最
后
の
日
に
は
小
生
風
邪
に
て
臥
床
し
御
目
に
掛
れ
ず
失
礼
致
候

　
今
後
寒
気

厳
し
き
折
柄
御
自
愛
の
程
御
祈
り
申
候

敬
具

十
二
月
十
二
日

定
三

熊
谷
守
一
様侍

史

書
簡
〇
二
九
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
　
昭
和
一
五
年
一
二
月
二
四
日

　
消
印
：
15
．
12
．
24

拝
呈

　
御
手
紙
有
難〔
く
〕拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
御
宅
皆
様
如
何
で
御
座
い
ま
す
か
。

小
生
相
変
ら
ず
て〔
で
〕御
座
い
ま
す
。
御
手
紙
に
有
り
ま
し
た
木
村
さ
ん
始
め
皆
様
の

画
、
閑
を
見
て
描
き
ま
す
。
鬼
の
画
は
一
寸
描
き
に
く
そ
を〔
う
〕に
思
え
ま
す
が
如
何

で
す
か
、
や
っ
て
見
ま
す
。
御
上
京
の
折
御
立
よ
り
下
さ
れ
ま
す
由
喜〔
ん
〕で
居
り
ま

す
。
小
生
名
古
屋
へ
参
り
ま
し
た
時
は
伺
わ
せ
て
戴
き
ま
す
。
奥
様
に
宜
し
く
御
伝
え

28
　「
猫
」
は
一
九
四
〇
年
五
月
、
第
二
回
日
本
画
展
出
品
作
の
こ
と
か
。

29
　「
不
動
尊
」
は
一
九
四
〇
年
一
二
月
、
新
毛
筆
画
展
出
品
の
半
切
「
不
動
明
王
」
の
こ
と
か
。

011

書
簡
〇
二
三
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
消
印
：
15
．
11
．
12

　
　
昭
和
一
五
年
一
一
月
一
二
日

先
便
有
難
を〔
う
〕御
座
い
ま
し
た
。
本
日
小
生
毛
筆
画
二
十
四
点
書
留
小
包
で
御
送
り

至〔
致
〕し
ま
し
た
か
ら
宜
し
く
御
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。
あ
と
亦
描
け
た
だ
け
御
送
り

い
た
し
ま
す
。

草
々
不
一

十
一
月
十
二
日

書
簡
〇
二
四
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
五
年
一
一
月
一
五
日

　
消
印
：
15
．
11
．
15

　
文
書
目
録
１
１
８
９

拝
復

　
御
端
書
に
依
れ
ば
先
生
の
毛
筆
画
二
十
四
点
十
一
月
十
二
日
書
留
小
包
に
て
御

送
付
被
下
候
由
に
御
座
候
も

　
本
日
（
十
五
日
夜
）
に
到
る
も
未
だ
到
着
致
さ
ず
候
間

　

念
の
為
御
伺
申
候

　
尚
丸
善
木
内
君
よ
り
今
度
の
個
展
の
目
録
（
題
名
等
）
一
寸
早
目

に
知
り
度
き
旨
申
し
来
ら
れ
候

書
簡
〇
二
五
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
五
年
一
一
月
一
七
日

　
文
書
目
録
１
１
９
２

拝
啓

　
連
日
好
天
続
き
に
て
皆
様
御
変
り
な
き
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

本
日
（
十
七
日
）
朝
小
包
到
着
致
し
ま
し
た
。
消
印
に
は
十
二
日
と
な
っ
て
い
る
の
に

意
外
に
延
着
し
て
不
思
議
に
思
っ
て
い
ま
す
。
御
作
品
早
速
拝
見
致
し
ま
し
た
。

左
記
の
絵
は
良
い
絵
だ
と
思
い
ま
す
。

一
、
梅
鉢
草

　
　
　
一
、
麗
春
花

　
　
　
一
、
月
見
草

一
、
ど
く
だ
み

　
　
一
、
群
烏

　
　
　
　
一
、
双
鶏

一
、
松
虫
草

27
　
　 

一
、
蝦
蟆
（
一
匹
の
方
）

一
、
紅
梅

　
　
　
　
一
、
こ
お
ろ
ぎ

等
で
す
。「
畝
傍
山
」「
山
水
」
等
の
絵
は
一
寸
解
り
難
い
と
思
い
ま
す
。
猫
も
大
猫
を

御
描
き
に
な
る
よ
り
小
猫
の
方
が
可
愛
ら
し
く
て
良
い
と
思
い
ま
す
。

烏
、
鯰
等
も
墨
一
色
で
無
く
淡
彩
、
或
は
淡
彩
の
附
加
物
の
あ
る
方
が
面
白
い
と
思
い

ま
す
。

今
春
の
大
阪
の
個
展
の
際
で
は
、
金
魚
、
烏
（
大
根
の
干
し
た
処
へ
止
っ
て
い
る
絵
）、

蝦
蟆
（
小
さ
い
方
）、
白
梅
等
名
品
だ
と
思
い
ま
す
。
前
の
名
古
屋
の
個
展
の
際
で
は

熊
蜂
、
蒲
公
英
に
蝦
蟆
、
雨
蛙
、
し
り
は
さ
み
等
今
尚
記
憶
に
新
で
す
。

此
の
後
に
御
描
き
に
な
る
分
に
は
是
非
金
魚
や
雨
蛙
や
蜂
、
蝦
蟆
（
成
る
べ
く
な
ら
ば

少
し
小
さ
く
御
描
き
に
な
る
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
）、
其
の
他
虫
の
類
を
主
と
し
た

も
の
を
御
描
き
く
だ
さ
る
と
結
構
だ
と
思
い
ま
す
。
概
し
て
云
え
ば
横
物
の
方
が
面
白

い
と
思
い
ま
す
。
木
内
君
の
話
で
は
展
覧
会
は
丸
善
の
日
本
間
の
方
で
三
日
よ
り
七
日

ま
で
の
予
定
の
由
で
す
が
、
目
録
の
印
刷
の
都
合
上
並
に
絵
の
表
具
（
仮
り
捲
き
、
箱

蓋
用
意
）
の
都
合
上
一
寸
早
目
に
御
送
付
く
だ
さ
る
様
御
願
致
し
ま
す
。

今
度
の
絵
の
中
の
「
牛
」
は
一
寸
牛
が
こ
み
過
ぎ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
大
阪
個
展
の

横
物
の
虎
猫
は
面
白
い
と
思
い
ま
す
が
名
古
屋
の
分
に
も
横
物
に
て
猫
を
一
、二
点
御

描
き
に
な
っ
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
其
他
蟷
螂
と
か
蟻
と
か
蛙
子
と
か
し
り
は
さ
み

等
、
先
生
で
無
け
れ
ば
描
け
な
い
物
を
小
品
に
て
も
結
構
で
す
か
ら
御
描
き
く
だ
さ
る

様
御
願
致
し
ま
す
。

敬
具

木
村
定
三

熊
谷
守
一
様侍

史

書
簡
〇
二
六
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
　
昭
和
一
五
年
一
二
月
九
日

拝
呈

　
今
度
名
古
屋
小
生
毛
筆
展
に
い
ろ
い
ろ
御
世
話
下
さ
れ
有
難
を〔
う
〕御
座
い
ま

し
た
。
昨
朝
八
時
の
汽
車
で
、
昨
夕
帰〔
宅
〕い
た
し
ま
し
た
。
当
地
は
風
が
吹
い
た
り

し
て
居
り
ま
し
て
寒
々
し
た
景
色
で
す
が
、
御
存
じ
の
小
生
室
で
皆
様
の
事
思
い
出
し

27
　
書
簡
〇
二
二
〇
の
毛
筆
画
展
の
出
品
目
録
の
な
か
に
「
松
虫
草
」
は
見
当
た
ら
な
い
。
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拝
呈
　
御
手
紙
有
難
を〔
う
〕御
座
い
ま
し
た
。
御
送
付
の
為
替
金
戴
き
ま
し
た
。
先
日

友
人
北
川
氏
31
と
瀬
戸
へ
と
を
き〔
陶
器
〕に
画
を
描
き
に
参
り
（
横
井
氏
32
も
参
ら
れ

ま
し
た
）、
名
古
屋
へ
も
よ
り
ま
し
て
御
宅
へ
も
御
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、

あ
わ
た
だ
し
く
帰
京
い
た
し
ま
し
て
残
念
で
し
た
。
御
宅
の
赤
ち
ゃ
ん
も
御
可
愛
ら
し

い
事
と
存
し〔
じ
〕ま
す
。
小
生
近
い
内
雪
描
き
に
行
く
事
に
成〔
っ
〕て
居
り
ま
す
が
寒

い
の
で
い
ぢ〔
じ
〕け
て
居
り
ま
す
。

草
々
不
一

二
月
一
日

熊
谷
守
一

木
村
定
三
様

書
簡
〇
三
四
〇

　
双
弦
会

　
東
本
春
水
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
六
年
二
月
六
日

　
消
印
：
16
．
2
．
６

　
文
書
目
録
１
３
１
６

拝
呈

　
先
般
は
遠
路
わ
ざ
わ
ざ
御
越
し
下
さ
れ
終
日
陶
画
に
つ
く
さ
れ
さ
ぞ
お
労〔
疲
〕

れ
の
こ
と
と
拝
察
申
し
ま
す
。
何
の
お
も
て
な
し
も
出
来
ず
充
分
の
お
礼
も
出
来
ず
失

礼
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
上
御
親
切
な
る
御
便
り
に
接
し
重
々
お
礼
を
申
し
ま
す
。

雪
中
の
陶
画
三
昧
も
実
に
た
の
し
い
想
出
で
す
。又
昼
の
う
な
ぎ
の
う
ま
か
っ
た
こ
と
、

先
生
に
朝
鮮
五
目
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
な
ど
な
つ
か
し
く
た
の
し
い
想
出
の

数
々
で
す
。

碁
も
今
度
お
拝
眉
の
折
は
も
っ
と
強
く
な
っ
て
お
く
つ
も
り
で
す
。
志
野
善
九
氏
は
す

で
に
作
品
に
ゴ
ス
を
か
け
焼
き
へ
廻
し
た
と
か
、
先
生
方
の
お
作
が
評
判
で
毎
日
お
客

が
お
し
か
け
て
善
九
庵
が
賑
っ
た
と
か
う
れ
し
い
便
り
で
す
。

四
月
の
発
表
が
待
た
れ
ま
す
。
そ
の
折
は
是
非
御
来
遊
下
さ
る
よ
う
是
非
是
非
北
川
先

生
と
御
一
緒
に
御
待
ち
申
し
て
い
ま
す
。
奥
さ
ま
へ
よ
ろ
し
く
御
伝
え
下
さ
い
ま
せ
。

敬
具

東
本
春
水
33

熊
谷
守
一
先
生

書
簡
〇
三
五
〇
　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
六
年
三
月
一
〇
日

　
消
印
：
16
．
3
．
10

　
文
書
目
録
１
３
２
８

拝
啓

　
時
下
春
暖
の
候
と
相
成
り
御
高
堂
益
々
御
清
栄
之
段
奉
賀
候

陳
者
先
日
は
御
多
忙
中
を
御
伺
致
し

　
書
の
御
揮
毫
を
御
願
致
し
有
難
く
厚
く
御
礼
申

上
候

　
岡
島
君
其
の
他
知
人
に
分
配
致
候

尚
本
日
は
「
み
づ
ゑ
」
34
を
御
恵
与
被
下
恐
縮
至
極
に
存
じ
候

　
四
月
の
先
生
其
の
他

の
焼
物
展
は
今
か
ら
大
に
期
待
致
し
居
候

　
他
日
先
生
御
手
造
の
茶
盌

　
皿

　
盃
等
の

展
覧
会
を
御
開
催
の
程
小
生
等
希
望
致
し
居
候

尚
石
田
君
（
御
不
動
さ
ん
の
絵
を
御
願
致
し
た
る
者
）
の
依
頼
に
御
座
候
え
共
「
げ
ん

ご
ろ
う
虫
」
の
絵
を
も
御
描
き
く
だ
さ
る
様
先
生
に
御
願
致
し
呉
れ
と
申
し
居
候
　
御

閑
暇
の
折
同
君
の
為
に
御
描
き
く
だ
さ
れ
度
候

尚
小
生
も
先
生
の
日
本
画
は
名
作

　
壱
百
点
蒐
集
の
望
に
御
座
候
間

　
題
材
の
如
何
大

さ
の
如
何
を
問
わ
ず
面
白
き
も
の
の
御
出
来
の
節
は
御
送
り
被
下
度
候

先
つ〔
ず
〕は
御
礼
ま
で

　
末
筆
乍
ら
奥
様
始
め
皆
様
に
宜
し
く
御
伝
声
被
下
度
候

敬
具

木
村
定
三

三
月
十
日

熊
谷
守
一
様侍

史

31
　
北
川
民
次
（
一
八
九
四
〜
一
九
八
九
）
は
静
岡
県
出
身
の
洋
画
家
。
二
科
会
に
所
属
し
、
東
海
地
方
の
洋
画
壇
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。

32
　
横
井
礼
以
（
一
八
八
六
〜
一
九
八
〇
）
は
愛
知
県
出
身
の
洋
画
家
。
本
名
は
禮
一
。
二
科
会
で
活
躍
し
た
。
書
簡
〇
三
六
〇
に
あ
る
よ
う
に
一
九
五
四
年
以
前
は
禮
市
を
画
号
と
し
て
い
た
。

33
　
東
本
春
水
（
一
九
一
〇
〜
一
九
八
八
）
は
大
分
県
出
身
の
洋
画
家
。
北
斗
会
に
所
属
し
一
九
三
五
年
以
降
二
科
展
に
も
出
品
し
た
。

34
　
熊
谷
守
一
を
特
集
し
た
雑
誌
『
み
づ
ゑ
』（
美
術
出
版
社
、
一
九
四
〇
年
一
二
月
号
）
の
こ
と
。

013

下
さ
い
。

草
々
不
一

十
二
月
二
十
四
日

熊
谷
守
一

木
村
定
三
様

書
簡
〇
三
〇
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
六
年
一
月
九
日

　
消
印
：
16
．
1
．
９

　
文
書
目
録
１
３
０
２

紀
元
弐
千
六
百
第
一
年
の
新
春
を
御
祝
申
上
ま
す
。

本
年
は
正
月
元
旦
以
後
誠
に
暖
き
日
が
続
き
春
三
月
頃
の
如
き
感
じ
が
致
し
ま
す
。
皆

様
に
は
御
元
気
に
て
新
春
を
御
迎
え
な
さ
れ
た
事
と
存
じ
ま
す
。

小
生
宅
に
お
い
て
は
去
る
十
二
月
十
九
日
に
は
妹
が
死
亡
致
し
ま
し
た
。
本
年
正
月
五

日
に
は
愚
妻
が
男
児
を
出
産
致
し
ま
し
た
。

妹
の
死
亡
は
全
く
予
想
外
に
て
気
の
毒
に
思
っ
て
居
り
ま
す
。

尚
昨
日
奈
良
の
濱
田
さ
ん
よ
り
熊
谷
先
生
の
猫
の
絵
を
送
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
大
変
好

き
な
絵
で
す
。
表
装
と
箱
を
変
え
る
積
り
で
す
。

此
の
猫
の
絵
の
代
金
を
御
送
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
ら
何
卒
金
額
を
御
知
ら
せ
下
さ

い
。

先
日
当
地
帝
大
病
院
勤
務
の
お
医
者
さ
ん
が
小
生
宅
へ
参
ら
れ
て
先
生
の
話
を
致
し
丸

善
に
て
洋
画
（
菊
の
あ
る
風
景
の
絵
）
を
買
っ
て
行
き
ま
し
た
。
或
は
既
に
先
生
の
御

宅
へ
御
伺〔
い
〕な
さ
れ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
先
生
の
洋
画
は
既
に
十
年
程
前
か
ら
注

意
し
て
見
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

時
節
柄
皆
様
御
健
康
に
御
注
意
下
さ
い
。

敬
具

一
月
九
日
夜

木
村
定
三

熊
谷
守
一
様侍

史
30

書
簡
〇
三
一
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
　
昭
和
一
六
年
一
月
一
三
日

　
消
印
：
16
．
1
．
13

拝
呈

　
御
令
妹
御
永
眠
の
を〔
お
〕も
む
き
ま
こ
と
に
御
淋
し
き
事
に
御
座
い
ま
す
。
御

冥
福
を
御
祈
り
至〔
致
〕し
ま
す
。

正
月
に
男
の
子
御
出
生
の
由
御
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

小
生
大
阪
展
の
猫
の
絵
は
六
拾
五
円
で
御
座
い
ま
し
た
。
先
日
名
古
屋
帝
大
病
院
の
方

に
御
会
い
い
た
し
ま
し
た
。
今
冬
は
当
地
と
て
も
あ
た
た
か
で
御
座
い
ま
す
。

敬
白

昭
和
十
六
年
一
月
十
二
日

熊
谷
守
一

木
村
定
三
様机

下

書
簡
〇
三
二
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
六
年
一
月
二
七
日

　
消
印
：
16
．
1
．
27

　
文
書
目
録
１
３
１
１

熊
谷
守
一
様侍

史

拝
啓

　
其
の
後
御
無
沙
汰
致
し
ま
し
た
が
皆
様
御
変
り
無
き
事
と
存
じ
ま
す
。

先
日
濱
田
さ
ん
よ
り
御
送
り
く
だ
さ
い
ま
し
た
猫
の
絵
の
代
金
六
十
五
円
也
為
替
に
て

御
同
封
致
し
ま
し
た
か
ら
御
受
取
く
だ
さ
い
。

定
三
拝

書
簡
〇
三
三
〇
　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
　
昭
和
一
六
年
二
月
一
日
　
消
印
：
16
．
２
．
１

30
　
封
筒
表
に
熊
谷
メ
モ
「
返
」
あ
り
。
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拝
呈

　
御
手
紙
有
難
を〔
う
〕御
座
い
ま
し
た
。
御
送
付
の
為
替
金
戴
き
ま
し
た
。
先
日

友
人
北
川
氏
31
と
瀬
戸
へ
と
を
き〔
陶
器
〕に
画
を
描
き
に
参
り
（
横
井
氏
32
も
参
ら
れ

ま
し
た
）、
名
古
屋
へ
も
よ
り
ま
し
て
御
宅
へ
も
御
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、

あ
わ
た
だ
し
く
帰
京
い
た
し
ま
し
て
残
念
で
し
た
。
御
宅
の
赤
ち
ゃ
ん
も
御
可
愛
ら
し

い
事
と
存
し〔
じ
〕ま
す
。
小
生
近
い
内
雪
描
き
に
行
く
事
に
成〔
っ
〕て
居
り
ま
す
が
寒

い
の
で
い
ぢ〔
じ
〕け
て
居
り
ま
す
。

草
々
不
一

二
月
一
日

熊
谷
守
一

木
村
定
三
様

書
簡
〇
三
四
〇

　
双
弦
会

　
東
本
春
水
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
六
年
二
月
六
日

　
消
印
：
16
．
2
．
６

　
文
書
目
録
１
３
１
６

拝
呈

　
先
般
は
遠
路
わ
ざ
わ
ざ
御
越
し
下
さ
れ
終
日
陶
画
に
つ
く
さ
れ
さ
ぞ
お
労〔
疲
〕

れ
の
こ
と
と
拝
察
申
し
ま
す
。
何
の
お
も
て
な
し
も
出
来
ず
充
分
の
お
礼
も
出
来
ず
失

礼
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
上
御
親
切
な
る
御
便
り
に
接
し
重
々
お
礼
を
申
し
ま
す
。

雪
中
の
陶
画
三
昧
も
実
に
た
の
し
い
想
出
で
す
。又
昼
の
う
な
ぎ
の
う
ま
か
っ
た
こ
と
、

先
生
に
朝
鮮
五
目
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
な
ど
な
つ
か
し
く
た
の
し
い
想
出
の

数
々
で
す
。

碁
も
今
度
お
拝
眉
の
折
は
も
っ
と
強
く
な
っ
て
お
く
つ
も
り
で
す
。
志
野
善
九
氏
は
す

で
に
作
品
に
ゴ
ス
を
か
け
焼
き
へ
廻
し
た
と
か
、
先
生
方
の
お
作
が
評
判
で
毎
日
お
客

が
お
し
か
け
て
善
九
庵
が
賑
っ
た
と
か
う
れ
し
い
便
り
で
す
。

四
月
の
発
表
が
待
た
れ
ま
す
。
そ
の
折
は
是
非
御
来
遊
下
さ
る
よ
う
是
非
是
非
北
川
先

生
と
御
一
緒
に
御
待
ち
申
し
て
い
ま
す
。
奥
さ
ま
へ
よ
ろ
し
く
御
伝
え
下
さ
い
ま
せ
。

敬
具

東
本
春
水
33

熊
谷
守
一
先
生

書
簡
〇
三
五
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
六
年
三
月
一
〇
日

　
消
印
：
16
．
3
．
10

　
文
書
目
録
１
３
２
８

拝
啓

　
時
下
春
暖
の
候
と
相
成
り
御
高
堂
益
々
御
清
栄
之
段
奉
賀
候

陳
者
先
日
は
御
多
忙
中
を
御
伺
致
し

　
書
の
御
揮
毫
を
御
願
致
し
有
難
く
厚
く
御
礼
申

上
候

　
岡
島
君
其
の
他
知
人
に
分
配
致
候

尚
本
日
は
「
み
づ
ゑ
」
34
を
御
恵
与
被
下
恐
縮
至
極
に
存
じ
候

　
四
月
の
先
生
其
の
他

の
焼
物
展
は
今
か
ら
大
に
期
待
致
し
居
候

　
他
日
先
生
御
手
造
の
茶
盌

　
皿

　
盃
等
の

展
覧
会
を
御
開
催
の
程
小
生
等
希
望
致
し
居
候

尚
石
田
君
（
御
不
動
さ
ん
の
絵
を
御
願
致
し
た
る
者
）
の
依
頼
に
御
座
候
え
共
「
げ
ん

ご
ろ
う
虫
」
の
絵
を
も
御
描
き
く
だ
さ
る
様
先
生
に
御
願
致
し
呉
れ
と
申
し
居
候

　
御

閑
暇
の
折
同
君
の
為
に
御
描
き
く
だ
さ
れ
度
候

尚
小
生
も
先
生
の
日
本
画
は
名
作

　
壱
百
点
蒐
集
の
望
に
御
座
候
間

　
題
材
の
如
何
大

さ
の
如
何
を
問
わ
ず
面
白
き
も
の
の
御
出
来
の
節
は
御
送
り
被
下
度
候

先
つ〔
ず
〕は
御
礼
ま
で

　
末
筆
乍
ら
奥
様
始
め
皆
様
に
宜
し
く
御
伝
声
被
下
度
候

敬
具

木
村
定
三

三
月
十
日

熊
谷
守
一
様侍

史

31
　
北
川
民
次
（
一
八
九
四
〜
一
九
八
九
）
は
静
岡
県
出
身
の
洋
画
家
。
二
科
会
に
所
属
し
、
東
海
地
方
の
洋
画
壇
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。

32
　
横
井
礼
以
（
一
八
八
六
〜
一
九
八
〇
）
は
愛
知
県
出
身
の
洋
画
家
。
本
名
は
禮
一
。
二
科
会
で
活
躍
し
た
。
書
簡
〇
三
六
〇
に
あ
る
よ
う
に
一
九
五
四
年
以
前
は
禮
市
を
画
号
と
し
て
い
た
。

33
　
東
本
春
水
（
一
九
一
〇
〜
一
九
八
八
）
は
大
分
県
出
身
の
洋
画
家
。
北
斗
会
に
所
属
し
一
九
三
五
年
以
降
二
科
展
に
も
出
品
し
た
。

34
　
熊
谷
守
一
を
特
集
し
た
雑
誌
『
み
づ
ゑ
』（
美
術
出
版
社
、
一
九
四
〇
年
一
二
月
号
）
の
こ
と
。

013

下
さ
い
。

草
々
不
一

十
二
月
二
十
四
日

熊
谷
守
一

木
村
定
三
様

書
簡
〇
三
〇
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
六
年
一
月
九
日

　
消
印
：
16
．
1
．
９

　
文
書
目
録
１
３
０
２

紀
元
弐
千
六
百
第
一
年
の
新
春
を
御
祝
申
上
ま
す
。

本
年
は
正
月
元
旦
以
後
誠
に
暖
き
日
が
続
き
春
三
月
頃
の
如
き
感
じ
が
致
し
ま
す
。
皆

様
に
は
御
元
気
に
て
新
春
を
御
迎
え
な
さ
れ
た
事
と
存
じ
ま
す
。

小
生
宅
に
お
い
て
は
去
る
十
二
月
十
九
日
に
は
妹
が
死
亡
致
し
ま
し
た
。
本
年
正
月
五

日
に
は
愚
妻
が
男
児
を
出
産
致
し
ま
し
た
。

妹
の
死
亡
は
全
く
予
想
外
に
て
気
の
毒
に
思
っ
て
居
り
ま
す
。

尚
昨
日
奈
良
の
濱
田
さ
ん
よ
り
熊
谷
先
生
の
猫
の
絵
を
送
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
大
変
好

き
な
絵
で
す
。
表
装
と
箱
を
変
え
る
積
り
で
す
。

此
の
猫
の
絵
の
代
金
を
御
送
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
ら
何
卒
金
額
を
御
知
ら
せ
下
さ

い
。

先
日
当
地
帝
大
病
院
勤
務
の
お
医
者
さ
ん
が
小
生
宅
へ
参
ら
れ
て
先
生
の
話
を
致
し
丸

善
に
て
洋
画
（
菊
の
あ
る
風
景
の
絵
）
を
買
っ
て
行
き
ま
し
た
。
或
は
既
に
先
生
の
御

宅
へ
御
伺〔
い
〕な
さ
れ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
先
生
の
洋
画
は
既
に
十
年
程
前
か
ら
注

意
し
て
見
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

時
節
柄
皆
様
御
健
康
に
御
注
意
下
さ
い
。

敬
具

一
月
九
日
夜

木
村
定
三

熊
谷
守
一
様侍

史
30

書
簡
〇
三
一
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
　
昭
和
一
六
年
一
月
一
三
日

　
消
印
：
16
．
1
．
13

拝
呈

　
御
令
妹
御
永
眠
の
を〔
お
〕も
む
き
ま
こ
と
に
御
淋
し
き
事
に
御
座
い
ま
す
。
御

冥
福
を
御
祈
り
至〔
致
〕し
ま
す
。

正
月
に
男
の
子
御
出
生
の
由
御
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

小
生
大
阪
展
の
猫
の
絵
は
六
拾
五
円
で
御
座
い
ま
し
た
。
先
日
名
古
屋
帝
大
病
院
の
方

に
御
会
い
い
た
し
ま
し
た
。
今
冬
は
当
地
と
て
も
あ
た
た
か
で
御
座
い
ま
す
。

敬
白

昭
和
十
六
年
一
月
十
二
日

熊
谷
守
一

木
村
定
三
様机

下

書
簡
〇
三
二
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
六
年
一
月
二
七
日

　
消
印
：
16
．
1
．
27

　
文
書
目
録
１
３
１
１

熊
谷
守
一
様侍

史

拝
啓

　
其
の
後
御
無
沙
汰
致
し
ま
し
た
が
皆
様
御
変
り
無
き
事
と
存
じ
ま
す
。

先
日
濱
田
さ
ん
よ
り
御
送
り
く
だ
さ
い
ま
し
た
猫
の
絵
の
代
金
六
十
五
円
也
為
替
に
て

御
同
封
致
し
ま
し
た
か
ら
御
受
取
く
だ
さ
い
。

定
三
拝

書
簡
〇
三
三
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
　
昭
和
一
六
年
二
月
一
日

　
消
印
：
16
．
２
．
１

30
　
封
筒
表
に
熊
谷
メ
モ
「
返
」
あ
り
。
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す
が
、
仲〔
中
〕々
お
骨
も
お
れ
ま
し
ょ
う
か
ら
何
で
も
極〔
く
〕気
楽
に
御
自
由
に
軽
い

気
持
で
お
願
い
申
し
ま
す
。

北
川
先
生
の
は
メ
キ
シ
コ
の
男
女
を
あ
つ
か
っ
た
作
を
枕
屏
風
に
し
ま
し
た
。
横
井
先

生
も
日
本
画
賛
助
出
品
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

十
日
の
日
に
北
川
先
生
が
御
来
名
さ
れ
ま
す
の
で
九
日
夕
ま
で
に
甚
だ
恐
縮
で
す
が
速

筆
御
完
成
の
程
願
い
あ
げ
ま
す
。

い
づ
れ
又
御
拝
眉
の
上
重
々
お
礼
を
申
し
と
う
存
じ
ま
す
。
先
生
に
云
わ
れ
て
北
川
先

生
と
み
に
舞
妓
を
描
き
た
が
っ
て
い
ま
す
。
も
し
実
現
す
れ
ば
北
川
先
生
と
の
お
約
束

で
本
年
の
二
科
へ
は
熊
谷
先
生
は
百
号
を
か
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
と
一
同
御
期
待
申

し
て
い
ま
す
。

奥
さ
ま
外
御
一
同
さ
ま
へ
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。
又
近
い
中
御
出〔
で
〕下
さ
る
よ
う
お
待

ち
申
し
て
い
ま
す
。

二
日

東
本
春
水

熊
谷
守
一
先
生

37

書
簡
〇
三
八
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
　
昭
和
一
六
年
六
月
二
八
日

拝
呈

　
大
阪
小
生
個
展

38
の
せ
つ
は
御
出
張
下
さ
れ
有
り
難
を〔
う
〕御
座
い
ま
し
た
。

亦
名
古
屋
で
も
御
世
話
に
成
り
ま
し
て
有
難
を〔
う
〕御
座
い
ま
す

39
。
奥
様
始
め
皆
様

に
も
宜
し
く
御
伝
え
下
さ
い
。
木
村
さ
ん
所
の
赤
ち
ゃ
ん
の
可
愛
ら
し
い
の
を
只
今
も

思
い
出
し
て
居
り
ま
す
。
当
地
は
雨
続
き
で
御
座
い
ま
す
か〔
が
〕小
生
相
変
ら
ず
て

〔
で
〕御
座
い
ま
す
。

草
々
不
一

六
月
二
十
八
日

熊
谷
守
一

木
村
定
三
様

書
簡
〇
三
九
〇
　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
六
年
七
月
四
日
　
消
印
：
16
．
7
．
４
　
文
書
目
録
１
４
０
３

拝
啓

　
其
の
後
は
大
変
御
無
沙
汰
致
し
ま
し
た
が
皆
様
御
変
り
無
き
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
当
地
は
連
日
暑
く
て
殊
に
夜
な
ど
は
蒸
し
暑
く
て
寝
ら
れ
な
く
て
困
り
ま
す
。

先
日
瀬
戸
に
て
先
生
に
絵
を
描
い
て
頂
き
ま
し
た
志
野
の
茶
盌
の
中
四
個

40
が
焼
き
上

り
ま
し
た
が
、
蟷
螂
の
茶
盌
が
一
番
良
い
出
来
で
す
。
後
の
分
を
楽〔
し
〕み
に
し
て
い

ま
す
。
赤
坊
（
篤
夫
）
も
毎
日
元
気
に
遊
ん
だ
り
泣
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
皆
様
に
何

卒
宜
し
く
。

敬
具

木
村
定
三

七
月
四
日

熊
谷
守
一
様侍

史

書
簡
〇
四
〇
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
六
年
九
月
八
日

　
消
印
：
16
．
9
．
8

　
文
書
目
録
１
４
５
７

拝
啓

　
其
の
後
は
長
ら
く
御
無
沙
汰
致
し
ま
し
た
が
皆
様
御
変
り
あ
り
ま
せ
ん
か
御
伺

申
上
ま
す
。
家
の
赤
坊
も
大
分
大
き
く
な
り
歯
も
二
本
生
え
何
で
も
口
へ
入
れ
様
と
し

ま
す
の
で
眼
が
離
せ
ま
せ
ん
。

其
れ
か
ら
今
年
の
二
科
の
先
生
の
出
品
画
桃
は
ま
だ
売
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
ら
小
生

が
買
わ
せ
て
頂
き
度〔
く
〕思
い
ま
す
。
今
年
の
御
出
品
は
一
点
の
み
で
す
か
。
小
生
雑

37
　
書
簡
に
熊
谷
メ
モ
「
春
花
、
夏
雲
、
秋
月
、
冬
雪
」
あ
り
。

38
　「
大
阪
個
展
」
は
一
九
四
一
年
六
月
一
一
日
か
ら
一
五
日
ま
で
、
大
阪
阪
急
で
開
催
さ
れ
た
「
第
三
回
熊
谷
守
一
画
伯
日
本
画
展
」
の
こ
と
。

39
　
同
年
五
月
一
五
日
か
ら
一
七
日
ま
で
開
か
れ
た
「
第
四
回
双
弦
会
日
本
画
展
へ
の
賛
助
出
品
」
に
際
し
て
、
木
村
邸
に
宿
泊
し
た
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

40
　「
志
野
の
茶
盌
の
中
四
個
」
は
、《
か
ま
き
り
》（M

771

）、《
蝸
牛
》（M

769

）、《
熟
柿
》（M

770

）、《
紅
梅
》（M

768

）
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
四
点
は
全
て
一
九
四
一
年
の
作
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

015

書
簡
〇
三
六
〇

　
東
本
春
水
方

　
双
弦
会
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
六
年
四
月
一
五
日

　
文
書
目
録
１
３
４
６

趣
味
の
陶
画
三
昧
展

萬
華
爛
漫
の
春
も
た
け
な
わ
の
と
き
、銃
後
日
本
の
健
全
な
る
美
術
文
化
昂
揚
の
た
め
、

こ
こ
に
二
科
会
員
熊
谷
守
一
、
横
井
禮
市
、
北
川
民
次
の
三
先
生
を
聘
し
て
趣
味
の
陶

画
三
昧
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

熊
谷
先
生
の
流
麗
豁
達
、
鉄
斎
を
し
の
ぶ
雄
渾
の
筆
致
、
横
井
先
生
の
日
本
画
的
清
澄

透
徹
の
境
地
、
北
川
先
生
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
風
俗
、
巧
緻
な
画
面
構
成
等
、
必
ず
や

御
鑑
賞
諸
賢
を
し
て
さ・

び・

を
愛
す
る
日
本
的
情
趣
、
閑
雅
寂
然
の
中
に
、
馥
郁
た
る
芸

術
の
三
昧
境
に
至
ら
し
め
、
低
徊
去
る
を
得
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
又

今
春
美
術
鑑
賞
界
で
の
最
も
興
味
あ
る
話
題
と
も
な
り
ま
し
ょ
う
。

何
卒
左
記
に
依
り
御
家
族
御
同
伴
に
て
御
来
鑑
の
栄
を
賜
る
よ
う
御
案
内
申
し
あ
げ
ま

す
。

敬
白

昭
和
十
六
年
四
月

　
　
　
名
古
屋
市
昭
和
区
若
柳
町
一
―
二
〇

　
東
本
春
水
方

　
　
　
主
催

　
双
弦
会

　
　
　
記

趣
味
の
陶
画
三
昧
展

一
、 

 

会
場

　
広
小
路
丸
善
日
本
館
（
会
場
入
口
は
明
治
屋
角
を
南
呉
服
町
筋
南

へ
入
る
西
側
）

一
、 

会
期

　  

昭
和
十
六
年
四
月
二
十
二
日
―
二
十
三
日
（
招
待
日
） 

四
月
二
十
四
日
―
二
十
六
日
（
公
開
日
）

一
、 

作
家
　
二
科
会
員
　
熊
谷
守
一
先
生

 

　
　
　
　
同
　
　
　
横
井
禮
市
先
生

 

　
　
　
　
同
　
　
　
北
川
民
次
先
生

小
品
　
双
弦
会
会
員
　
東
本
春
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
鈴
木
夢
平

作
陶

　
善
九
庵

　
村
瀬
善
九

35

一
、
作
品

　
花
瓶

　
三
十
点

　
　
　
飾
皿
（
果
実
盛
）
三
十
点

　
　
　
　
　
輪
立

　
三
十
点

　
　
　
沫
茶
々
椀

　
三
十
点

　
　
　
　
　
徳
利

　
六
十
点

　
　
　
菓
子
器

　
三
十
点

　
　
　
　
　
盃

　
二
百
十
点

　
　
趣
味
の
色
紙
（
表
装
掛
軸
付
）
三
十
点

以
上

36

書
簡
〇
三
七
〇

　
双
弦
会

　
北
斗
会

　
東
本
春
水
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
六
年
五
月
三
日

　
消
印
：
16
．
5
．
３

　
文
書
目
録
１
３
５
８

拝
呈

　
先
般
は
わ
ざ
わ
ざ
御
来
名
下
さ
れ
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
何
の
、
そ
し

て
充
分
の
御
接
待
も
出
来
ず
甚
だ
恐
縮
に
存
じ
ま
す
。

汽
車
の
旅
も
混
ん
で
い
ま
し
た
の
で
さ
ぞ
お
労〔
疲
〕れ
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
お
蔭

を
も
っ
て
双
弦
会
「
趣
味
の
陶
画
三
昧
展
」
も
す
み
ま
し
て
多
大
の
反
響
を
呼
び
ま
し

た
。
先
生
方
の
お
作
二
、三
点
贈
呈
い
た
し
た
く
私
方
で
保
管
し
て
あ
り
ま
す
。
北
川

先
生
御
来
名
の
折
お
あ
つ
ら
え
い
た
し
ま
す
。

次
に
来
る
十
三
日
よ
り
丸
善
日
本
間
に
お
い
て
双
弦
会
（
第
四
回
）
日
本
画
展
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
別
途
御
送
附
申
し
ま
し
た
る
尺
八
横
物
二
枚
及
び
利
休

屏
風
張
合
わ
せ
（
二
曲
一
双
）
用
の
色
紙
（
四
点
）
扇
面
大
小
（
各
四
点
）
短
冊
（
四

点
）
特
別
賛
助
に
て
御
描
き
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
ま
す
。
尺
八
横
物
一
枚
、
色
紙

扇
面
短
冊
一
枚
づ〔
ず
〕つ
余
分
を
入
れ
て
お
き
ま
し
た
。

展
鑑
の
お
作
は
全
部
私
達
双
弦
会
の
お
引
受
で
お
礼
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

何
の
絵
で
も
い
い
で
す
。
屏
風
へ
は
こ
う
云
う
風
に
張
り
合
わ
せ
す
る
予
定
で
す
。
短

冊
等
へ
は
字
を
か
い
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。
例
え
ば
俳
句
な
ど
。
又
は「
春
花
」

「
夏
雲
」「
秋
月
」「
冬
雪
」
等
と
か
い
て
い
た
だ
い
て
も
面
白
い
と
想
い
ま
す
。
又
は

屏
風
の
片
面
ず
つ
（
四
枚
）
を
春
、
夏
、
秋
、
冬
、
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
も
面
白
い
で

35
　
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
村
瀬
善
九
（
生
没
年
不
詳
）
が
作
陶
し
、
熊
谷
が
絵
付
け
し
た
作
品
が
《
二
匹
か
ま
き
り
》（JA

200200004000

）
ほ
か
計
六
点
あ
る
。
恐
ら
く
は
こ
の
時
の
出
品
作
で
あ
ろ
う
。

36
　
こ
れ
は
印
刷
さ
れ
た
案
内
状
で
あ
る
。
封
筒
裏
に
熊
谷
メ
モ
「
毛
五
月
中
二
三
枚
」
あ
り
。
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す
が
、
仲〔
中
〕々
お
骨
も
お
れ
ま
し
ょ
う
か
ら
何
で
も
極〔
く
〕気
楽
に
御
自
由
に
軽
い

気
持
で
お
願
い
申
し
ま
す
。

北
川
先
生
の
は
メ
キ
シ
コ
の
男
女
を
あ
つ
か
っ
た
作
を
枕
屏
風
に
し
ま
し
た
。
横
井
先

生
も
日
本
画
賛
助
出
品
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

十
日
の
日
に
北
川
先
生
が
御
来
名
さ
れ
ま
す
の
で
九
日
夕
ま
で
に
甚
だ
恐
縮
で
す
が
速

筆
御
完
成
の
程
願
い
あ
げ
ま
す
。

い
づ
れ
又
御
拝
眉
の
上
重
々
お
礼
を
申
し
と
う
存
じ
ま
す
。
先
生
に
云
わ
れ
て
北
川
先

生
と
み
に
舞
妓
を
描
き
た
が
っ
て
い
ま
す
。
も
し
実
現
す
れ
ば
北
川
先
生
と
の
お
約
束

で
本
年
の
二
科
へ
は
熊
谷
先
生
は
百
号
を
か
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
と
一
同
御
期
待
申

し
て
い
ま
す
。

奥
さ
ま
外
御
一
同
さ
ま
へ
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。
又
近
い
中
御
出〔
で
〕下
さ
る
よ
う
お
待

ち
申
し
て
い
ま
す
。

二
日

東
本
春
水

熊
谷
守
一
先
生

37

書
簡
〇
三
八
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
　
昭
和
一
六
年
六
月
二
八
日

拝
呈

　
大
阪
小
生
個
展

38
の
せ
つ
は
御
出
張
下
さ
れ
有
り
難
を〔
う
〕御
座
い
ま
し
た
。

亦
名
古
屋
で
も
御
世
話
に
成
り
ま
し
て
有
難
を〔
う
〕御
座
い
ま
す

39
。
奥
様
始
め
皆
様

に
も
宜
し
く
御
伝
え
下
さ
い
。
木
村
さ
ん
所
の
赤
ち
ゃ
ん
の
可
愛
ら
し
い
の
を
只
今
も

思
い
出
し
て
居
り
ま
す
。
当
地
は
雨
続
き
で
御
座
い
ま
す
か〔
が
〕小
生
相
変
ら
ず
て

〔
で
〕御
座
い
ま
す
。

草
々
不
一

六
月
二
十
八
日

熊
谷
守
一

木
村
定
三
様

書
簡
〇
三
九
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
六
年
七
月
四
日

　
消
印
：
16
．
7
．
４

　
文
書
目
録
１
４
０
３

拝
啓

　
其
の
後
は
大
変
御
無
沙
汰
致
し
ま
し
た
が
皆
様
御
変
り
無
き
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
当
地
は
連
日
暑
く
て
殊
に
夜
な
ど
は
蒸
し
暑
く
て
寝
ら
れ
な
く
て
困
り
ま
す
。

先
日
瀬
戸
に
て
先
生
に
絵
を
描
い
て
頂
き
ま
し
た
志
野
の
茶
盌
の
中
四
個

40
が
焼
き
上

り
ま
し
た
が
、
蟷
螂
の
茶
盌
が
一
番
良
い
出
来
で
す
。
後
の
分
を
楽〔
し
〕み
に
し
て
い

ま
す
。
赤
坊
（
篤
夫
）
も
毎
日
元
気
に
遊
ん
だ
り
泣
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
皆
様
に
何

卒
宜
し
く
。

敬
具

木
村
定
三

七
月
四
日

熊
谷
守
一
様侍

史

書
簡
〇
四
〇
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
六
年
九
月
八
日

　
消
印
：
16
．
9
．
8

　
文
書
目
録
１
４
５
７

拝
啓

　
其
の
後
は
長
ら
く
御
無
沙
汰
致
し
ま
し
た
が
皆
様
御
変
り
あ
り
ま
せ
ん
か
御
伺

申
上
ま
す
。
家
の
赤
坊
も
大
分
大
き
く
な
り
歯
も
二
本
生
え
何
で
も
口
へ
入
れ
様
と
し

ま
す
の
で
眼
が
離
せ
ま
せ
ん
。

其
れ
か
ら
今
年
の
二
科
の
先
生
の
出
品
画
桃
は
ま
だ
売
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
ら
小
生

が
買
わ
せ
て
頂
き
度〔
く
〕思
い
ま
す
。
今
年
の
御
出
品
は
一
点
の
み
で
す
か
。
小
生
雑

37
　
書
簡
に
熊
谷
メ
モ
「
春
花
、
夏
雲
、
秋
月
、
冬
雪
」
あ
り
。

38
　「
大
阪
個
展
」
は
一
九
四
一
年
六
月
一
一
日
か
ら
一
五
日
ま
で
、
大
阪
阪
急
で
開
催
さ
れ
た
「
第
三
回
熊
谷
守
一
画
伯
日
本
画
展
」
の
こ
と
。

39
　
同
年
五
月
一
五
日
か
ら
一
七
日
ま
で
開
か
れ
た
「
第
四
回
双
弦
会
日
本
画
展
へ
の
賛
助
出
品
」
に
際
し
て
、
木
村
邸
に
宿
泊
し
た
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

40
　「
志
野
の
茶
盌
の
中
四
個
」
は
、《
か
ま
き
り
》（M

771

）、《
蝸
牛
》（M

769

）、《
熟
柿
》（M

770

）、《
紅
梅
》（M

768

）
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
四
点
は
全
て
一
九
四
一
年
の
作
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

015

書
簡
〇
三
六
〇

　
東
本
春
水
方

　
双
弦
会
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
六
年
四
月
一
五
日

　
文
書
目
録
１
３
４
６

趣
味
の
陶
画
三
昧
展

萬
華
爛
漫
の
春
も
た
け
な
わ
の
と
き
、銃
後
日
本
の
健
全
な
る
美
術
文
化
昂
揚
の
た
め
、

こ
こ
に
二
科
会
員
熊
谷
守
一
、
横
井
禮
市
、
北
川
民
次
の
三
先
生
を
聘
し
て
趣
味
の
陶

画
三
昧
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

熊
谷
先
生
の
流
麗
豁
達
、
鉄
斎
を
し
の
ぶ
雄
渾
の
筆
致
、
横
井
先
生
の
日
本
画
的
清
澄

透
徹
の
境
地
、
北
川
先
生
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
風
俗
、
巧
緻
な
画
面
構
成
等
、
必
ず
や

御
鑑
賞
諸
賢
を
し
て
さ・

び・

を
愛
す
る
日
本
的
情
趣
、
閑
雅
寂
然
の
中
に
、
馥
郁
た
る
芸

術
の
三
昧
境
に
至
ら
し
め
、
低
徊
去
る
を
得
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
又

今
春
美
術
鑑
賞
界
で
の
最
も
興
味
あ
る
話
題
と
も
な
り
ま
し
ょ
う
。

何
卒
左
記
に
依
り
御
家
族
御
同
伴
に
て
御
来
鑑
の
栄
を
賜
る
よ
う
御
案
内
申
し
あ
げ
ま

す
。

敬
白

昭
和
十
六
年
四
月

　
　
　
名
古
屋
市
昭
和
区
若
柳
町
一
―
二
〇

　
東
本
春
水
方

　
　
　
主
催

　
双
弦
会

　
　
　
記

趣
味
の
陶
画
三
昧
展

一
、 

 

会
場

　
広
小
路
丸
善
日
本
館
（
会
場
入
口
は
明
治
屋
角
を
南
呉
服
町
筋
南

へ
入
る
西
側
）

一
、 

会
期

　  

昭
和
十
六
年
四
月
二
十
二
日
―
二
十
三
日
（
招
待
日
） 

四
月
二
十
四
日
―
二
十
六
日
（
公
開
日
）

一
、 

作
家

　
二
科
会
員

　
熊
谷
守
一
先
生

 

　
　
　
　
同

　
　
　
横
井
禮
市
先
生

 

　
　
　
　
同

　
　
　
北
川
民
次
先
生

小
品

　
双
弦
会
会
員

　
東
本
春
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
鈴
木
夢
平

作
陶

　
善
九
庵

　
村
瀬
善
九

35

一
、
作
品

　
花
瓶

　
三
十
点

　
　
　
飾
皿
（
果
実
盛
）
三
十
点

　
　
　
　
　
輪
立

　
三
十
点

　
　
　
沫
茶
々
椀

　
三
十
点

　
　
　
　
　
徳
利

　
六
十
点

　
　
　
菓
子
器

　
三
十
点

　
　
　
　
　
盃

　
二
百
十
点

　
　
趣
味
の
色
紙
（
表
装
掛
軸
付
）
三
十
点

以
上

36

書
簡
〇
三
七
〇

　
双
弦
会

　
北
斗
会

　
東
本
春
水
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
六
年
五
月
三
日

　
消
印
：
16
．
5
．
３

　
文
書
目
録
１
３
５
８

拝
呈

　
先
般
は
わ
ざ
わ
ざ
御
来
名
下
さ
れ
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
何
の
、
そ
し

て
充
分
の
御
接
待
も
出
来
ず
甚
だ
恐
縮
に
存
じ
ま
す
。

汽
車
の
旅
も
混
ん
で
い
ま
し
た
の
で
さ
ぞ
お
労〔
疲
〕れ
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
お
蔭

を
も
っ
て
双
弦
会
「
趣
味
の
陶
画
三
昧
展
」
も
す
み
ま
し
て
多
大
の
反
響
を
呼
び
ま
し

た
。
先
生
方
の
お
作
二
、三
点
贈
呈
い
た
し
た
く
私
方
で
保
管
し
て
あ
り
ま
す
。
北
川

先
生
御
来
名
の
折
お
あ
つ
ら
え
い
た
し
ま
す
。

次
に
来
る
十
三
日
よ
り
丸
善
日
本
間
に
お
い
て
双
弦
会
（
第
四
回
）
日
本
画
展
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
別
途
御
送
附
申
し
ま
し
た
る
尺
八
横
物
二
枚
及
び
利
休

屏
風
張
合
わ
せ
（
二
曲
一
双
）
用
の
色
紙
（
四
点
）
扇
面
大
小
（
各
四
点
）
短
冊
（
四

点
）
特
別
賛
助
に
て
御
描
き
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
ま
す
。
尺
八
横
物
一
枚
、
色
紙

扇
面
短
冊
一
枚
づ〔
ず
〕つ
余
分
を
入
れ
て
お
き
ま
し
た
。

展
鑑
の
お
作
は
全
部
私
達
双
弦
会
の
お
引
受
で
お
礼
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

何
の
絵
で
も
い
い
で
す
。
屏
風
へ
は
こ
う
云
う
風
に
張
り
合
わ
せ
す
る
予
定
で
す
。
短

冊
等
へ
は
字
を
か
い
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。
例
え
ば
俳
句
な
ど
。
又
は「
春
花
」

「
夏
雲
」「
秋
月
」「
冬
雪
」
等
と
か
い
て
い
た
だ
い
て
も
面
白
い
と
想
い
ま
す
。
又
は

屏
風
の
片
面
ず
つ
（
四
枚
）
を
春
、
夏
、
秋
、
冬
、
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
も
面
白
い
で

35
　
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
村
瀬
善
九
（
生
没
年
不
詳
）
が
作
陶
し
、
熊
谷
が
絵
付
け
し
た
作
品
が
《
二
匹
か
ま
き
り
》（JA

200200004000

）
ほ
か
計
六
点
あ
る
。
恐
ら
く
は
こ
の
時
の
出
品
作
で
あ
ろ
う
。

36
　
こ
れ
は
印
刷
さ
れ
た
案
内
状
で
あ
る
。
封
筒
裏
に
熊
谷
メ
モ
「
毛
五
月
中
二
三
枚
」
あ
り
。
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書
簡
〇
四
三
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
六
年
一
一
月
一
日
43 

　
文
書
目
録
１
６
７
３

拝
啓
　
今
月
初
小
生
上
京
の
予
定
の
処
都
合
に
て
中
止
致
候
間
　
先
般
御
送
付
被
下
候

絵
の
代
金
未
払
分
（
十
一
枚
分
）
金
参
百
参
十
円
也
送
金
小
切
手
に
て
同
封
致
候
間
　

池
袋
の
日
本
昼
夜
銀
行
に
て
御
受
取
被
下
度
候

　
乍
末
筆
皆
様
に
宜
し
く
御
伝
声
被
下

度
候

敬
具

十
一
月
一
日

木
村
定
三

熊
谷
守
一
様侍

史

書
簡
〇
四
四
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
　
昭
和
一
六
年
一
一
月
六
日

　
消
印
：
16
．
11
．
6

拝
呈

　
御
手
紙
有
難〔
く
〕拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
同
封
小
切
手
戴
き
ま
し
た
。
有
難
を

〔
う
〕御
座
い
ま
す
。
小
生
何
か
図
柄
の
変〔
わ
っ
〕た
も
の
出
来
ま
し
た
ら
御
目
に
掛
け

ま
す
。
先
日
中
川
紀
元
44
氏
主
催
毛
筆
画
画
会
45
に
中
川
、
鍋
井
46
、
島
崎
、
東
郷
47

に
小
生
各
々
十
六
枚
出
品
し
ま
し
て
其
れ
に
よ
ば
れ
て
木
曽
福
島
に
行
き
ま
し
た
。
小

生
親
類
が
そ
こ
に
居
り
ま
す
の
で
居
の
こ
り
ま
し
て
小
形
ビ
ョ
ウ
ブ
に
小
生
丸
善
展
に

出
品
し
ま
し
た
（
群
烏
）
と
同
じ
図
柄
の
絵
を
描〔
い
〕て
来
ま
し
た
。
小
生
甲
州
河
口

湖
に
書
生
さ
ん
が
居
り
ま
す
の
で
天
気
よ
ろ
し
け
れ
ば
明
日
二
、三
日
の
よ
定
で
出
掛

け
ま
す
（
油
画
描
き
に
）。
皆
様
に
宜
し
く
。

草
々
不
一

十
一
月
四
日

熊
谷
守
一

木
村
定
三
様侍

史

書
簡
〇
四
五
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
六
年
一
二
月
五
日

　
消
印
：
16
．
12
．
５

　
文
書
目
録
１
５
０
５

拝
啓

　
御
高
堂
益
々
御
清
栄
之
段
奉
賀
候

　
陳
者
小
生
十
二
月
八
日
御
宅
へ
御
伺
致
し

度
存
候
間

　
勝
手
乍
ら
同
日
御
在
宅
被
下
度
候

敬
具

書
簡
〇
四
六
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
　
昭
和
一
七
年
四
月
二
六
日

　
消
印
：
17
．
4
．
26

拝
呈

　
御
手
紙
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
其
后
小
生
す
っ
か
り
怠〔
け
〕て
居
り
ま
す
が
木

村
さ
ん
へ
も
少
し
で
も
出
来
ま
し
た
ら
御
送
り
い
た
し
ま
す
。
油
絵
も
出
来
ま
し
た
ら

御
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
御
送
り
下
さ
い
ま
し
た
金
壹
千
円
小
切
手
戴
き
ま
し
た
。

坂
本
繁
二
郎
氏
は
か
け
は
な
れ
て
居
り
ま
し
て
様
子
が
明〔
わ
か
〕り
ま
せ
ん
か〔
が
〕手

紙
に
て
催
促
い
た
し
ま
す
。
十
八
日
は
小
生
宅
で
飛
行
き
見
て
居
ま
し
た
ら
其
れ
を
高

シ
ャ
ホ
ウ
が
打
ち
出
し
、
其
れ
で
敵
の
飛
行
き
と
気
が
付
き
ま
し
た
様
な
次
第
で
す
。

皆
様
に
宜
し
く
御
つ
た
え
下
さ
い
ま
せ
。

草
々
不
一

四
月
二
十
四
日

熊
谷
守
一

木
村
定
三
様
48

44
　
中
川
紀
元
（
一
八
九
二
〜
一
九
七
二
）
は
長
野
県
出
身
の
洋
画
家
。
二
科
会
で
活
躍
し
、
戦
後
は
熊
谷
ら
と
二
紀
会
を
創
立
し
た
。

45
　
蘇
峡
四
皓
会
が
継
続
的
に
主
催
し
た
「
熊
谷
、
鍋
井
、
中
川
、
東
郷
、
島
崎
五
画
伯
作
品
頒
布
会
」
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
関
連
す
る
資
料
と
し
て
文
書
目
録1451

な
ど
、
新
津
文
紀
か
ら
の
一
連
の
書
簡
が
あ
る
。

46
　
鍋
井
克
之
（
一
八
八
八
〜
一
九
六
九
）
は
大
阪
府
出
身
の
洋
画
家
。
二
科
会
で
活
躍
し
、
戦
後
は
熊
谷
ら
と
二
紀
会
を
創
立
し
た
。

47
　
東
郷
青
児
（
一
八
九
七
〜
一
九
七
八
）
は
鹿
児
島
県
出
身
の
洋
画
家
。
二
科
会
で
活
躍
し
、
戦
後
は
会
長
と
し
て
一
時
代
を
築
い
た
。
　

48
　
こ
の
書
簡
は
「
熊
谷
用
箋
」
と
印
刷
さ
れ
た
便
箋
を
使
用
し
て
い
る
。

017

用
あ
り
て
上
京
で
き
ず
二
科
や
院
展
を
見
ら
れ
な
い
で
残
念
で
す
。
名
古
屋
へ
来
る
の

を
楽〔
し
〕み
に
し
て
い
ま
す
。

日
本
画
の
方
も
其
の
後
未
だ
何
も
出
来
ま
せ
ん
か
、
も
し
出
来
て
い
た
ら
僅
か
で
も
御

送
り
下
さ
い
。

尚
先
生
の
御
都
合
宜
し
く
ば
今
月
中
に
で
も
当
地
へ
数
日
御
来
遊
く
だ
さ
い
ま
せ
ん

か
。
長
良
川
の
鵜
飼
見
物
な
ど
の
御
供
を
致
し
度〔
く
〕思
っ
て
い
ま
す
。
猪
飼
さ
ん
も

先
生
の
御
来
遊
を
大
に
希
望
致
し
て
居
り
ま
す
。
其
の
後
油
絵
の
方
は
何
か
面
白
い
も

の
を
御
描
き
に
な
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
も
し
何
か
出
来
て
い
ま
し
た
ら
御
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
当
地
も
昨
今
は
さ
す
が
に
朝
晩
冷
気
を
感
ず
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

敬
具

九
月
七
日

木
村
定
三

熊
谷
守
一
様侍

史

書
簡
〇
四
一
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
　
昭
和
一
六
年
九
月
一
五
日

　
消
印
：
16
．
9
．
15

御
手
紙
有
難
を〔
う
〕拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
皆
様
御
丈
夫
の
御
様
子
御
喜
ひ〔
び
〕申
し

上
け〔
げ
〕ま
す
。
小
生
此
夏
は
一
寸
鼻
風
な
ど
引
い
て
居
り
ま
し
て
す
っ
か
り
怠〔
け
〕

て
ま
し
て
油
画
も
春
描
き
ま
し
た
も
の
一
点
二
科
に
出
品
し
ま
し
た
（
友
人
野
間
氏
41

に
も
ら
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
）
の
を
出
品
い
た
し
ま
し
た
）
日
本
画
の
方
近
日
出
来
ま

し
た
丈
御
送
り
い
た
し
ま
す
。
名
古
屋
へ
よ
ん
で
下
さ
れ
有
難
を〔
う
〕御
座
い
ま
す
か

〔
が
〕、
小
生
只
今
の
処
友
人
野
間
氏
と
一
週
間
位
近
日
写
生
に
行
く
約
束
か〔
が
〕有
り

ま
し
て
行
か
れ
そ
を〔
う
〕も
有
り
ま
せ
ん
。
写
生
に
行
く
日
取
り
は
き
ま〔
っ
〕て
居
り

ま
せ
ん
。
皆
様
に
宜
し
く
御
伝
え
下
さ
い
。

草
々
不
一

九
月
十
二
日

熊
谷
守
一

木
村
定
三
様

書
簡
〇
四
二
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　（
鈴
木
清
氏
持
参
）

　
　
昭
和
一
六
年
一
〇
月
一
五
日

　
文
書
目
録
１
４
７
９

拝
啓

　
其
の
後
は
意
外
の
御
無
沙
汰
致
し
ま
し
た
が
皆
様
御
変
り
無
き
こ
と
と
思
い
ま

す
。
先
日
当
市
に
て
開
催
の
二
科
展
を
見
物
致
し
先
生
の
桃
の
絵
も
親
し
く
拝
見
致
し

ま
し
た
。
ポ
カ
ン
と
し
て
い
て
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。
其
の
他
で
は
島
崎
氏
42
の「
ト

マ
ト
」
の
絵
や
横
井
さ
ん
の
雲
雀
の
絵
な
ど
は
良
い
と
思
い
ま
し
た
が
総
体
的
に
は
今

年
の
二
科
は
出
来
が
悪
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
御
多
忙
中
甚
だ
恐
縮
で
す
が
小
生

知
人
の
画
家
鈴
木
清
氏
は
先
生
の
御
宅
の
近
辺
に
在
住
し
て
居
ら
れ
、
熊
谷
先
生
に

時
々
絵
を
見
て
貰
い
度
い
と
の
希
望
に
て
小
生
よ
り
先
生
に
紹
介
し
て
呉
れ
と
の
事
に

つ
き
、
甚
だ
恐
れ
入
り
ま
す
が
御
暇
の
節
絵
を
見
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
是
非
御
願
致

し
ま
す
。
末
筆
乍
ら
奥
様
に
宜
し
く
御
伝
声
く
だ
さ
い
。
当
地
昨
今
防
空
演
習
に
て
ざ

わ
つ
い
て
い
ま
す
。

敬
具

十
月
十
五
日

木
村
定
三

熊
谷
守
一
様侍

史

41
　
野
間
仁
根
（
一
九
〇
一
〜
一
九
七
九
）
は
愛
媛
県
出
身
の
洋
画
家
。
二
科
会
で
活
躍
し
、
熊
谷
と
は
二
人
展
も
し
く
は
三
人
展
に
度
々
参
加
し
た
。

42
　
島
崎
鶏
二
（
一
九
〇
七
〜
一
九
四
四
）
は
長
野
県
出
身
の
洋
画
家
で
、
島
崎
藤
村
の
次
男
。
二
科
会
で
活
躍
し
た
。

43
　 

消
印
が
読
み
取
れ
な
い
た
め
に
正
確
な
日
付
が
不
明
だ
が
、
四
銭
切
手
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
一
二
年
四
月
一
日
〜
昭
和
一
七
年
三
月
末
ま
で
の
期
間
で
あ
ろ
う
。
昭
和
一
四
年
一
〇
月
の
時
点
で
は
熊
谷
の
自

宅
に
気
軽
に
訪
れ
る
ほ
ど
親
し
く
は
な
い
。
昭
和
一
五
年
一
〇
月
と
し
た
場
合
、
名
古
屋
個
展
の
直
前
の
訪
問
は
不
自
然
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
恐
ら
く
こ
の
書
簡
は
昭
和
一
六
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
時
に

延
期
さ
れ
た
訪
問
が
、
一
カ
月
後
に
実
現
し
た
の
だ
ろ
う
。
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書
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〇
四
三
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木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
六
年
一
一
月
一
日
43 

　
文
書
目
録
１
６
７
３

拝
啓

　
今
月
初
小
生
上
京
の
予
定
の
処
都
合
に
て
中
止
致
候
間

　
先
般
御
送
付
被
下
候

絵
の
代
金
未
払
分
（
十
一
枚
分
）
金
参
百
参
十
円
也
送
金
小
切
手
に
て
同
封
致
候
間

　

池
袋
の
日
本
昼
夜
銀
行
に
て
御
受
取
被
下
度
候

　
乍
末
筆
皆
様
に
宜
し
く
御
伝
声
被
下

度
候

敬
具

十
一
月
一
日

木
村
定
三

熊
谷
守
一
様侍

史

書
簡
〇
四
四
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
　
昭
和
一
六
年
一
一
月
六
日

　
消
印
：
16
．
11
．
6

拝
呈

　
御
手
紙
有
難〔
く
〕拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
同
封
小
切
手
戴
き
ま
し
た
。
有
難
を

〔
う
〕御
座
い
ま
す
。
小
生
何
か
図
柄
の
変〔
わ
っ
〕た
も
の
出
来
ま
し
た
ら
御
目
に
掛
け

ま
す
。
先
日
中
川
紀
元
44
氏
主
催
毛
筆
画
画
会
45
に
中
川
、
鍋
井
46
、
島
崎
、
東
郷
47

に
小
生
各
々
十
六
枚
出
品
し
ま
し
て
其
れ
に
よ
ば
れ
て
木
曽
福
島
に
行
き
ま
し
た
。
小

生
親
類
が
そ
こ
に
居
り
ま
す
の
で
居
の
こ
り
ま
し
て
小
形
ビ
ョ
ウ
ブ
に
小
生
丸
善
展
に

出
品
し
ま
し
た
（
群
烏
）
と
同
じ
図
柄
の
絵
を
描〔
い
〕て
来
ま
し
た
。
小
生
甲
州
河
口

湖
に
書
生
さ
ん
が
居
り
ま
す
の
で
天
気
よ
ろ
し
け
れ
ば
明
日
二
、三
日
の
よ
定
で
出
掛

け
ま
す
（
油
画
描
き
に
）。
皆
様
に
宜
し
く
。

草
々
不
一

十
一
月
四
日

熊
谷
守
一

木
村
定
三
様侍

史

書
簡
〇
四
五
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
六
年
一
二
月
五
日

　
消
印
：
16
．
12
．
５

　
文
書
目
録
１
５
０
５

拝
啓

　
御
高
堂
益
々
御
清
栄
之
段
奉
賀
候

　
陳
者
小
生
十
二
月
八
日
御
宅
へ
御
伺
致
し

度
存
候
間

　
勝
手
乍
ら
同
日
御
在
宅
被
下
度
候

敬
具

書
簡
〇
四
六
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
　
昭
和
一
七
年
四
月
二
六
日

　
消
印
：
17
．
4
．
26

拝
呈

　
御
手
紙
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
其
后
小
生
す
っ
か
り
怠〔
け
〕て
居
り
ま
す
が
木

村
さ
ん
へ
も
少
し
で
も
出
来
ま
し
た
ら
御
送
り
い
た
し
ま
す
。
油
絵
も
出
来
ま
し
た
ら

御
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
御
送
り
下
さ
い
ま
し
た
金
壹
千
円
小
切
手
戴
き
ま
し
た
。

坂
本
繁
二
郎
氏
は
か
け
は
な
れ
て
居
り
ま
し
て
様
子
が
明〔
わ
か
〕り
ま
せ
ん
か〔
が
〕手

紙
に
て
催
促
い
た
し
ま
す
。
十
八
日
は
小
生
宅
で
飛
行
き
見
て
居
ま
し
た
ら
其
れ
を
高

シ
ャ
ホ
ウ
が
打
ち
出
し
、
其
れ
で
敵
の
飛
行
き
と
気
が
付
き
ま
し
た
様
な
次
第
で
す
。

皆
様
に
宜
し
く
御
つ
た
え
下
さ
い
ま
せ
。

草
々
不
一

四
月
二
十
四
日

熊
谷
守
一

木
村
定
三
様
48

44
　
中
川
紀
元
（
一
八
九
二
〜
一
九
七
二
）
は
長
野
県
出
身
の
洋
画
家
。
二
科
会
で
活
躍
し
、
戦
後
は
熊
谷
ら
と
二
紀
会
を
創
立
し
た
。

45
　
蘇
峡
四
皓
会
が
継
続
的
に
主
催
し
た
「
熊
谷
、
鍋
井
、
中
川
、
東
郷
、
島
崎
五
画
伯
作
品
頒
布
会
」
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
関
連
す
る
資
料
と
し
て
文
書
目
録1451

な
ど
、
新
津
文
紀
か
ら
の
一
連
の
書
簡
が
あ
る
。

46
　
鍋
井
克
之
（
一
八
八
八
〜
一
九
六
九
）
は
大
阪
府
出
身
の
洋
画
家
。
二
科
会
で
活
躍
し
、
戦
後
は
熊
谷
ら
と
二
紀
会
を
創
立
し
た
。

47
　
東
郷
青
児
（
一
八
九
七
〜
一
九
七
八
）
は
鹿
児
島
県
出
身
の
洋
画
家
。
二
科
会
で
活
躍
し
、
戦
後
は
会
長
と
し
て
一
時
代
を
築
い
た
。
　

48
　
こ
の
書
簡
は
「
熊
谷
用
箋
」
と
印
刷
さ
れ
た
便
箋
を
使
用
し
て
い
る
。

017

用
あ
り
て
上
京
で
き
ず
二
科
や
院
展
を
見
ら
れ
な
い
で
残
念
で
す
。
名
古
屋
へ
来
る
の

を
楽〔
し
〕み
に
し
て
い
ま
す
。

日
本
画
の
方
も
其
の
後
未
だ
何
も
出
来
ま
せ
ん
か
、
も
し
出
来
て
い
た
ら
僅
か
で
も
御

送
り
下
さ
い
。

尚
先
生
の
御
都
合
宜
し
く
ば
今
月
中
に
で
も
当
地
へ
数
日
御
来
遊
く
だ
さ
い
ま
せ
ん

か
。
長
良
川
の
鵜
飼
見
物
な
ど
の
御
供
を
致
し
度〔
く
〕思
っ
て
い
ま
す
。
猪
飼
さ
ん
も

先
生
の
御
来
遊
を
大
に
希
望
致
し
て
居
り
ま
す
。
其
の
後
油
絵
の
方
は
何
か
面
白
い
も

の
を
御
描
き
に
な
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
も
し
何
か
出
来
て
い
ま
し
た
ら
御
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
当
地
も
昨
今
は
さ
す
が
に
朝
晩
冷
気
を
感
ず
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

敬
具

九
月
七
日

木
村
定
三

熊
谷
守
一
様侍

史

書
簡
〇
四
一
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
　
昭
和
一
六
年
九
月
一
五
日

　
消
印
：
16
．
9
．
15

御
手
紙
有
難
を〔
う
〕拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
皆
様
御
丈
夫
の
御
様
子
御
喜
ひ〔
び
〕申
し

上
け〔
げ
〕ま
す
。
小
生
此
夏
は
一
寸
鼻
風
な
ど
引
い
て
居
り
ま
し
て
す
っ
か
り
怠〔
け
〕

て
ま
し
て
油
画
も
春
描
き
ま
し
た
も
の
一
点
二
科
に
出
品
し
ま
し
た
（
友
人
野
間
氏
41

に
も
ら
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
）
の
を
出
品
い
た
し
ま
し
た
）
日
本
画
の
方
近
日
出
来
ま

し
た
丈
御
送
り
い
た
し
ま
す
。
名
古
屋
へ
よ
ん
で
下
さ
れ
有
難
を〔
う
〕御
座
い
ま
す
か

〔
が
〕、
小
生
只
今
の
処
友
人
野
間
氏
と
一
週
間
位
近
日
写
生
に
行
く
約
束
か〔
が
〕有
り

ま
し
て
行
か
れ
そ
を〔
う
〕も
有
り
ま
せ
ん
。
写
生
に
行
く
日
取
り
は
き
ま〔
っ
〕て
居
り

ま
せ
ん
。
皆
様
に
宜
し
く
御
伝
え
下
さ
い
。

草
々
不
一

九
月
十
二
日

熊
谷
守
一

木
村
定
三
様

書
簡
〇
四
二
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　（
鈴
木
清
氏
持
参
）

　
　
昭
和
一
六
年
一
〇
月
一
五
日

　
文
書
目
録
１
４
７
９

拝
啓

　
其
の
後
は
意
外
の
御
無
沙
汰
致
し
ま
し
た
が
皆
様
御
変
り
無
き
こ
と
と
思
い
ま

す
。
先
日
当
市
に
て
開
催
の
二
科
展
を
見
物
致
し
先
生
の
桃
の
絵
も
親
し
く
拝
見
致
し

ま
し
た
。
ポ
カ
ン
と
し
て
い
て
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。
其
の
他
で
は
島
崎
氏
42
の「
ト

マ
ト
」
の
絵
や
横
井
さ
ん
の
雲
雀
の
絵
な
ど
は
良
い
と
思
い
ま
し
た
が
総
体
的
に
は
今

年
の
二
科
は
出
来
が
悪
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
御
多
忙
中
甚
だ
恐
縮
で
す
が
小
生

知
人
の
画
家
鈴
木
清
氏
は
先
生
の
御
宅
の
近
辺
に
在
住
し
て
居
ら
れ
、
熊
谷
先
生
に

時
々
絵
を
見
て
貰
い
度
い
と
の
希
望
に
て
小
生
よ
り
先
生
に
紹
介
し
て
呉
れ
と
の
事
に

つ
き
、
甚
だ
恐
れ
入
り
ま
す
が
御
暇
の
節
絵
を
見
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
是
非
御
願
致

し
ま
す
。
末
筆
乍
ら
奥
様
に
宜
し
く
御
伝
声
く
だ
さ
い
。
当
地
昨
今
防
空
演
習
に
て
ざ

わ
つ
い
て
い
ま
す
。

敬
具

十
月
十
五
日

木
村
定
三

熊
谷
守
一
様侍

史

41
　
野
間
仁
根
（
一
九
〇
一
〜
一
九
七
九
）
は
愛
媛
県
出
身
の
洋
画
家
。
二
科
会
で
活
躍
し
、
熊
谷
と
は
二
人
展
も
し
く
は
三
人
展
に
度
々
参
加
し
た
。

42
　
島
崎
鶏
二
（
一
九
〇
七
〜
一
九
四
四
）
は
長
野
県
出
身
の
洋
画
家
で
、
島
崎
藤
村
の
次
男
。
二
科
会
で
活
躍
し
た
。

43
　 

消
印
が
読
み
取
れ
な
い
た
め
に
正
確
な
日
付
が
不
明
だ
が
、
四
銭
切
手
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
一
二
年
四
月
一
日
〜
昭
和
一
七
年
三
月
末
ま
で
の
期
間
で
あ
ろ
う
。
昭
和
一
四
年
一
〇
月
の
時
点
で
は
熊
谷
の
自

宅
に
気
軽
に
訪
れ
る
ほ
ど
親
し
く
は
な
い
。
昭
和
一
五
年
一
〇
月
と
し
た
場
合
、
名
古
屋
個
展
の
直
前
の
訪
問
は
不
自
然
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
恐
ら
く
こ
の
書
簡
は
昭
和
一
六
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
時
に

延
期
さ
れ
た
訪
問
が
、
一
カ
月
後
に
実
現
し
た
の
だ
ろ
う
。



（113）020

を
御
紹
介
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
い
ろ
い
ろ
御
忠
告
下
さ
い
ま
し
た
段
、
特
に
有
難

く
存
じ
ま
し
た
。

頓
首

書
簡
〇
五
二
〇
　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三
　
消
印
：
18
．
７
．
５

　
　
昭
和
一
八
年
七
月
四
日
53

拝
呈

御
無
音
に
打
過
き〔
ぎ
〕て
居
り
ま
す
。
今
度
う
ら
う
ち
し
ま
し
た
紙
へ
同
し〔
じ
〕様
な

図
柄
の
画
去
る
一
日
に
十
七
枚
小
包
で
御
送
り
い
た
し
ま
し
た
。
若
し
御
気
に
入
る
の

か〔
が
〕有
り
ま
し
た
ら
と
っ
て
を〔
お
〕い
て
下
さ
い
。
猪
飼
さ
ん
所
へ
は
十
枚
御
送
り

い
た
し
ま
し
た
。
御
子
供
さ
ん
も
大
き
く
な
ら
れ
ま
し
た
事
と
存
し〔
じ
〕ま
す
。
皆
様

に
宜
し
く
御
伝
え
下
さ
い
。

当
地
は
雨
量
り
降〔
っ
〕て
居
り
ま
す
。
小
生
右
肩
の
神
経
痛
に
か
か
っ
て
居
り
ま
す
が

大
し
た
事
有
り
ま
せ
ん
。

草
々
不
一

七
月
四
日

熊
谷
守
一

木
村
定
三
様

書
簡
〇
五
三
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
八
年
七
月
七
日

　
消
印
：
18
．
7
．
７

　
文
書
目
録
１
８
２
２

拝
啓

　
其
の
後
永
ら
く
御
無
沙
汰
致
し
て
居
り
ま
し
た
処
、
去
る
四
日
日
本
画
沢
山
御

送
り
く
だ
さ
い
ま
し
て
大
に
喜
ん
で
居
る
処
で
す
。

小
生
の
最
も
感
服
致
し
ま
し
た
絵
は
「
烏
の
三
匹
居
る
富
士
の
絵
」
54
と
「
三
匹
の
亀

虫
が
居
る
草
の
絵
」
と
「
蜂
の
巣
に
蜂
の
と
ま
っ
て
い
る
絵
」
55
の
三
点
で
す
。
其
の

他
良
い
絵
と
思
い
ま
す
の
は
亀
虫
（
大
の
方
）、
雨
蛙
の
沢
山
い
る
絵
、「
富
士
に
柿
」

56
の
絵
、「
富
士
山
の
頂
の
上
の
方
の
み
青
く
塗
り
他
は
全
部
鉛
筆
の
絵
」
等
で
す
。

他
の
絵
は
一
寸
ち
ぢ
か
ん
で
い
る
か
（
黄
金
虫
、
米
搗
虫
）
乱
暴
す
ぎ
る
（
墨
絵
の
富

士
山
等
）
様
な
気
が
致
し
ま
す
。

猪
飼
さ
ん
の
絵
で
は
、
地
蜘
蛛
、
丁
斑
魚
が
良
い
絵
だ
と
思
い
ま
す
。
其
れ
か
ら
い
ろ

は
歌
の
書
は
非
常
に
良
い
と
思
い
ま
す
。

尚
先
般
阪
急
に
て
日
本
画
の
個
展
を
御
や
り
に
な
り
ま
し
た
そ
う
で
す
が
当
地
に
て
も

近
い
中
に
や
っ
て
頂
き
た
い
で
す
。
小
生
雑
用
が
出
来
て
遂
に
阪
急
の
絵
は
拝
見
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。
残
念
に
思
っ
て
居
ま
す
。
そ
れ
か
ら
以
前
に
も
御
願
し
た
と
思
い
ま

す
が
馬
の
絵
を
五
、六
枚
色
紙
に
描
い
て
頂
き
度
く
是
非
御
願
致
し
ま
す
。

尚
本
日
頂
き
ま
し
た
御
手
紙
に
依
れ
ば
神
経
痛
の
由
承
り
ま
し
た
が
神
経
痛
に
は
信
州

の
渋
温
泉
が
大
変
昔
か
ら
効
果
の
あ
る
と
云
わ
れ
て
居
り
ま
す
。
其
で
来
月
十
日
よ
り

約
一
週
間
猪
飼
さ
ん
と
共
に
先
生
の
御
供
を
し
て
信
州
上
林
温
泉
（
渋
温
泉
と
約
十
町

程
の
場
所
で
す
）
へ
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
万
障
御
繰
合〔
せ
〕の
上
是
非
御
出

か
け
く
だ
さ
い
。
猪
飼
さ
ん
と
一
緒
に
御
迎〔
え
〕に
参
る
積
り
で
す
。

奥
様
に
宜
し
く
御
伝
え
く
だ
さ
い
。

先
つ〔
ず
〕は
御
礼
ま
で
。

敬
具

木
村
定
三

熊
谷
守
一
様侍

史
57

書
簡
〇
五
四
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
八
年
七
月
一
七
日

　
消
印
：
18
．
7
．
17

　
文
書
目
録
１
８
３
６

拝
啓

　
其
の
後
御
無
沙
汰
致
し
て
居
り
ま
す
。
皆
様
御
変
り
あ
り
ま
せ
ん
か
御
伺
申
し

53
　
消
印
な
ど
が
な
く
正
確
な
日
付
が
不
明
だ
っ
た
が
、
切
手
の
料
金
と
前
後
の
文
脈
か
ら
昭
和
一
八
年
と
判
断
し
た
。

54
　《
富
士
山
に
烏
》（M

244

）
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。

55
　《
山
吹
に
蜂
》（M

277

）
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。

56
　《
富
士
秋
景
》（M

265

）
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。

57
　
封
筒
表
に
熊
谷
メ
モ
「
馬
の
色
紙
五
、六
枚
」、
裏
に
「
八
月
十
日
」
あ
り
。

019

書
簡
〇
四
七
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
七
年
九
月
一
四
日

　
消
印
：
9
．
14

　
文
書
目
録
１
６
２
７

拝
啓

　
残
暑
凌
ぎ
難
き
折
柄
御
高
堂
益
々
御
清
栄
之
段
奉
賀
候

　
陳
者
二
科
院
展
満
州

国
々
宝
展
49
等
見
物
の
為
猪
飼
さ
ん
等
と
上
京
致
し
御
宅
へ
も
御
伺
致
し
度
存
じ
候
間

　

九
月
十
七
日
に
は
誠
に
恐
縮
乍
ら
御
在
宅
被
下
度
此
の
段
御
願
申
候

敬
具

書
簡
〇
四
八
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
七
年
一
一
月
一
七
日

　
消
印
：
17
．
11
．
17

　
文
書
目
録
１
６
８
９

拝
啓

　
御
高
堂
益
々
御
清
栄
之
段
奉
賀
候

陳
者
小
生
其
の
後
意
外
の
御
無
音
に
打
過
ぎ
失
礼
の
段
御
寛
容
被
下
度
候

　
承
れ
ば
先

生
の
大
阪
に
て
の
油
絵
展
50
は
来
月
十
日
よ
り
十
五
日
ま
で
の
由
今
か
ら
猪
飼
さ
ん
等

と
大
に
楽
し
み
に
致
し
居
り
候

　
就つ

い
て
は而

先
生
の
大
阪
へ
御
出
掛
の
途
中
当
地
へ
御
寄
り

く
だ
さ
れ
度
存
候

　
猪
飼
さ
ん
等
と
湯
の
山
温
泉
へ
で
も
御
供
致
し
度
存
候

　
而し

か

し
て

大
阪
へ
は
先
生
と
一
緒
に
参
り
度
存
じ
居
り
候

　
尚
小
生
の
弟
目
下
帝
大
文
学
部
学
生

に
御
座
候
も
都
合
に
て
近
日
中
に
御
伺
致
す
や
も
知
れ
ず
候

　
其
の
節
は
何
卒
宜
し
く

御
願
申
候

　
乍
末
筆
奥
様
に
宜
し
く

敬
具

十
一
月
十
七
日

木
村
定
三

熊
谷
守
一
先
生

侍
史
51

書
簡
〇
四
九
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
　
昭
和
一
七
年
一
二
月
一
日

　
消
印
：
17
．
12
．
1

拝
呈

　
御
手
紙
有
難
を〔
う
〕御
座
い
ま
し
た
。
小
生
大
阪
油
絵
展
は
景
色
量
り
十
五
点

で
何
の
見
栄
も
有
り
ま
せ
ん
。
名
古
屋
へ
は
来
月
九
日
の
朝
着
き
ま
し
て
御
尋〔
ね
〕致

し
ま
す
心
組
で
す
が
御
都
合
如
何
で
す
か
。
小
生
相
変
ら
ず
□
□
皆
様
に
宜
し
く
御
伝

え
下
さ
い
。

草
々
不
一

十
一
月
三
十
日

熊
谷
守
一

木
村
定
三
様

書
簡
〇
五
〇
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
七
年
一
二
月
六
日

　
消
印
：
17
．
12
．
６

　
文
書
目
録
１
６
９
６

拝
啓

　
時
下
寒
冷
の
候
と
相
成
り
候
も
御
高
堂
益
々
御
清
栄
の
段
奉
賀
候

　
過
日
は
御

手
紙
有
難
く
拝
見
致
し
候

　
九
日
に
は
御
待
ち
致
し
居
り
候
間
何
卒
御
出
で
被
下
度
候

　

尚
箱
書
御
願
致
し
度
候
間

　
筆

　
墨

　
印
等
御
持
参
被
下
度
候

敬
具

書
簡
〇
五
一
〇

　
北
川
民
次
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
八
年
五
月
一
四
日

　
文
書
目
録
１
７
７
８

昨
日
で
展
覧
会
52
を
終
り
ま
し
た
。
皆
様
の
御
尽
力
で
四
千
円
許
り
の
赤
札
と
な
り
喜

ん
で
お
り
ま
す
。

木
村
さ
ん
も
大
変
御
厚
情
賜
り
、
御
買
上
げ
は
下
さ
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
沢
山
の
人
々

49
　
上
野
・
表
慶
館
で
九
月
一
〇
日
〜
二
五
日
に
「
満
州
国
十
周
年
慶
祝
満
州
国
宝
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。

50
　
大
阪
・
天
賞
堂
画
廊
で
の
熊
谷
守
一
近
作
油
絵
展
は
一
二
月
一
二
日
〜
一
五
日
ま
で
開
催
。

51
　
封
筒
表
に
熊
谷
メ
モ
「
十
二
月
九
日
　
返
」
あ
り
。

52
　 

北
川
民
次
画
伯
小
品
展
に
は
「
熊
谷
先
生
の
像
」
は
じ
め
油
彩
二
〇
点
、「
花
売
娘
」
は
じ
め
一
八
点
の
日
本
画
、
ほ
か
に
番
外
と
し
て
二
点
の
合
計
四
〇
点
が
出
品
さ
れ
た
（『
北
川
民
次
展
』
北
川
民
次
展
実
行
委
員
会
、

一
九
九
六
年
、
二
〇
〇
頁
）。
な
お
、
書
簡
は
北
川
の
自
宅
か
ら
で
は
な
く
、
松
坂
屋
か
ら
発
信
さ
れ
て
い
る
。
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を
御
紹
介
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
い
ろ
い
ろ
御
忠
告
下
さ
い
ま
し
た
段
、
特
に
有
難

く
存
じ
ま
し
た
。

頓
首

書
簡
〇
五
二
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
消
印
：
18
．
７
．
５

　
　
昭
和
一
八
年
七
月
四
日
53

拝
呈

御
無
音
に
打
過
き〔
ぎ
〕て
居
り
ま
す
。
今
度
う
ら
う
ち
し
ま
し
た
紙
へ
同
し〔
じ
〕様
な

図
柄
の
画
去
る
一
日
に
十
七
枚
小
包
で
御
送
り
い
た
し
ま
し
た
。
若
し
御
気
に
入
る
の

か〔
が
〕有
り
ま
し
た
ら
と
っ
て
を〔
お
〕い
て
下
さ
い
。
猪
飼
さ
ん
所
へ
は
十
枚
御
送
り

い
た
し
ま
し
た
。
御
子
供
さ
ん
も
大
き
く
な
ら
れ
ま
し
た
事
と
存
し〔
じ
〕ま
す
。
皆
様

に
宜
し
く
御
伝
え
下
さ
い
。

当
地
は
雨
量
り
降〔
っ
〕て
居
り
ま
す
。
小
生
右
肩
の
神
経
痛
に
か
か
っ
て
居
り
ま
す
が

大
し
た
事
有
り
ま
せ
ん
。

草
々
不
一

七
月
四
日

熊
谷
守
一

木
村
定
三
様

書
簡
〇
五
三
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
八
年
七
月
七
日

　
消
印
：
18
．
7
．
７

　
文
書
目
録
１
８
２
２

拝
啓

　
其
の
後
永
ら
く
御
無
沙
汰
致
し
て
居
り
ま
し
た
処
、
去
る
四
日
日
本
画
沢
山
御

送
り
く
だ
さ
い
ま
し
て
大
に
喜
ん
で
居
る
処
で
す
。

小
生
の
最
も
感
服
致
し
ま
し
た
絵
は
「
烏
の
三
匹
居
る
富
士
の
絵
」
54
と
「
三
匹
の
亀

虫
が
居
る
草
の
絵
」
と
「
蜂
の
巣
に
蜂
の
と
ま
っ
て
い
る
絵
」
55
の
三
点
で
す
。
其
の

他
良
い
絵
と
思
い
ま
す
の
は
亀
虫
（
大
の
方
）、
雨
蛙
の
沢
山
い
る
絵
、「
富
士
に
柿
」

56
の
絵
、「
富
士
山
の
頂
の
上
の
方
の
み
青
く
塗
り
他
は
全
部
鉛
筆
の
絵
」
等
で
す
。

他
の
絵
は
一
寸
ち
ぢ
か
ん
で
い
る
か
（
黄
金
虫
、
米
搗
虫
）
乱
暴
す
ぎ
る
（
墨
絵
の
富

士
山
等
）
様
な
気
が
致
し
ま
す
。

猪
飼
さ
ん
の
絵
で
は
、
地
蜘
蛛
、
丁
斑
魚
が
良
い
絵
だ
と
思
い
ま
す
。
其
れ
か
ら
い
ろ

は
歌
の
書
は
非
常
に
良
い
と
思
い
ま
す
。

尚
先
般
阪
急
に
て
日
本
画
の
個
展
を
御
や
り
に
な
り
ま
し
た
そ
う
で
す
が
当
地
に
て
も

近
い
中
に
や
っ
て
頂
き
た
い
で
す
。
小
生
雑
用
が
出
来
て
遂
に
阪
急
の
絵
は
拝
見
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。
残
念
に
思
っ
て
居
ま
す
。
そ
れ
か
ら
以
前
に
も
御
願
し
た
と
思
い
ま

す
が
馬
の
絵
を
五
、六
枚
色
紙
に
描
い
て
頂
き
度
く
是
非
御
願
致
し
ま
す
。

尚
本
日
頂
き
ま
し
た
御
手
紙
に
依
れ
ば
神
経
痛
の
由
承
り
ま
し
た
が
神
経
痛
に
は
信
州

の
渋
温
泉
が
大
変
昔
か
ら
効
果
の
あ
る
と
云
わ
れ
て
居
り
ま
す
。
其
で
来
月
十
日
よ
り

約
一
週
間
猪
飼
さ
ん
と
共
に
先
生
の
御
供
を
し
て
信
州
上
林
温
泉
（
渋
温
泉
と
約
十
町

程
の
場
所
で
す
）
へ
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
万
障
御
繰
合〔
せ
〕の
上
是
非
御
出

か
け
く
だ
さ
い
。
猪
飼
さ
ん
と
一
緒
に
御
迎〔
え
〕に
参
る
積
り
で
す
。

奥
様
に
宜
し
く
御
伝
え
く
だ
さ
い
。

先
つ〔
ず
〕は
御
礼
ま
で
。

敬
具

木
村
定
三

熊
谷
守
一
様侍

史
57

書
簡
〇
五
四
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
八
年
七
月
一
七
日

　
消
印
：
18
．
7
．
17

　
文
書
目
録
１
８
３
６

拝
啓
　
其
の
後
御
無
沙
汰
致
し
て
居
り
ま
す
。
皆
様
御
変
り
あ
り
ま
せ
ん
か
御
伺
申
し

53
　
消
印
な
ど
が
な
く
正
確
な
日
付
が
不
明
だ
っ
た
が
、
切
手
の
料
金
と
前
後
の
文
脈
か
ら
昭
和
一
八
年
と
判
断
し
た
。

54
　《
富
士
山
に
烏
》（M

244

）
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。

55
　《
山
吹
に
蜂
》（M

277

）
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。

56
　《
富
士
秋
景
》（M

265

）
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。

57
　
封
筒
表
に
熊
谷
メ
モ
「
馬
の
色
紙
五
、六
枚
」、
裏
に
「
八
月
十
日
」
あ
り
。

019

書
簡
〇
四
七
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
七
年
九
月
一
四
日

　
消
印
：
9
．
14

　
文
書
目
録
１
６
２
７

拝
啓

　
残
暑
凌
ぎ
難
き
折
柄
御
高
堂
益
々
御
清
栄
之
段
奉
賀
候

　
陳
者
二
科
院
展
満
州

国
々
宝
展
49
等
見
物
の
為
猪
飼
さ
ん
等
と
上
京
致
し
御
宅
へ
も
御
伺
致
し
度
存
じ
候
間

　

九
月
十
七
日
に
は
誠
に
恐
縮
乍
ら
御
在
宅
被
下
度
此
の
段
御
願
申
候

敬
具

書
簡
〇
四
八
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
七
年
一
一
月
一
七
日

　
消
印
：
17
．
11
．
17

　
文
書
目
録
１
６
８
９

拝
啓

　
御
高
堂
益
々
御
清
栄
之
段
奉
賀
候

陳
者
小
生
其
の
後
意
外
の
御
無
音
に
打
過
ぎ
失
礼
の
段
御
寛
容
被
下
度
候

　
承
れ
ば
先

生
の
大
阪
に
て
の
油
絵
展
50
は
来
月
十
日
よ
り
十
五
日
ま
で
の
由
今
か
ら
猪
飼
さ
ん
等

と
大
に
楽
し
み
に
致
し
居
り
候

　
就つ

い
て
は而

先
生
の
大
阪
へ
御
出
掛
の
途
中
当
地
へ
御
寄
り

く
だ
さ
れ
度
存
候

　
猪
飼
さ
ん
等
と
湯
の
山
温
泉
へ
で
も
御
供
致
し
度
存
候

　
而し

か

し
て

大
阪
へ
は
先
生
と
一
緒
に
参
り
度
存
じ
居
り
候

　
尚
小
生
の
弟
目
下
帝
大
文
学
部
学
生

に
御
座
候
も
都
合
に
て
近
日
中
に
御
伺
致
す
や
も
知
れ
ず
候

　
其
の
節
は
何
卒
宜
し
く

御
願
申
候

　
乍
末
筆
奥
様
に
宜
し
く

敬
具

十
一
月
十
七
日

木
村
定
三

熊
谷
守
一
先
生

侍
史
51

書
簡
〇
四
九
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
　
昭
和
一
七
年
一
二
月
一
日

　
消
印
：
17
．
12
．
1

拝
呈

　
御
手
紙
有
難
を〔
う
〕御
座
い
ま
し
た
。
小
生
大
阪
油
絵
展
は
景
色
量
り
十
五
点

で
何
の
見
栄
も
有
り
ま
せ
ん
。
名
古
屋
へ
は
来
月
九
日
の
朝
着
き
ま
し
て
御
尋〔
ね
〕致

し
ま
す
心
組
で
す
が
御
都
合
如
何
で
す
か
。
小
生
相
変
ら
ず
□
□
皆
様
に
宜
し
く
御
伝

え
下
さ
い
。

草
々
不
一

十
一
月
三
十
日

熊
谷
守
一

木
村
定
三
様

書
簡
〇
五
〇
〇

　
木
村
定
三
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
七
年
一
二
月
六
日

　
消
印
：
17
．
12
．
６

　
文
書
目
録
１
６
９
６

拝
啓

　
時
下
寒
冷
の
候
と
相
成
り
候
も
御
高
堂
益
々
御
清
栄
の
段
奉
賀
候

　
過
日
は
御

手
紙
有
難
く
拝
見
致
し
候

　
九
日
に
は
御
待
ち
致
し
居
り
候
間
何
卒
御
出
で
被
下
度
候

　

尚
箱
書
御
願
致
し
度
候
間

　
筆

　
墨

　
印
等
御
持
参
被
下
度
候

敬
具

書
簡
〇
五
一
〇

　
北
川
民
次
↓
熊
谷
守
一

　
　
昭
和
一
八
年
五
月
一
四
日

　
文
書
目
録
１
７
７
８

昨
日
で
展
覧
会
52
を
終
り
ま
し
た
。
皆
様
の
御
尽
力
で
四
千
円
許
り
の
赤
札
と
な
り
喜

ん
で
お
り
ま
す
。

木
村
さ
ん
も
大
変
御
厚
情
賜
り
、
御
買
上
げ
は
下
さ
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
沢
山
の
人
々

49
　
上
野
・
表
慶
館
で
九
月
一
〇
日
〜
二
五
日
に
「
満
州
国
十
周
年
慶
祝
満
州
国
宝
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。

50
　
大
阪
・
天
賞
堂
画
廊
で
の
熊
谷
守
一
近
作
油
絵
展
は
一
二
月
一
二
日
〜
一
五
日
ま
で
開
催
。

51
　
封
筒
表
に
熊
谷
メ
モ
「
十
二
月
九
日
　
返
」
あ
り
。

52
　 

北
川
民
次
画
伯
小
品
展
に
は
「
熊
谷
先
生
の
像
」
は
じ
め
油
彩
二
〇
点
、「
花
売
娘
」
は
じ
め
一
八
点
の
日
本
画
、
ほ
か
に
番
外
と
し
て
二
点
の
合
計
四
〇
点
が
出
品
さ
れ
た
（『
北
川
民
次
展
』
北
川
民
次
展
実
行
委
員
会
、

一
九
九
六
年
、
二
〇
〇
頁
）。
な
お
、
書
簡
は
北
川
の
自
宅
か
ら
で
は
な
く
、
松
坂
屋
か
ら
発
信
さ
れ
て
い
る
。
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書
簡
〇
五
七
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
　
昭
和
二
五
年
一
〇
月
二
八
日

拝
呈
　
九
月
十
日
御
手
紙
有
難
く
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
小
生
其
后
二
紀
会
へ
亡
く
し

た
娘
の
顔
の
画
八
号
59
を
出
し
ま
し
た
。
別
に
阪
急
百
貨
店
半
弓
会
に
四
号
横
の
裸
出

し
ま
し
た
。
御
端
書
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
御
上
京
の
由
御
待
ち
し
て
居
り
ま
す
。
出

来
る
丈
け
描〔
い
〕て
置
き
ま
す
。
御
上
京
早
け
れ
は〔
ば
〕何
も
出
来
て
居
な
か
っ
た
り

し
な
い
か
と
心
配
し
て
居
り
ま
す
。
小
生
此
の
秋
右
足
の
ひ
ざ
寒
く
成〔
っ
〕て
い
た
い

の
で
外
へ
出
歩
き
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
ふ
便
な
事
で
す
。
皆
様
に
宜
し
く
御
伝
え
下
さ

い
。

草
々
不
一

十
月
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十
八
日

熊
谷
守
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木
村
定
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様机
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熊
谷
守
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木
村
定
三

　
消
印
：
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１
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昭
和
二
六
年
一
月
三
〇
日

拝
呈

　
一
月
十
日
の
御
手
紙
と
二
十
八
日
の
御
端
書
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
い
つ
も
な

が
ら
筆
ふ
性〔
不
精
〕い
た
し
居
り
失
礼
量
り
し
て
居
り
ま
す
。
御
送
付
下
さ
い
ま
し
た

金
五
千
円
戴
き
ま
し
た
。
有
難
を〔
う
〕御
座
い
ま
す
。
皆
様
御
元
気
の
事
と
存
じ
ま
す
。

小
生
処
皆
無
事
で
御
座
い
ま
す
。
小
生
元
気
で
御
座
い
ま
す
か〔
が
〕足
は
未〔
だ
〕好
く

な
ら
ず
外
の
出
歩
き
は
出
来
ず
で
す
。そ
ろ
そ
ろ
元
気
を
出
し
て
何
か
描
き
出
し
ま
す
。

ク
レ
パ
ス
画
60
近
日
描
い
て
御
送
り
い
た
し
ま
す
。
当
地
此
冬
は
連
日
天
気
つ
づ
き
で

御
座
い
ま
す
。
奥
様
始
め
皆
様
に
宜
し
く
御
伝
え
下
さ
い
。

草
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日
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谷
守
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村
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下

書
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〇
五
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〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
　
昭
和
二
八
年
一
月
九
日

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
御
ざ
い
ま
す
。
其
后
細
々
し
た
用
事
や
ら
冬
支
度
を
し
て
居

り
ま
し
た
処
暮
れ
に
夫
婦
し
て
流
感
に
か
か
り
や
っ
と
只
今
好〔
く
〕な
っ
た
所
で
す
。

画
は
何
も
出
来
て
居
り
ま
せ
ぬ
か〔
が
〕こ
れ
か
ら
描
く
所
で
す
。
大
橋
さ
ん
に
も
宜
し

く
御
伝
え
下
さ
い
。
当
地
は
一〔
か
〕月
位
天
気
つ
づ
き
で
し
た
。
昨
日
一
寸
小
雪
が
有

り
ま
し
た
。
奥
様
に
も
宜
し
く
御
伝
え
下
さ
い
。
榧
は
昨
日
か
ら
信
州
へ
ス
キ
ー
に
行

〔
っ
〕て
居
り
ま
す
。
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和
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月
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日

　
消
印
：
29
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大
変
永
く
御
無
沙
汰
申
し
て
居
り
ま
し
た
。
其
後
一
度
お
た
づ
ね
申
上
げ
た
く
存
じ
乍

ら
失
礼
に
打
過
ぎ
居
り
ま
し
て
申
訳
け
御
座
い
ま
せ
ん
。
今
夏
は
異
常
な
冷
温
で
案
じ

居
り
ま
し
た
が
昨
今
よ
う
や
く
夏
ら
し
い
日
照
り
が
続
く
よ
う
に
な
り
ほ
っ
と
致
し
ま

し
た
が
な
か
な
か
に
お
暑
さ
凌
ぎ
に
く
く
御
地
で
は
猶
更
の
事
と
存
じ
上〔
げ
〕ま
す
。

御
家
内
様
御
一
同
様
お
元
気
で
お
い
で
で
い
ら
れ
ま
す
か
。
奥
様
に
は
其
後
お
障
り
も

59
　
第
四
回
二
紀
会
（
一
九
五
〇
年
一
〇
月
一
〇
日
〜
一
〇
月
二
七
日
）
に
出
品
し
た
《
萬
の
像
》（
個
人
蔵
）
の
こ
と
。

60
　
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
は
《
普
賢
菩
薩
》（JD

200200021000

）、《
千
手
観
音
》（JD

200200022000

）
な
ど
ク
レ
パ
ス
（
ク
レ
ヨ
ン
）
で
描
か
れ
た
作
品
が
計
六
点
あ
る
。

021

ま
す
。

当
地
は
最
近
梅
雨
も
終
り
連
日
暑
い
日
が
続
い
て
困
っ
て
居
り
ま
す
。
然
し
稲
の
為
に

は
良
い
そ
う
で
其
の
点
有
難
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
先
日
御
送
付
く
だ
さ
い
ま
し
た
日
本
画
の
中
、
富
士
山
の
絵
三
枚
と
虫
の
絵

一
枚
失
礼
乍
ら
御
返
送
致
し
ま
し
た
が
不あ
し
か
ら
ず悪御

諒
承
く
だ
さ
い
。

此
の
三
点
の
富
士
の
絵
は
余
り
乱
暴
で
引
き
締
っ
て
居
り
ま
せ
ん
。
虫
の
絵
は
固
す
ぎ

ま
す
。
其
の
後
毎
日
先
生
の
絵
を
額
に
入
れ
て
見
て
居
ま
す
が
、
今
度
の
絵
の
中
で
一

番
良
い
絵
は
烏
の
三
匹
居
る
冨
士
山
の
絵
と
決
定
致
し
ま
し
た
。
猪
飼
さ
ん
は
柿
に
富

士
山
の
絵
が
第
一
だ
と
云
い
ま
す
が
僕
は
そ
の
絵
は
三
、四
番
目
位
だ
と
思
い
ま
す
。

先
生
の
御
意
見
は
如
何
で
す
か
。

そ
れ
か
ら
来
月
の
信
州
旅
行
58
は
尚
詳
し
い
事
は
来
月
に
な
っ
て
か
ら
打
合
わ
せ
致
し

た
く
思
っ
て
居
り
ま
す
。
皆
様
に
宜
し
く
。
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木
村
定
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七
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十
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守
一
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史
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五
五
〇

　
熊
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守
一
↓
木
村
定
三

　
　
昭
和
一
九
年
三
月
八
日

　

　拝
呈

　
久
し
く
御
便
り
も
書
き
す〔
ず
〕失
礼
し
て
居
り
ま
す
。
先
日
御
手
紙
拝
見
い
た

し
ま
し
た
。
先
月
下
旬
東
本
氏
参
ら
れ
横
物
三
十
二
枚
も
っ
て
行〔
っ
〕て
も
ら
い
ま
し

た
。
色
紙
は
去
る
三
日
に
小
包
で
二
十
三
枚
貴
宅
へ
御
送
り
い
た
し
ま
し
た
。
御
手
紙

に
半
切
も
描
く
様
に
有
り
ま
し
た
が
、
失
念
し
て
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
其
后
東
本
氏

手
紙
に
木
村
さ
ん
子
供
さ
ん
御
病
気
の
由
□
し
て
来
ま
し
た
か〔
が
〕如
何
か〔
が
〕で
す

か
。
御
大
事
に
し
て
下
さ
い
。

当
地
の
様
子
も
大
分
変
り
ま
し
た
か〔
が
〕小
生
相
変
ら
す〔
ず
〕ふ
性〔
不
精
〕し
て
居
り

ま
す
。
皆
々
様
に
よ
ろ
し
く
御
伝
え
下
さ
い
。
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熊
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昭
和
二
五
年
七
月
五
日

　
消
印
：
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．
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５

平
素
は
御
無
沙
汰
ば
か
り
致
し
て
居
り
ま
し
て
申
訳
け
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
此
度
も
又
主

人
個
展
を
お
催
し
下
さ
い
ま
し
て
何
か
と
御
配
慮
い
た
だ
き
ま
し
て
有
難
う
存
じ
ま

す
。
厚
く
お
礼
申
上〔
げ
〕ま
す
。
其
節
は
主
人
娘
共
々
お
じ
ゃ
ま
い
た
し
ま
し
て
大
変

お
さ
わ
が
せ
申
上
げ
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
お
も
て
な
し
い
た
だ
き
ま
し
て
有
難
う
存
じ

ま
す
。
我
儘
も
の
の
娘
の
事
と
て
さ
ぞ
か
し
御
厄
介
を
お
か
け
致
し
ま
し
た
事
か
と
す

ま
な
く
存
じ
て
居
り
ま
す
。
御
地
で
の
御
様
子
い
ろ
い
ろ
お
伺
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
嬉

し
く
存
じ
ま
し
た
。
お
子
様
方
大
変
お
可
愛
く
お
元
気
で
い
ら
れ
ま
す
由
お
幸
せ
で
い

ら
れ
ま
す
。
お
暑
さ
に
向〔
か
〕い
ま
す
折
柄
皆
々
様
何
卒
御
体
御
大
切
の
程
念
じ
上
げ

ま
す
。
失
礼
乍
ら
手
紙
に
て
お
礼
の
み
申
上
げ
ま
す
。

七
月
四
日

熊
谷
秀
子
拝

木
村
定
三
様

御
奥
様

二
伸

　
主
人
帰
宅
の
際
に
は
結
構
な
お
品
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。
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信
州
旅
行
に
関
す
る
資
料
と
し
て
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飼
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一
か
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熊
谷
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目
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。
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。
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ま
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当
地
は
最
近
梅
雨
も
終
り
連
日
暑
い
日
が
続
い
て
困
っ
て
居
り
ま
す
。
然
し
稲
の
為
に

は
良
い
そ
う
で
其
の
点
有
難
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
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日
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送
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日
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、
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の
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の
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暴
で
引
き
締
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て
居
り
ま
せ
ん
。
虫
の
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は
固
す
ぎ

ま
す
。
其
の
後
毎
日
先
生
の
絵
を
額
に
入
れ
て
見
て
居
ま
す
が
、
今
度
の
絵
の
中
で
一

番
良
い
絵
は
烏
の
三
匹
居
る
冨
士
山
の
絵
と
決
定
致
し
ま
し
た
。
猪
飼
さ
ん
は
柿
に
富

士
山
の
絵
が
第
一
だ
と
云
い
ま
す
が
僕
は
そ
の
絵
は
三
、四
番
目
位
だ
と
思
い
ま
す
。

先
生
の
御
意
見
は
如
何
で
す
か
。

そ
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ら
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の
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旅
行
58
は
尚
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は
来
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に
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。
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。
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紙
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見
い
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ま
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。
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下
旬
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氏
参
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横
物
三
十
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も
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し

た
。
色
紙
は
去
る
三
日
に
小
包
で
二
十
三
枚
貴
宅
へ
御
送
り
い
た
し
ま
し
た
。
御
手
紙

に
半
切
も
描
く
様
に
有
り
ま
し
た
が
、
失
念
し
て
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
其
后
東
本
氏

手
紙
に
木
村
さ
ん
子
供
さ
ん
御
病
気
の
由
□
し
て
来
ま
し
た
か〔
が
〕如
何
か〔
が
〕で
す

か
。
御
大
事
に
し
て
下
さ
い
。

当
地
の
様
子
も
大
分
変
り
ま
し
た
か〔
が
〕小
生
相
変
ら
す〔
ず
〕ふ
性〔
不
精
〕し
て
居
り

ま
す
。
皆
々
様
に
よ
ろ
し
く
御
伝
え
下
さ
い
。

草
々
不
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昭
和
十
九
年
三
月
八
日

熊
谷
守
一

木
村
定
三
様

書
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五
六
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熊
谷
秀
子
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木
村
定
三

　
　
昭
和
二
五
年
七
月
五
日

　
消
印
：
25
．
7
．
５

平
素
は
御
無
沙
汰
ば
か
り
致
し
て
居
り
ま
し
て
申
訳
け
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
此
度
も
又
主

人
個
展
を
お
催
し
下
さ
い
ま
し
て
何
か
と
御
配
慮
い
た
だ
き
ま
し
て
有
難
う
存
じ
ま

す
。
厚
く
お
礼
申
上〔
げ
〕ま
す
。
其
節
は
主
人
娘
共
々
お
じ
ゃ
ま
い
た
し
ま
し
て
大
変

お
さ
わ
が
せ
申
上
げ
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
お
も
て
な
し
い
た
だ
き
ま
し
て
有
難
う
存
じ

ま
す
。
我
儘
も
の
の
娘
の
事
と
て
さ
ぞ
か
し
御
厄
介
を
お
か
け
致
し
ま
し
た
事
か
と
す

ま
な
く
存
じ
て
居
り
ま
す
。
御
地
で
の
御
様
子
い
ろ
い
ろ
お
伺
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
嬉

し
く
存
じ
ま
し
た
。
お
子
様
方
大
変
お
可
愛
く
お
元
気
で
い
ら
れ
ま
す
由
お
幸
せ
で
い

ら
れ
ま
す
。
お
暑
さ
に
向〔
か
〕い
ま
す
折
柄
皆
々
様
何
卒
御
体
御
大
切
の
程
念
じ
上
げ

ま
す
。
失
礼
乍
ら
手
紙
に
て
お
礼
の
み
申
上
げ
ま
す
。

七
月
四
日

熊
谷
秀
子
拝

木
村
定
三
様

御
奥
様

二
伸

　
主
人
帰
宅
の
際
に
は
結
構
な
お
品
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。

58
　
こ
の
信
州
旅
行
に
関
す
る
資
料
と
し
て
、
猪
飼
正
一
か
ら
熊
谷
に
宛
て
た
書
簡
（
文
書
目
録1848,1852

）
が
あ
る
。
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〇
六
三
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
　
昭
和
三
三
年
四
月
二
三
日
　
消
印
：
33
．
4
．
23

拝
呈
　
今
度
の
個
展
い
ろ
い
ろ
有
り
難
を〔
う
〕御
座
い
ま
し
た
。
小
生
相
変
ら
ず
筆
ふ

性〔
不
精
〕申
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
。
奥
様
御
養
生
の
事
と
存
じ
ま
す
が
其
后
如
何
で
御

座
い
ま
す
か
。
小
生
所
先
日
よ
り
夫
婦
で
風〔
邪
〕引
き
長
び
い
て
居
り
ま
す
。
木
村
様

こ
の
二
十
六
日
か
七
日
御
上
京
の
由
で
す
が
日
本
画
ま
だ
一
枚
も
出
来
て
居
ず
心
も
と

な
い
事
で
す
が
御
ま
ち
申
し
て
居
り
ま
す
。

蕪
村
画
見
ま
し
た
が
夜
の
雪
景
は
一
寸
さ
び
し
過
き〔
ぎ
〕ま
し
て
、
小
生
に
は
富
士
の

前
松
の
木
あ
る
方
が
明
る
く
て
好
き
で
す
。
外〔
他
〕に
ふ
出
来
の
絵
、
烏
で
な
い
か
と

思
い
ま
し
た
。
今
日
の
こ
ち
ら
は
夏
の
様
な
よ
を〔
う
〕気
で
御
座
い
ま
す
。
皆
様
に
宜

し
く
御
伝
え
下
さ
い
。
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熊
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守
一
個
人
展

　
一
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月
一
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日
―
一
八
日

　
名
古
屋
松
坂
屋
八
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
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〇
六
五
〇

　
熊
谷
秀
子
↓
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村
定
三

　
消
印
：
36
．
５
．
19

　
　
昭
和
三
六
年
五
月
一
九
日

十
一
日
付
書
留
便
御
手
紙
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
御
同
封
下
さ
い
ま
し
た
三
十
三
万
円

小
切
手
、
確
に
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
有
難
う
御
座
い
ま
す
。
御
宅
様
皆
々
様
お
元
気

63
　
こ
の
書
簡
（
図
18
）
は
、
木
村
定
三
と
猪
飼
正
一
が
共
同
で
主
催
し
た
熊
谷
の
個
展
に
際
し
て
出
さ
れ
た
案
内
状
（
印
刷
物
）
と
思
わ
れ
る
。

図18 案内状（書簡0640）

図2 書簡0630
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な
く
お
過
し
で
御
座
い
ま
し
ょ
う
か
お
伺
い
申
上
げ
ま
す
。
当
方
お
蔭
様
で
皆
無
事
に

暮
し
居
り
ま
す
。
主
人
は
春
以
来
ず
っ
と
旅
行
も
致
し
ま
せ
ず
家
に
ば
か
り
居
り
ま
し

て
自
分
で
は
仕
事
を
し
て
居
る
の
だ
と
申
し
居
り
ま
す
が
未
だ
一
枚
も
出
来
た
画
は
御

座
い
ま
せ
ん
で
そ
ば
の
も
の
は
気
を
も
ん
で
居
る
次
第
で
御
座
い
ま
す

61
。
酷
暑
の
折

柄
皆
様
御
体
御
大
切
の
程
念
じ
上
げ
ま
す
。
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六
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谷
秀
子
↓
木
村
定
三

　
消
印
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31
．
９
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25

　
　
昭
和
三
一
年
九
月
二
五
日

62

大
変
永
い
間
御
無
沙
汰
い
た
し
て
し
ま
い
ま
し
て
申
訳
御
座
い
ま
せ
ん
。
八
月
に
は
白

骨
温
泉
か
ら
お
は
が
き
を
い
た
だ
き
、
又
先
程
は
御
手
紙
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
て
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

御
家
内
様
御
一
同
お
元
気
に
お
過
し
の
事
と
お
喜
び
申
上
げ
て
居
り
ま
す
。
今
度
榧
の

は
り
え
展
を
お
世
話
い
た
だ
き
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
此
度
の
絵
は
初
め
の

四
、五
点
を
見
て
居
り
ま
す
だ
け
で
、
そ
れ
で
は
あ
ま
り
よ
い
出
来
で
な
い
よ
う
で
し

た
の
で
其
後
の
は
ど
ん
な
出
来
か
と
案
じ
ま
し
て
御
地
へ
出
向
き
ま
す
前
に
、
一
度
宅

へ
寄
る
よ
う
申
し
や
り
ま
し
た
が
そ
の
ま
ま
御
地
へ
お
伺
い
致
し
た
よ
う
で
、
あ
ま
り

ひ
ど
い
作
で
す
と
心
配
致
し
て
居
り
ま
し
た
が
お
蔭
様
で
大
変
よ
い
成
績
で
御
座
い
ま

し
た
由
、
私
共
も
喜
ん
で
居
り
ま
す
。
殊
に
四
、五
点
は
見
ら
れ
る
の
が
あ
り
ま
し
た

由
で
安
心
い
た
し
ま
し
た
。
一
方
な
ら
ぬ
御
心
ぞ
え
を
い
た
だ
き
又
会
期
中
御
厄
介
に

な
り
ま
し
た
事
と
厚
く
お
礼
申
上
げ
ま
す
。
会
が
終
り
ま
し
た
ら
宅
へ
も
様
子
を
話
し

に
来
て
く
れ
る
か
と
思
い
居
り
ま
し
た
処
い
ま
だ
に
見
え
ま
せ
ん
。
お
手
紙
に
よ
れ
ば

御
地
か
ら
木
曽
の
方
へ
ま
い
り
ま
し
た
由
、
ま
だ
家
へ
は
戻
り
ま
せ
ん
か
と
存
ぜ
ら
れ

ま
す
。
お
蔭
様
で
主
人
も
今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
目
ま
い
も
御
座
い
ま
せ
ず
、
ず
っ
と

元
気
に
い
た
し
て
居
り
ま
す
。
仕
事
の
方
は
あ
ち
こ
ち
の
展
覧
会
の
画
に
追
わ
れ
て
居

り
ま
し
て
、
個
展
の
話
は
ま
だ
は
か
ど
り
ま
せ
ん
。
二
十
一
日
に
猪
飼
様
お
越
し
の
節

三
点
お
持
ち
い
た
だ
き
ま
し
た
が
十
、十
一
月
は
い
ろ
い
ろ
の
展
覧
会
が
御
座
い
ま
す

の
で
名
古
屋
展
は
な
る
べ
く
お
そ
く
し
て
い
た
だ
い
た
方
が
好
都
合
と
申
上
げ
ま
し
た

次
第
で
御
座
い
ま
す
。
日
本
画
の
方
も
今
年
は
少
し
が
ん
ば
っ
て
描
い
て
も
ら
い
た
い

も
の
と
存
じ
て
居
り
ま
す
。
猪
飼
様
、
宅
へ
お
越
し
の
節
大
分
御
気
分
が
お
わ
る
い
御

様
子
で
一
寸
お
や
す
み
に
な
っ
た
り
な
さ
れ
ま
し
て
、
大
し
た
事
は
な
い
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
夕
方
歌
右
衛
門
様
の
お
向〔
迎
〕え
の
車
で
お
帰
り
で
御
座
い
ま
し
た
が
其
後

如
何
か
と
お
案
じ
い
た
し
て
居
り
ま
す
。
こ
こ
よ
う
や
く
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
が
つ
づ

き
ま
し
て
彼
岸
花
も
さ
か
り
で
御
座
い
ま
す
。
皆
々
様
一
層
お
元
気
で
お
い
で
下
さ
い

ま
す
よ
う
念
じ
上
げ
ま
す
。

九
月
二
十
四
日

熊
谷
秀
子
拝

木
村
定
三
様

　
　
御
奥
様

書
簡
〇
六
二
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
　
昭
和
三
二
年
五
月
二
二
日

　
消
印
：
32
．
5
．
22

拝
呈

　
御
手
紙
も
書
か
ず
失
礼
量〔
ば
か
〕り
し
て
居
り
ま
す
。
御
元
気
の
御
様
子
御
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
小
生
体
の
方
も
相
変
ら
ず
で
御
座
い
ま
す
が
、
も
を〔
う
〕青
葉
の

よ
い
時
候
に
な
り
ま
し
た
が
画
の
方
道
草
量
り
喰〔
っ
〕て
居
り
ま
す
が
、
此
夏
は
大
量

に
描
き
た
い
と
思〔
っ
〕て
居
り
ま
す
。
皆
様
に
宜
し
く
御
伝
え
下
さ
い
。

草
々
不
一

五
月
二
十
一
日
よ〔
夜
〕

熊
谷
守
一

木
村
定
三
様机

下

61
　 

こ
の
年
、
熊
谷
は
第
一
九
回
清
光
会
展
（
五
月
一
日
〜
六
日
、
銀
座
・
資
生
堂
）
に
《
牛
》、《
桃
》
の
二
点
、
第
一
回
現
代
美
術
展
（
五
月
一
九
日
〜
六
月
五
日
、
東
京
都
美
術
館
）
に
《
土
饅
頭
》（JO

200200042000

）、

第
四
回
五
都
連
合
日
本
画
洋
画
展
（
一
一
月
一
日
〜
二
日
、
東
京
美
術
倶
楽
部
）
に
《
ハ
ル
シ
ヤ
菊
》（M

255

）
を
出
品
し
て
い
る
。

62
　
消
印
の
判
読
が
困
難
だ
が
、
使
用
さ
れ
た
切
手
の
発
行
年
か
ら
昭
和
三
一
年
と
判
断
し
た
。
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難
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。
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ず
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不
精
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何
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。
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夫
婦
で
風〔
邪
〕引
き
長
び
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ま
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こ
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二
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六
日
か
七
日
御
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京
の
由
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な
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が
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思
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こ
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。
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十
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切
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、
確
に
頂
戴
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し
ま
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。
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う
御
座
い
ま
す
。
御
宅
様
皆
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様
お
元
気

63
　
こ
の
書
簡
（
図
18
）
は
、
木
村
定
三
と
猪
飼
正
一
が
共
同
で
主
催
し
た
熊
谷
の
個
展
に
際
し
て
出
さ
れ
た
案
内
状
（
印
刷
物
）
と
思
わ
れ
る
。
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な
く
お
過
し
で
御
座
い
ま
し
ょ
う
か
お
伺
い
申
上
げ
ま
す
。
当
方
お
蔭
様
で
皆
無
事
に

暮
し
居
り
ま
す
。
主
人
は
春
以
来
ず
っ
と
旅
行
も
致
し
ま
せ
ず
家
に
ば
か
り
居
り
ま
し

て
自
分
で
は
仕
事
を
し
て
居
る
の
だ
と
申
し
居
り
ま
す
が
未
だ
一
枚
も
出
来
た
画
は
御

座
い
ま
せ
ん
で
そ
ば
の
も
の
は
気
を
も
ん
で
居
る
次
第
で
御
座
い
ま
す
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大
変
永
い
間
御
無
沙
汰
い
た
し
て
し
ま
い
ま
し
て
申
訳
御
座
い
ま
せ
ん
。
八
月
に
は
白

骨
温
泉
か
ら
お
は
が
き
を
い
た
だ
き
、
又
先
程
は
御
手
紙
を
頂
戴
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た
し
ま
し
て
有
難

う
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ざ
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ま
し
た
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御
家
内
様
御
一
同
お
元
気
に
お
過
し
の
事
と
お
喜
び
申
上
げ
て
居
り
ま
す
。
今
度
榧
の

は
り
え
展
を
お
世
話
い
た
だ
き
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
此
度
の
絵
は
初
め
の

四
、五
点
を
見
て
居
り
ま
す
だ
け
で
、
そ
れ
で
は
あ
ま
り
よ
い
出
来
で
な
い
よ
う
で
し

た
の
で
其
後
の
は
ど
ん
な
出
来
か
と
案
じ
ま
し
て
御
地
へ
出
向
き
ま
す
前
に
、
一
度
宅

へ
寄
る
よ
う
申
し
や
り
ま
し
た
が
そ
の
ま
ま
御
地
へ
お
伺
い
致
し
た
よ
う
で
、
あ
ま
り

ひ
ど
い
作
で
す
と
心
配
致
し
て
居
り
ま
し
た
が
お
蔭
様
で
大
変
よ
い
成
績
で
御
座
い
ま

し
た
由
、
私
共
も
喜
ん
で
居
り
ま
す
。
殊
に
四
、五
点
は
見
ら
れ
る
の
が
あ
り
ま
し
た

由
で
安
心
い
た
し
ま
し
た
。
一
方
な
ら
ぬ
御
心
ぞ
え
を
い
た
だ
き
又
会
期
中
御
厄
介
に

な
り
ま
し
た
事
と
厚
く
お
礼
申
上
げ
ま
す
。
会
が
終
り
ま
し
た
ら
宅
へ
も
様
子
を
話
し

に
来
て
く
れ
る
か
と
思
い
居
り
ま
し
た
処
い
ま
だ
に
見
え
ま
せ
ん
。
お
手
紙
に
よ
れ
ば

御
地
か
ら
木
曽
の
方
へ
ま
い
り
ま
し
た
由
、
ま
だ
家
へ
は
戻
り
ま
せ
ん
か
と
存
ぜ
ら
れ

ま
す
。
お
蔭
様
で
主
人
も
今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
目
ま
い
も
御
座
い
ま
せ
ず
、
ず
っ
と

元
気
に
い
た
し
て
居
り
ま
す
。
仕
事
の
方
は
あ
ち
こ
ち
の
展
覧
会
の
画
に
追
わ
れ
て
居

り
ま
し
て
、
個
展
の
話
は
ま
だ
は
か
ど
り
ま
せ
ん
。
二
十
一
日
に
猪
飼
様
お
越
し
の
節

三
点
お
持
ち
い
た
だ
き
ま
し
た
が
十
、十
一
月
は
い
ろ
い
ろ
の
展
覧
会
が
御
座
い
ま
す

の
で
名
古
屋
展
は
な
る
べ
く
お
そ
く
し
て
い
た
だ
い
た
方
が
好
都
合
と
申
上
げ
ま
し
た

次
第
で
御
座
い
ま
す
。
日
本
画
の
方
も
今
年
は
少
し
が
ん
ば
っ
て
描
い
て
も
ら
い
た
い

も
の
と
存
じ
て
居
り
ま
す
。
猪
飼
様
、
宅
へ
お
越
し
の
節
大
分
御
気
分
が
お
わ
る
い
御

様
子
で
一
寸
お
や
す
み
に
な
っ
た
り
な
さ
れ
ま
し
て
、
大
し
た
事
は
な
い
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
夕
方
歌
右
衛
門
様
の
お
向〔
迎
〕え
の
車
で
お
帰
り
で
御
座
い
ま
し
た
が
其
後

如
何
か
と
お
案
じ
い
た
し
て
居
り
ま
す
。
こ
こ
よ
う
や
く
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
が
つ
づ

き
ま
し
て
彼
岸
花
も
さ
か
り
で
御
座
い
ま
す
。
皆
々
様
一
層
お
元
気
で
お
い
で
下
さ
い

ま
す
よ
う
念
じ
上
げ
ま
す
。

九
月
二
十
四
日

熊
谷
秀
子
拝

木
村
定
三
様

　
　
御
奥
様

書
簡
〇
六
二
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
　
昭
和
三
二
年
五
月
二
二
日

　
消
印
：
32
．
5
．
22

拝
呈

　
御
手
紙
も
書
か
ず
失
礼
量〔
ば
か
〕り
し
て
居
り
ま
す
。
御
元
気
の
御
様
子
御
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
小
生
体
の
方
も
相
変
ら
ず
で
御
座
い
ま
す
が
、
も
を〔
う
〕青
葉
の

よ
い
時
候
に
な
り
ま
し
た
が
画
の
方
道
草
量
り
喰〔
っ
〕て
居
り
ま
す
が
、
此
夏
は
大
量

に
描
き
た
い
と
思〔
っ
〕て
居
り
ま
す
。
皆
様
に
宜
し
く
御
伝
え
下
さ
い
。

草
々
不
一

五
月
二
十
一
日
よ〔
夜
〕

熊
谷
守
一

木
村
定
三
様机

下

61
　 

こ
の
年
、
熊
谷
は
第
一
九
回
清
光
会
展
（
五
月
一
日
〜
六
日
、
銀
座
・
資
生
堂
）
に
《
牛
》、《
桃
》
の
二
点
、
第
一
回
現
代
美
術
展
（
五
月
一
九
日
〜
六
月
五
日
、
東
京
都
美
術
館
）
に
《
土
饅
頭
》（JO

200200042000

）、

第
四
回
五
都
連
合
日
本
画
洋
画
展
（
一
一
月
一
日
〜
二
日
、
東
京
美
術
倶
楽
部
）
に
《
ハ
ル
シ
ヤ
菊
》（M

255

）
を
出
品
し
て
い
る
。

62
　
消
印
の
判
読
が
困
難
だ
が
、
使
用
さ
れ
た
切
手
の
発
行
年
か
ら
昭
和
三
一
年
と
判
断
し
た
。
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に
い
ら
れ
ま
す
御
様
子
何
よ
り
と
存
じ
上
げ
ま
す
。
お
蔭
様
で
宅
の
主
人
も
ず
っ
と
や

す
み
ま
す
事
も
な
く
少
し
づ〔
ず
〕つ
乍
ら
仕
事
を
つ
づ
け
て
居
り
ま
す
。
い
つ
の
間
に

か
木
々
の
緑
も
す
っ
か
り
濃
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
て
、
こ
の
処
梅
雨
空
の
日
が
続
い

て
居
り
ま
す
。
ぼ
た
ん
は
今
年
は
見
事
な
花
を
五
つ
も
つ
け
ま
し
た
が
、
も
う
散
っ
て

し
ま
い
ま
し
て
只
今
は
バ
ラ
と
紫
蘭
が
庭
を
色
ど
っ
て
居
り
ま
す
。
柚
の
花
も
も
う
ぢ

〔
じ
〕き
匂
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

先
日
木
版
の
加
藤
氏
か
ら
画
集
の
中
か
ら
五
点
六
号
大
の
木
版
に
さ
せ
て
ほ
し
い
と
た

の
ま
れ
ま
し
た
。

木
村
様
お
持
ち
の
猫
も
お
願
い
し
た
い
と
申
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
如
何
で
ご
ざ
い
ま

し
ょ
う
か
。
そ
の
内
お
伺
い
し
た
い
と
の
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。

時
節
柄
お
体
お
気
を
つ
け
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

五
月
十
九
日

熊
谷
秀
子
拝

木
村
定
三
様

書
簡
〇
六
六
〇

　
熊
谷
守
一
↓
木
村
定
三

　
　
昭
和
三
八
年
一
月
二
三
日

　
消
印
：
38
．
1
．
23

拝
呈

　
皆
様
御
き
げ
ん
如
何
で
す
か
。
先
日
は
毛
布
御
贈
り
下
さ
れ
有
難
を〔
う
〕御
座

い
ま
す
。
今
年
の
冬
は
寒
い
の
で
よ
わ
っ
て
居
り
ま
す
。
木
村
様
行
の
画
気
に
し
な
が

ら
何
も
出
来
て
居〔
ら
〕す〔
ず
〕申
し
わ
け
有
り
ま
せ
ぬ
。
小
生
歩
く
の
が
ふ
自
由
の
外

〔
他
〕、
無
事
に
暮〔
ら
〕し
て
居
り
ま
す
。
画
は
描〔
い
〕て
居
り
ま
す
が
ろ
く
な
も
の
は

出
来
ま
せ
ぬ
。
皆
様
に
宜
し
く
御
伝
え
下
さ
い
。

草
々
不
一

一
月
二
十
二
日

熊
谷
守
一

木
村
定
三
様机

下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 

書
簡
資
料
の
公
開
に
当
た
っ
て
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
行
い
ま
し

た
が
、
著
作
権
等
に
つ
い
て
何
か
お
気
付
き
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
愛
知
県
美
術
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。


